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大空町議会会議録 

 

 

１ 応招議員は次のとおりである。 

 

 １番  仲 西 政 克   ７番  岩 原  繁 

 

２番  大 泉 知 功    ８番   上 地 史 隆 

 

 ３番  川 村  淳    ９番  原 本 哲 己 

 

４番  福 田 淳 一    10番  深  川    曻 

 

 ５番  森 賀 祐 司   11番  松  岡  克  美 

 

 ６番  鈴 木 秀 之   12番  後 藤  忍 

 

 

２ 不応招議員は次のとおりである。 

 

 

 

３ 出席議員は応招議員と同じである。 

 

 

 

４ 欠席議員は不応招議員と同じである。 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

５ 会議事件のために出席した者は次のとおりである。 

 

町 長  教 育 委 員 会 教 育 長 

代 表 監 査 委 員  農 業 委 員 会 会 長 

   

副 町 長  福 祉 課 長 

総 合 支 所 長  福 祉 課 参 事 

会 計 管 理 者  産 業 課 長 

総 務 課 長  産 業 課 参 事 

総 務 課 参 事  建 設 課 長 

ま ち づ く り 推 進 室 長  建 設 課 参 事 

まちづくり推進室参事 
 

 
地 域 振 興 課 参 事 

住 民 課 長  総 務 課 主 幹 

   

   

生 涯 学 習 課 長  生 涯 学 習 課 参 事 

   

監 査 委 員 事 務 局 長  選挙管理委員会事務局長 

   

農 業 委 員 会 事 務 局 長 
 

 
 

 

６ 職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

 

事務局長、書記 

 

７ 会議事件及び議事日程は別紙のとおりである。 

 



 

 

 

 

 

 



令和８年第２回大空町議会定例会議事日程 

第１号 令和８年６月２４日（水） １０時００分開議 

 
日程第１  会議録署名議員の指名について 
 
日程第２  議会運営委員会審査報告 
 
日程第３  会期の決定について 
 

（諸般の報告） 
 
日程第４  行 政 報 告 
 
日程第５  令和８年第２回大空町議会定例会にあたって（町政執行方針） 
 
日程第６  令和８年度大空町教育行政執行方針 
 
日程第７  一 般 質 問 
 
 



 



 

 出 席 説 明 員 の 報 告 
 
１．地方自治法第１２１条第１項の規定により説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   町 長  松 川 一 正      教育委員会教育長  関 谷 正 樹 
 
   代表監査委 員  近 藤 克 郎   農業委員会会長  石 田 正 俊 
 
２．大空町長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   副 町 長  鈴 木 章 夫   福 祉 課 長  宮 田   栄 
 
   総 合 支 所 長  菅 野 洋 治   福 祉 課 参 事  福 田 由 佳 
 
   会 計 管 理 者  稲 川 浩 司   産 業 課 長  林   敏 美 
                        
   総 務 課 長  篁   充 清   産 業 課 参 事  佐々木 雅 敏 
 
   総 務 課 参 事  笠 井 進 一   建 設 課 長  髙   昭 寿 
 
   まちづくり推進室長  佐 川 雅 仁   建 設 課 参 事  大 橋 秀 章 
 
   まちづくり推進室参事  佐 藤 允 泰   地域振興課参事  沼 田 裕 介 
 
   住 民 課 長  砂 金 英 樹   総 務 課 主 幹  坂 本 明 広 
       
３．大空町教育委員会教育長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   生涯学習課 長  平  田  義  和     生涯学習課参事  歌 丸 庸 介 
 
４．大空町代表監査委員の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  秋 葉 暢 康 
 
５．大空町農業委員会会長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  石 川 大 樹 
 
６．大空町選挙管理委員会委員長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  秋 葉 暢 康 
 
７．本議会の事務に従事する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  阿 部 雅 浩   書 記  南   友 美 
 
 

以上のとおり報告する。 
 
                    令和８年６月２４日 
 
                     大空町議会議長  後 藤   忍 



 



諸 般 の 報 告 

≪令和８年５月２５日～６月２４日≫ 

 ５月２５日  第３回議員協議会 

第２回議会広報常任委員会 

   ２６日  町村議会議長・副議長研修会（東京都） 

   ２７日  美幌地方自衛隊協力会総会（美幌町） 

        一般財団法人めまんべつ産業開発公社法人役員懇談会 

２９日  女満別空港整備・利用促進協議会総会（網走市） 

オホーツク圏活性化期成会定期総会（網走市） 

オホーツク圏活性化期成会石北本線・釧網本線合同部会（網走市） 

 ６月 ３日  斜網地区廃棄物処理組合ブロック別議員協議会（網走市） 

    ５日  第３回議会広報常任委員会 

６日  女満別小学校運動会 

東藻琴小学校運動会 

    ７日  藻琴山山開き並びに安全祈願祭 

   ８日  オホーツク圏活性化期成会農林水産専門委員会（北見市） 

９日  北海道町村議会議長会定期総会、議長・事務局長研修会（札幌市） 

１２日  ノンキーランドふるさとまつり実行委員会 

     第４回議員協議会 

       第３回総務厚生・第３回産業建設文教合同常任委員会 

       第３回総務厚生常任委員会 

       第３回産業建設文教常任委員会 

     陸上自衛隊第５旅団長歓迎会（美幌町） 

 １６日 第４回議会広報常任委員会      

 １８日 第５回議員協議会 

     第３回議会運営委員会 

 ２０日 認定こども園ひがしもこと運動会 

   ２４日 令和８年第２回定例会  
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（開会 午前１０時００分） 

◎開会の宣告 

◇議  長 おはようございます。 

ただいまから令和８年第２回大空町議会定例会を開会します。 

 

◎開議の宣告 

◇議  長 これから本日の会議を開きます。 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は会議規則第１２７条の規定によって、議長において５番、

森賀祐司議員及び６番、鈴木秀之議員を指名します。 

 

◎日程第２ 議会運営委員会審査報告 

◇議  長 日程第２、議会運営委員会審査報告を行います。 

議会運営委員会審査の結果について委員長から報告の申出がありますので、

これを許します。 

議会運営委員会委員長、鈴木秀之議員。 

 

◇議会運営委員会委員長 おはようございます。 

議会運営委員会の審査結果を報告いたします。本定例会を開催するにあた

り、去る６月１８日に議会運営委員会を開き、本日開会の定例会の会期等につ

いて協議をいたしました。 

本定例会では、一般質問者が６人、町長から提出されております案件が３９

件であります。その内訳は同意２４件、物品の購入、工事請負契約の締結等の

議案が１１件、令和８年度補正予算４件であります。また、議会提出議案も６

件予定されております。 

したがいまして、一般質問及び提出議案の内容、件数から判断いたしまして、

本定例会の会期は本日６月２４日に開会をして、６月２５日までの２日間と

することが妥当であると全会一致で判断いたしましたので、その結果につい

て報告をいたします。 

以上、議会運営委員会の審査報告といたします。 

 

◇議  長 これで議会運営委員会審査報告は終わりました。 

 

     ◎日程第３ 会期の決定 

◇議  長 日程第３、会期の決定についてを議題とします。 

お諮りします。本定例会の会期は、先ほどの議会運営委員会審査報告のとお

り、本日から６月２５日までの２日間にしたいと思います。 

ご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 
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◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって、会期は本日から６月２５日までの２日間に決定しました。 

 

◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。事務局長に報告いたさせます。 

事務局長。 

 

◇事務局長 諸般の報告を申し上げます。ただいまの出席議員は１２名全員で

あります。 

本日の会議に説明のために出席する者の職、氏名は一覧表として配付して

いるとおりであります。なお、職務の都合により一部に異動がある場合があり

ますことをご了承願います。 

本日の議事日程は、配付しております日程表のとおりであります。 

前議会から本日までの議会の動向につきましては、お手元に配付している

とおりであります。 

議会事務局職員による議会広報用の写真撮影を申請し、許可を得ておりま

すので、ご了承願います。 

以上でございます。 

 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

 

◎日程第４ 行政報告 

◇議  長 日程第４、行政報告を行います。 

松川町長から行政報告の申出がありますので、これを許します。 

松川町長。 

 

◇町  長 おはようございます。 

令和８年第２回大空町議会定例会にあたりまして行政報告を行います。 

３月１３日、大空町総合教育会議を開催しました。いじめ不登校問題、小中

一貫教育、部活動の地域展開の３件を議題として意見交換したところであり

ます。 

１８日、大空町ことぶき大学卒業式、修了式を実施し、本年度は６名が卒業、

また１３名がそれぞれ本科を修了し進級することとなりました。 

４月３日、斜網地区廃棄物処理組合議会が開催され出席いたしました。一部

事務組合である斜網地区廃棄物処理組合が、本年２月２０日付けで設立認可

を受けて初めて開催された議会です。議長及び副議長を選出し、提出された議

員提出議案４件、組合管理者提出の報告１３件、議案１６件全て承認されまし

た。なお、本日以降に開催される議会は、管理者である水谷網走市長、副管理

者である平野美幌町長のみが出席することとなります。 

１４日から１６日にかけて、札幌市で開催された道内各種団体の総会に出

席いたしました。１４日は、北海道道路整備促進協会通常総会及び北海道治水

砂防海岸事業促進同盟通常総会並びに北海道防災協会通常総会に出席いたし

ました。いずれも令和７年度事業報告、決算、令和８年度事業計画、予算につ
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いて承認されたところです。 

翌日、北海道道路利用者会議定期総会に出席し、こちらも令和７年度事業報

告、決算、令和８年度事業計画、予算が承認されました。 

１６日は、私が会長を務めている北海道町村立高等学校自治体連絡協議会

総会を開催いたしました。令和７年度事業報告では、昨年１１月１９日から２

１日にかけて実施した高知県梼原町での視察研修について報告し、また令和

８年度事業計画について承認いただいたところです。あわせて各町村立高等

学校の状況について情報交換を行いました。 

引き続き、北海道酪農振興町村長会議総会に出席し、令和７年度事業報告、

決算、令和８年度事業計画、予算について承認されました。 

終了後、北海道町村会定期総会が開催され出席いたしました。令和８年度の

政務活動方針の報告、総会決議の採択を行い、会務報告はいずれも承認されま

した。総会終了後、リージョナルフィッシュ株式会社、代表取締役社長、梅川

忠典氏による記念講演、水産物の品種改良と地域の産業振興が行われたとこ

ろです。 

２４日は、大空町ことぶき大学入学式、進級式を実施いたしました。本年度

は７名に入学いただきました。 

３０日、遠軽町にてオホーツク町村会行財政特別委員会が開催され出席い

たしました。令和９年度採用オホーツク管内町村職員採用資格試験の日程や

令和８年度町村職員の各種研修事業について協議し決定したところです。 

５月３日、ひがしもこと芝桜まつりオープニングセレモニーを実施いたし

ました。今年は天候に恵まれ、セレモニー当日に開花宣言ができたところです。

また、イベント開催日の週末も比較的天候に恵まれ、６月１日までの約１か月

間で総入園者数は６万４，９３６人となり、令和７年より９，３５０人の増と

なったところです。 

７日、大空町交通安全防犯推進委員会総会を開催し、令和７年度決算、令和

８年度事業計画、予算についてご承認いただきました。 

１２日は、東京都において全国道路利用者会議定時総会に出席し、令和７年

度事業報告、決算、令和８年度事業計画、予算並びに決議案の採択が行われた

ところです。 

翌日、道路整備促進期成同盟会全国協議会通常総会及び命と暮らしを守る

道づくり全国大会に参加しました。大会終了後、参加しておりました道内市町

村長とともに、北海道選出の国会議員に対し道路整備に係る要望書を手交し、

要請活動を行ってまいりました。 

１４日は、オホーツク町村会臨時総会が網走市で開催され、各団体役員等の

推薦、令和７年度事業報告、令和９年度職員採用試験、本年度実施の副町村長

研修について取り決め、終了後、北海道国民健康保険団体連合会オホーツク地

方支部定期総会が開催され、令和７年度事業報告、決算、令和８年の事業計画、

予算について承認されたところです。 

１８日は札幌に出張し、北海道内７空港の一体的運営に関する協議会に出

席いたしました。令和７年度北海道エアポートの運営状況並びに令和８年度

事業計画の説明を受けました。 

翌日、大空町国民健康保険運営協議会を開催しました。令和８年の税率の改
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正について諮問し、協議を経てご答申をいただいたところです。なお、国民健

康保険税条例の一部改正につきましては、本定例会に提案させていただいて

いるところであります。 

２ページをお開き願います。２０日は、大空町農業再生協議会総会を開催し、

令和７年度事業報告、収支決算報告、令和８年度事業計画及び収支予算につい

てお認めいただき、あわせて役員構成の変更を行ったところです。 

同日、大空町交通安全社会を明るくする運動実行委員会を開催いたしまし

た。本年度の第５４回交通安全大会、第７６回社会を明るくする運動大会は、

７月７日火曜日に実施することを決定いたしました。 

２８日は、大空町農業担い手育成センター総会を開催いたしました。令和７

年度事業経過報告、決算、令和８年度事業計画、予算について承認いただいた

ところです。 

翌日、網走市において女満別空港整備、利用促進協議会総会を開催しました。

令和７年事業報告、決算、令和８年度事業計画、予算について承認いただき、

また、北海道エアポートから２０２６年度事業運営についてご報告いただい

ところであります。 

終了後に開催された斜網地区廃棄物処理広域化推進協議会市長町長会議に

出席いたしました。令和７年度事業経過報告、決算を承認し、あわせて斜網地

区廃棄物処理組合が設立されたことから同協議会規約を廃止したところであ

ります。 

引き続き、オホーツク圏活性化期成会定期総会に出席いたしました。令和７

年度事業報告、決算認定、令和８年度事業計画、予算、役員の補選などについ

て決定したところです。 

終了後、オホーツク圏活性化期成会石北本線、釧網本線合同部会が開催され

ましたが、ＪＲ北海道の出席はなく、北海道から情報提供がされたところです。 

６月４日、東京に出張し、全国高速道路建設協議会総会及び要請活動に参加

いたしました。総会後の要請活動は都道府県ごとに実施し、北海道は５班体制

で道内関係衆参国会議員、国土交通省等への要請活動を実施いたしました。 

６日は網走市において、網走明日を拓く道の会が主催する網走の明日を拓

くみちづくりフォーラムに出席いたしました。当該フォーラムは、北海道横断

自動車道網走線、網走呼人から網走間がいまだ事業化されていないことから、

その機運を高めるために開催されたもので、基調講演では株式会社デンソー

の自動運転の研究開発を行っている執行幹部から将来の自動運転の可能性に

ついて話を伺い、終了後、パネルディスカッションが開催されたところであり

ます。 

８日、北見市においてオホーツク圏活性化期成会建設経済専門委員会が開

催され出席いたしました。令和８年度中央要望における要望内容を確認し、建

設経済部門の重点要望事項を高規格道路等の整備促進、地方空港の運行路線

の維持拡充、鉄路の存続維持の３点とすることを決定したところです。 

１０日は、国営畑地かんがい事業斜網地域維持管理協議会が小清水町で開

催され出席いたしました。令和７年度決算、令和８年度事業計画、予算を承認

し、緑ダムの小水力発電事業では、令和７年度１億１，２５８万円程度の売電

収入が見込まれることが報告されました。 
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翌日、三町農業推進協議会総会が美幌町で開催され出席いたしました。令和

７年度事業報告、決算、令和８年度事業計画、予算について決定し、網走農業

改良普及センター美幌支所からは、美幌町、津別町、大空町の３町での普及計

画についてご説明をいただきました。 

１０日、ふるさとまつり実行委員会を開催し、本年８月３０日に開催する第

４４回ノンキーランドふるさとまつりの事業計画及び収支予算を決定したと

ころです。今年度のロール転がしから、男性のロールの重量４００キログラム

から５００キログラムに変更することとあわせ、ステージイベントではシー

クレットゲストとして、大物演歌歌手による歌謡ステージを予定していると

ころであります。 

同日、Ｂ＆Ｇ財団の菅原理事長が来町され、防災拠点の設置および災害時相

互支援体制構築事業の実施に係る協定書調印式を議事堂文化ホールにて執り

行いました。防災倉庫、油圧ショベル、スライドダンプ等々の災害対策用資機

材を配備いただくとともに、令和７年度から９年度までの３か年の研修費等

の支援をいただいたところであります。 

翌日、前日に引き続きＢ＆Ｇ財団菅原理事長にご出席いただき、女満別Ｂ＆

Ｇ海洋センターにてリニューアル式典を執り行いました。昨年度、Ｂ＆Ｇ財団

からの助成金２，６５０万円を活用し、プール本体、プールサイド、ライトの

ＬＥＤ化などの改修工事を実施したところであります。式典終了後、小学生に

よる水上運動会が開催され、式典に花を添えていただきました。 

以上、行政報告とさせていただきます。 

 

◇議  長 これで行政報告は終わりました。 

 

     ◎日程第５ 令和８年第２回大空町議会定例会にあたって（町政執 

行方針） 

◇議  長 日程第５、令和８年第２回大空町議会定例会にあたって（町政執

行方針）の説明を行います。 

松川町長から町政執行方針について説明の申出がありますので、これを許

します。 

松川町長。 

 

◇町  長 令和８年第２回大空町議会定例会にあたり、町議会議員並びに町

民皆様に私の所信と町政に対する基本的な考え方、補正予算を含む令和８年

度予算及び事業の概要についてご説明申し上げ、町議会議員並びに町民皆様

のご理解とご協力を賜りたいと存じます。 

私は、本年４月に執行されました大空町長選挙におきまして、本年４月から

スタートした第３次大空町総合計画に基づく大空町の目指す将来像、安心と

希望を未来につなぐまち大空町。の実現を目指し果敢に挑戦し続けることを

訴えてまいりました。 

結果、無投票当選という身の引き締まるご審判をいただいたところであり

ます。引き続き皆様と共にまちづくりに携わる機会を頂戴いたしましたこと

に心から感謝申し上げます。 
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改めて、責任の重さをしっかりと真摯に受け止め、町民皆様が笑顔溢れ、い

つまでも住んでいたいと思っていただける、持続可能なまちづくりに邁進い

たしますので、議員各位、町民皆様の一層のご理解とご鞭撻をお願い申し上げ

ます。 

さて、世界に目を向けますと令和４年２月２４日に始まったロシアとウク

ライナとの戦争状態は、４年を経た今なお収束していません。民族や宗教の違

いによる地域間紛争も絶えることはなく、大国による覇権主義的な対外姿勢

が様々な国家間の緊張と軋轢を生じさせています。 

そして、令和８年２月２８日、アメリカ合衆国とイスラエルによるイランへ

の軍事攻撃が開始され、原油輸送の要衝であるホルムズ海峡は、事実上の封鎖

となりました。 

我が国は、原油のほぼ１００％を海外からの輸入に依存しており、そのうち

の約８割は中東からの輸入です。 

原油はガソリンや軽油等の燃料だけではなく、原油から精製されるナフサ

は食品包装材や印刷用インク等々多岐にわたり私たちの身の回りの製品の原

料として広く使用されており、原油の輸入が滞ることは、我が国の経済活動を

停滞させ、国民の生活に混乱を生じさせることとなります。一刻も早い原油輸

入の正常化を図る必要があります。 

国内では昨年１０月、日本列島を、強く豊かに、を公約として掲げた女性初

の内閣総理大臣が誕生した一方で、人口減少と少子高齢化が進行し、様々な分

野において働き手の確保が厳しい状況となっています。 

５月２９日に発表された２０２５年国勢調査速報値では、日本の総人口は

１億２，３０５万人で、前回調査から３０９万７，０００人の減少となりまし

た。北海道は総人口４９８万５，４１９人で前回調査から２３万９，１９５人

減少しています。 

大空町の人口も６，１８３人と前回調査から５９２人減少、８．７％の減少

率となっています。 

人口減少を防ぐ有効な手立てはありませんが、これまで以上に大空町が持

つ魅力を発信し、移住者の取り込み、関係人口の創出など、人口減少のスピー

ドを緩やかにする取り組みを進めてまいります。 

大空町の財政は、物価上昇、人件費の増加が重くのしかかり、さらには社会

保障費や建築後３０年以上経過した公共施設等の整備に対する費用の増加に

より、これまでと同様の町政運営を継続した場合、今後、極めて厳しい状況に

直面します。 

町民皆様が、いつまでもこのふるさと大空町で安心して暮らし続けられる

ために、さらには大空町が今後も末永く持続していくためには、人口減少を真

正面から受け止め、行政サービスを適用させる仕組みづくりに知恵を絞って

いく必要があります。皆様のご理解とご協力を賜りたいと存じます。 

次に、訴えてまいりました３つの政策の柱とこれを支える強固な基盤づく

りに沿って考え方を申し述べます。 

私は、まちづくりは人づくりであると考えており、的確な情報を提供するこ

とで積極的な町民参加を促し、町民皆様がまちへの関心と愛着を感じていた

だけるまちづくりを目指します。 
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少子化の中にあっても、大空町で育つ子どもたちが自分自身だけではなく

他者に対して力になってあげられることができる人となれるよう、また自分

自身のエンジンで広い大空を自由に滑空できる人となれるよう、認定こども

園から高校までの一貫した教育により応援いたします。 

地球温暖化による１次産業への不安、物価高騰による消費の減退、人手不足、

多様化する観光需要などの多くの課題があります。足腰の強い産業を創出い

たします。 

地域包括支援システムの要である医療と福祉は、大空町で暮らし続けてい

くために必要不可欠であります。また、子どもを産み、育てていくためには子

育てと仕事を両立させることができるよう支援が必要です。思いやりある福

祉施策を推進します。 

そしてこれらを支えるため、道路、上下水道、公共交通の維持、地域内交通

体系の整備、老朽化した公共施設の整備など、持続可能なまちづくりを進めて

まいります。 

次に、予算についてであります。令和８年度当初予算は骨格予算として編成

させていただきました。そのため今回につきましては、補正予算に関連するも

ののほか、主要な令和８年度事業につきましても併せて概要を申し述べたい

と存じます。 

総務関係についてであります。 

住民サービスに必要な情報を扱う総合行政情報システムのほか、組織内情

報共有システム及びインターネット閲覧用システム等の適切な管理、運用に

努めます。また、財務会計、人事給与、庶務事務等の内部情報システム及びセ

キュリティサービスを更新し、業務の効率化と情報セキュリティの強化を図

ってまいります。 

災害対策につきましては、近年における災害環境の変化などの実態を踏ま

え、地域防災計画の見直しを行います。 

消防につきましては、年々増加傾向にある救急出動に的確かつ迅速に対応

するため、救急救命士及び指導救命士の養成を計画的に進め、現場処理能力の

更なる向上を図ってまいります。 

また、老朽化が進んでいる女満別消防団及び東藻琴消防団の車両を更新し

て有事の際に機動力を高め、町民皆様の安全で安心な暮らしをより強固に守

ってまいります。 

デジタル社会への移行が急速に進む中、地域情報アプリ、そらっきーナビは、

オンライン手続きなどの新たな機能を実装し、リニューアルいたしました。 

本年は、Ｗｅｂアプリの普及啓発に努めるとともに、普段使いできるＷｅｂ

アプリとして町民皆様にご利用いただけるよう更なる利便性の向上を目指し

てまいります。 

また、デジタル技術を活用した行政サービスや行政事務の効率化を図るた

め、組織内横断的に、かつ、外部専門人材を活用した自治体ＤＸを引き続き推

進してまいります。 

町民皆様のご理解とご協力により策定した第３次総合計画がスタートしま

した。まちの将来像、安心と希望を未来につなぐまち大空町。の理念に沿って、

着実にまちづくりを推進してまいります。 
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一方で、人口減少社会にあって、町民ニーズの変化に柔軟に対応しつつ、安

定的かつ持続的な行政サービスを確保するためには、事業の進捗管理や定期

的な見直しが欠かせません。各事業の評価を適切に実施する体制を確立する

とともに、第５次行政改革大綱及び推進計画の策定に向けて、将来を見据えた

行財政運営の在り方を総合的に検討してまいります。 

近年、企業誘致の在り方が変化しています。様々な企業の支援に対応できる

よう現在の企業振興促進補助金の助成基準等の見直しを行います。また、官民

連携手法の導入や大空町の立地特性を生かした誘致、外国人労働者が暮らし

やすい地域づくりなど時代の変化に柔軟に対応してまいります。 

人口減少、超高齢社会において、地域の交通を確保することの重要性が増し

ています。地域生活を支える公共交通を維持するため、路線バス事業者への支

援を行うほか、鉄道利用者への運賃助成など利用促進を図ります。 

地域公共交通の現状や町民ニーズ等を把握し、地域に適した公共交通の維

持、強化を地域全体で考える場として地域公共交通会議を設置しました。国や

北海道、交通事業者、識見を有する方、町民等を委員とする会議において、地

域課題の掘り起こしと解決に取り組んでまいります。 

ゼロカーボン推進事業は、令和６年３月のゼロカーボンシティ大空町宣言

に始まり、地球温暖化対策実行計画区域施策編の策定、再生可能エネルギー発

電施設の設置に関する条例の制定、そして、再生可能エネルギーゾーニングマ

ップを作成しました。 

再生可能エネルギーの導入促進にあたっては、地域との調和及び共生を前

提とし、町民の安全、安心な生活環境の確保に十分配慮することを基本姿勢と

します。その上で、持続可能な地域社会の形成と地球温暖化対策推進の両立を

図る観点から、必要な施策について検討を進めてまいります。 

移住、定住対策につきましては、移住、定住推進員による親身な相談対応や

助成金等による支援を総合的に実施し、直近５年間で１６８人の移住が実現

しました。 

人口減少と少子高齢化が進む中、更なる移住、定住人口の拡大を図るため、

空き公営住宅や教職員住宅等を活用した新たなお試し暮らし用住宅を整備し

ます。国の交付金などを活用し、生活に必要な設備などを整備してまいります。 

また、子育て世代をはじめ幅広い層の移住を促進するため、多様な働き方を

支援するマッチング事業や地域おこし協力隊制度を活用した事業承継の取組

を継続してまいります。 

町の価値や魅力を言語化する地域ブランディング事業に取り組み、見てい

たい空がある、ひとがいる。北海道大空町。という新しいキャッチコピーとロ

ゴマークが誕生しました。大空町ブランドの確立と認知度の向上を図るとと

もに、行ってみたい、住んでみたいと思う人を増やすため、インナープロモー

ション、アウタープロモーション、いずれも一体的に進めてまいります。 

人口減少と少子高齢化の進行に対応し、持続可能な地域社会を構築するた

めには、公共施設の再編や機能の集約を検討する必要があります。女満別研修

会館の建て替えに伴い新設する多世代交流複合施設は、分散する行政機能や

地域機能を集約した地域中核拠点施設としての整備を目指してまいります。

まずは、具体化に向けた基本計画を策定するとともに、女満別研修会館解体の
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ための実施設計を進めてまいります。 

元気づくり応援事業は、長い間町民皆様の自主的で主体的な活動を支援し

てきましたが、制度を運用する中で様々な課題が表面化したため、全面的に見

直すこととしました。 

町民の皆様が主体的に取り組む身近な地域活動を応援し、大空町の活力へ

と育てる契機として補助対象や補助率、限度額、採択方法等の仕組みを改めた、

まちの芽プロジェクト補助金を新たにスタートさせます。今後は制度や事業

の周知に丁寧に対応してまいります。 

財政につきましては、多様化する行政需要への対応や先行きの見えない物

価高騰の影響など財政状況の厳しさが増してきています。地方債の発行を抑

制して将来負担の軽減を図るとともに、長期的な視点に立った事業や公共施

設の在り方の見直し、一層の財源確保など社会情勢の変化に柔軟に対応しな

がら健全な運営に努めてまいります。 

町民皆様と行政が互いに理解と信頼を深め、協働によるまちづくりを推進

するため、引き続き行政情報の発信や広聴活動を積極的に行ってまいります。 

情報発信につきましては、新しいそらっきーナビを積極的に活用するほか、

広報紙とＳＮＳそれぞれの良さを生かし、町民皆様がより早く、より広く、そ

して確実に必要な情報を得られるよう発信してまいります。 

姉妹都市の東京都稲城市及び友好町の熊本県氷川町との交流事業につきま

しては、産業、教育、スポーツ、文化などの分野における交流によって築いて

きた友好関係がさらに深まり進展するよう取り組んでまいります。 

ふるさと応援寄附金につきましては、大空町が持つ資源を生かした魅力的

な返礼品の拡充や提供事業所の拡大を推進します。また、より多くの方の目に

留まり、そして選んでもらえるような情報発信を積極的に行い、地域の産業振

興や知名度の向上を図ります。いただいた寄附は、魅力的なまちづくりやまち

の課題解決に活用してまいります。 

網走刑務所住吉作業所利活用事業につきましては、国や関係機関と連携し

た上で、関係人口の拡大や新たな地場産品の開発に取り組み、地域の活性化を

図るとともに再犯防止に資するような仕組みの構築を目指してまいります。 

住民関係についてであります。 

自治会は、人と人とのつながりが薄れがちな現代において、町民皆様が安心

して暮らすために欠かせない組織です。自治会の運営や活動支援のための交

付金制度、また、各自治会への地域担当職員の配置を継続し、地域コミュニテ

ィ活動を支援してまいります。 

町民会館、公民館は、コミュニティ活動の拠点として活用されています。施

設の適切な維持、補修に努めるとともに、改修、整備につきましては、引き続

き地域と協議を進めてまいります。 

本年は、大東公民館建設工事及び既存施設解体工事を行います。 

花いっぱい運動は、町民皆様と共に道道女満別空港線や公共施設周辺を花

で彩り、生活に憩いと安らぎをもたらします。近年、作業に参加していただく

方々が不足し、美しい景観の維持が難しくなってきています。昨年から運用を

開始した町民ボランティアの仕組みを定着させるとともに、参加者の増加を

目指してまいります。 
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交通安全、防犯の推進につきましては、児童、生徒や通行者を交通事故や犯

罪から守るため、関係機関や団体などと連携した取組を進めるとともに、不審

者警戒巡視や自主防犯パトロール、街頭啓発を実施し、安全で安心なまちづく

りに努めてまいります。また、不幸にも犯罪や事件に巻き込まれた被害者やそ

のご家族には、心身の傷や経済的負担などから立ち直れるよう総合的に支援

してまいります。 

空き家対策につきましては、平成２６年度から解体撤去工事に要する費用

の助成を開始し、これまで１３１件の解体撤去が行われました。本年は、令和

７年度に見直した空家等対策計画、また、近年の課題等を踏まえて改めて制定

した空き家等解体撤去補助金などにより空き家の利活用や除却などの対策を

総合的に進めてまいります。 

エキノコックス症対策として平成２８年度からキツネへの虫卵の寄生を防

ぐ駆虫剤の散布を実施し、その効果は過去の結果から実証されています。今後

も対策を継続し、自然との共生に配慮した安全で安心なまちづくりを目指し

てまいります。 

廃棄物処理の広域化につきましては、中間処理施設の建設地が美幌町に決

定しました。さらに、斜網地区廃棄物処理組合が設立され、今年度は、施設建

設に向けた各種調査を実施してまいります。 

その他廃棄物の処理についても広域処理の可能性を探りながら、様々な形

態について検討してまいります。 

町の住宅政策を推進するために策定している住生活基本計画及び町営住宅

の活用方針等を定めた町営住宅長寿命化計画が中間見直しの年を迎えます。

社会経済の状況や地域特性等を踏まえ、他の関連分野との調整を図りつつ必

要な見直しを行います。また、長期間入居のない公営住宅を移住、定住促進の

ためのお試し暮らし用住宅として有効に活用してまいります。 

町税などの徴収、収納事務につきましては、債権管理条例に基づく各種債権

の適正管理に努めるとともに、関係課の連携による納付相談や共同徴収、コン

ビニエンスストアやオンラインでの納付の推進などより一層の収納率向上を

目指してまいります。本年は、税管理システムを更新し、納税者の利便性向上

や業務の効率化を図ってまいります。 

福祉、保健関係についてであります。 

地域福祉の課題が複雑、重層化する中、福祉制度だけで支えることが困難な

時代を迎えています。町民皆様がすこやかでおだやかな生活を送ることがで

きるよう関係機関、団体などとの連携を深め、各施策に取り組んでまいります。 

高齢者等の移動支援のために交付している福祉タクシー券及び外出支援タ

クシー券は、制度の運用方法見直しにより利用が大きく伸びています。超高齢

社会の中で制度の持続性を確保するため、関係課横断的に移動支援の在り方

を検討してまいります。 

深刻な少子化が進む現代において、こどもたちは地域の未来そのものです。

こどもが健やかに育つことができるよう子育てに関する相談支援体制の充実

を図ってまいります。 

すべての子育て家庭に対する支援のため、こども誰でも通園制度を実施し、

こどもの良質な育成環境を整備します。また、こどもに対する虐待の未然防止
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や早期発見を適切に行うため、こども家庭センターの設置に向けた準備を行

います。 

こどもの疾病の早期診断と早期治療を促す子ども医療費助成、ひとり親家

庭等医療費助成のほか、児童の健やかな成長を支援する児童手当の支給を行

い、引き続き子育て世帯の経済的な負担軽減を図ってまいります。 

障がい福祉につきましては、障がいのある方の就労や生活支援等のサービ

スを相談支援プランに基づいて提供してまいります。また、社会福祉協議会が

実施する就労支援や放課後等デイサービスなどの運営に対して引き続き支援

してまいります。 

高齢者が安心して暮らしていける地域づくりのため、配食サービス事業を

継続します。令和７年度に実施した実証試験の結果を踏まえ、サービスの一部

を見直した上で食生活の改善や安否確認の充実を図ってまいります。また、現

代社会においては、高齢者の熱中症対策が重要性を増しているため、令和６年

度から開始したエアコン等の設置費用助成を継続してまいります。 

介護サービスの中核的な施設である特別養護老人ホーム女満別ドリーム苑

及び東藻琴福寿苑の施設整備事業に対する支援を行い、施設の機能充実を図

ってまいります。 

近年、地域医療をめぐる情勢は、人口減少、医療従事者不足、価格高騰など

により厳しさを増しています。 

基幹病院である女満別中央病院が行う医療用画像管理システムの整備及び

小荷物専用昇降機の改修に対する支援を行うとともに、在宅ケア拠点の役割

を担う東藻琴診療所の錠剤散薬分包機を更新し、町民皆様の暮らしを支える

医療を維持してまいります。 

また、網走厚生病院の脳神経外科と周産期医療の診療科を確保するため、近

隣自治体と連携した支援を継続してまいります。 

母子保健につきましては、妊産婦相談、産後ケア、乳幼児健診を行い、安心

して妊娠、出産、育児を行える環境づくりを進めます。 

また、こどもに合わせた適切な支援のため、本年から５歳児を対象とした生

活習慣、育児に関する相談を行い、健康の保持増進を図ってまいります。 

帯状疱疹の罹患率増加に伴い、国は、令和７年度から予防接種を定期接種化

しました。帯状疱疹は、加齢がリスクとなり５０歳代から発症率が上昇します

が、定期接種の対象年齢が限られていることから、対象年齢を拡大して費用を

助成してまいります。 

運動習慣は、健康の保持に欠かせない要素の一つであります。適切な理解と

継続的な取組を促すために健康づくり講座を開催します。また、血圧測定を習

慣化することは、健康への関心を高め、生活習慣を改善するきっかけとして非

常に有効であることから、血圧計購入費用の助成を継続してまいります。 

国民健康保険事業につきましては、特定健康診査及び特定保健指導の推進

により、生活習慣の改善や疾病の早期発見、早期治療を促進し、被保険者の健

康の保持増進とあわせて、医療費の抑制につなげてまいります。また、健全な

会計運営のため、国民健康保険税の適正な課税と収納率向上に努めてまいり

ます。 

介護保険事業につきましては、第１０期高齢者保健福祉計画、介護保険事業
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計画を策定します。 

高齢者が可能な限り住み慣れた地域で自分らしい生活を続けることができ

るよう介護サービスの提供体制を維持し、かつ、医療と介護が連携して総合的

に高齢者を支える地域を目指してまいります。 

産業の振興についてであります。 

地域経済の維持、活性化を支え、まちづくりを担う農林水産業は、安全、安

心で良質な食料の供給と持続可能な生産基盤の強化を図ってまいります。 

農業従事者の高齢化や担い手の不足、生産資材の高騰、水田政策の見直しな

ど農業経営を取り巻く環境は変化しています。 

国の動向を注視するとともに、先端技術導入による効率的な生産、環境負荷

の低減、後継者の確保、育成などについて、ＪＡをはじめ、関係機関と緊密に

連携して取り組んでまいります。 

農作物の生産に深刻な影響を及ぼす病害虫対策につきましては、侵入、拡散

を防止するため、ジャガイモシストセンチュウ類の土壌分析、低減効果の高い

対抗植物であるトマト野生種の導入に対する助成を行います。 

また、化学肥料や農薬の適正使用、有機農業などの取組を実践する営農活動

を支援し、環境保全型の農業を推進してまいります。 

地域の農業従事者の高齢化や担い手不足が深刻化する中、地域資源の維持

管理体制の強化は急務であります。このため、豊かな農村環境と農業の多面的

機能を次世代へ引き継ぐことを目的として中山間地域等直接支払事業や農業

農村多面的機能支払交付金事業を継続し、農村の構造変化に柔軟に対応しつ

つ、活力ある農業、農村の振興を推進してまいります。 

農業委員会につきましては、農業者の公的代表機関として農地法に基づく

農地の権利移動や転用などの許可をはじめとする農地行政の適正な執行に取

り組んでいただいております。 

本年７月をもって、現在の農業委員の任期が満了することから、新たな委員

の選任とともに、新体制がスタートすることとなります。今後も、農業委員会

による農地最適化の推進や優良農地の確保など円滑な農地行政を行えるよう

支援してまいります。 

現在進められている国営かんがい排水事業網走川中央地区及び網走川豊住

地区につきましては、引き続き国や関係機関と密接に連携し、円滑な事業推進

を図ってまいります。本事業により、用水の安定供給と大雨洪水時等の排水能

力強化が実現し、生産性の飛躍的な向上が期待されます。この成果を最大限に

生かし、本町農業の更なる発展に取り組んでまいります。 

道営農業農村整備事業につきましては、関係機関と連携し、農業の生産性向

上、食料の安定供給、そして持続可能な農村環境の創出を目的に計画的に推進

しています。近年は、局地的な集中豪雨や極端な渇水など気象現象の両極化が

進み、農業用排水路や畑地かんがい施設の重要性が増しています。本町の基幹

産業である農業のさらなる競争力強化と次世代を担う若手農業者の定着につ

なげるため、計画的に農業基盤整備を進めてまいります。 

本年は、計画地区として東藻琴南地区水利施設等保全高度化事業の実施に

向けて取り組んでまいります。 

団体営事業につきましては、農業水路等長寿命化、防災減災事業により、女
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満別朝日地区パークゴルフ場の流末排水路整備工事を実施します。また、基幹

的な農業インフラの老朽化が進んでいることから、女満別南部地区の畑地か

んがい施設更新、古梅ダム係船設備の更新等に着手し、安定した用水の供給及

び排水機能の保全を図ってまいります。 

酪農、畜産につきましては、飼料価格の高騰など生産コストが高止まりし、

経営は厳しさを増しています。 

良質で安定的な生乳生産を維持するため、乳牛検定組合や酪農ヘルパー利

用組合への助成を行い、労働負担の軽減と生産活動を支援してまいります。 

牛ヨーネ病や鳥インフルエンザなど家畜伝染病対策につきましては、家畜

伝染病防疫対策協議会を中心に関係機関と連携し、感染の予防、まん延防止に

向けた啓発や速やかな対応などに努めてまいります。 

女満別農業構造改善センターの改修につきましては、工期の最終年として

工事を継続して実施します。施設の保全と機能を充実し、利便性とサービスの

向上を図ってまいります。 

ひがしもこと乳酪館につきましては、チーズ熟成庫に設置している空調機

器の更新を計画的に行い、安定的に良質なチーズを製造する環境を整えてま

いります。 

林業につきましては、森林整備計画に基づいた適正な管理と計画的な森林

整備を推進するため、豊かな森づくり推進事業や緑豊かな森づくり事業によ

り森林経営者を支援してまいります。 

また、木材の運搬や森林の育成、管理を効率的に行うため、東藻琴清浦地区

町有林内の路網整備を進めます。作業効率や安全性を高めることで、町有林の

伐採をはじめとした森林整備の促進を図ってまいります。 

有害鳥獣駆除につきましては、鳥獣被害防止計画に基づき、鳥獣被害対策実

施隊を中心に猟友会及び関係機関と連携し進めてまいります。 

高齢化が進む駆除従事者の確保や恒常的な農業被害の発生が喫緊の課題と

なっています。新規で有害鳥獣駆除に従事するハンターへの狩猟免許の取得

助成やエゾシカの捕獲、処理に要する費用支援などを通じて捕獲活動体制の

維持、確保を図ってまいります。 

近年、全国的にクマの出没や目撃が増加しています。ヒグマに人への警戒心

を植え付け、出没を未然に防ぐこと、また、熟練ハンターから若手ハンターに

技術を継承することなどを目的とした春期管理捕獲の実施を支援します。さ

らに、森林内で熱源を感知する赤外線カメラ搭載ドローンの積極的な活用を

推進するなど様々な方法を駆使してヒグマを寄せつけない対策を講じてまい

ります。 

水産振興につきましては、網走湖の貴重な水産資源確保のため、西網走漁業

協同組合による有用資源の変動や安定化、水質環境の調査などを引き続き支

援してまいります。 

商工関係についてであります。 

エネルギー価格や物価の高騰により、依然として町民皆様の生活や地域経

済は大きな影響を受けています。 

プレミアム商品券の発行や歌謡ショーの開催を支援するなど商工会や関係

機関などと連携し、町内消費の拡大と経済の好循環を図ってまいります。 
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住宅の維持向上を図り、町内に住み続けていただく環境を確保するため、住

宅リフォームに要する費用の一部を助成します。 

また、起業、創業を後押しする補助事業を引き続き行うとともに、店舗の改

修や設備投資など事業の維持、継続に必要となる費用を支援し、商工業の振興

と地域の活性化を図ってまいります。 

観光関係についてであります。 

近年の旅行形態は、個人や小グループによる旅行の割合が増え、趣味やアク

ティビティを体現する需要が高まるなどニーズが多様化しています。 

屈斜路カルデラトレイルのルート整備やツアー造成、プロモーション活動

を行うほか、サイクリング事業などアウトドア施策を展開し、魅力ある資源を

活かした観光需要の拡大と誘客の促進について、周辺地域との広域連携によ

り実施してまいります。 

また、観光施策を進める上での指針となる観光振興計画の策定に取り組ん

でまいります。 

春の観光を代表する東藻琴芝桜公園につきましては、令和４年度から満開

宣言ができない状態が続いています。識見を有する方や町民皆様のご協力を

いただきながら芝桜の生育環境の改善や補植用苗の確保に努めてまいります。 

本年は、大規模改修に向けた実施設計を行います。まずは、老朽化に伴う園

内の安全対策や安全な回遊動線の確保を優先して整備してまいります。 

また、芝桜公園の集客や収益の確保に向けた今後の方向性や在り方につい

て、検討を進めてまいります。 

ひがしもこと芝桜まつり、めまんべつ観光夏まつり、ノンキーランドふるさ

とまつりなど各種イベントの開催を引き続き支援するとともに、町民皆様の

交流と町の魅力発信に努めてまいります。 

女満別空港につきましては、令和７年度の利用者数が約８４万５，０００人、

前年度比で約４万１，０００人の増となり、コロナ禍前の水準を上回る結果と

なりました。更なる利用の増大に向けて、既存路線の安定運航や新規路線の就

航、運航機材の大型化、利用促進事業などについて、近隣の自治体や関係団体

と連携して取り組んでまいります。 

また、ピーチアビエーションの運行期間拡大に向けた要請活動を地域一体

となって進めるとともに、路線利用に係る町民への助成を行います。さらに、

大空高校生を対象としたふるさと教育チャーター事業につきましても継続し

て実施してまいります。 

建設関係についてであります。 

橋梁補修事業につきましては、２１橋の橋梁点検と女満別住吉地区、新生橋、

東藻琴末広地区、三線橋の補修工事を実施し、橋梁の長寿命化を図ってまいり

ます。 

道路、橋りょう、河川の維持管理及び除排雪につきましては、道路利用者の

安全確保を優先に維持管理に努めてまいります。 

除雪機械につきましては、除雪ドーザの更新を行い、除排雪体制の維持を図

ってまいります。 

町営住宅解体事業につきましては、公園団地の６棟２４戸の解体を実施い

たします。 
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簡易水道事業につきましては、老朽化した管路の更新のほか、女満別本町地

区の遠方監視装置の更新を行います。 

また、網走市との広域連携による原水供給の早期供用開始を目指し、管路設

計を進めてまいります。 

下水道事業につきましては、施設の適切な維持管理を行うとともに、経年劣

化しているポンプ場及びマンホールポンプ所の電気、機械設備の更新を行い、

機能維持を図ってまいります。また、腐食により損傷を受けているマンホール

の腐食対策工事を行います。 

合併処理浄化槽につきましては、単独浄化槽からの転換費用や設置費に対

する助成を行い、下水道区域外の良好な生活環境の確保と公共用水域の各環

境保全を図ってまいります。 

簡易水道事業、下水道事業、個別排水処理事業は、地方公営企業として健全

な経営を目指すため、給排水経営審議会のご意見をいただき、使用料見直しな

どの検討を進め、持続可能な事業運営を行ってまいります。 

学校教育関係についてであります。 

令和７年度から女満別地区、東藻琴地区それぞれ小中一貫教育がスタート

しました。 

学習指導につきましては、引き続き指導主事を配置し、教職員に対する指導

強化を図り、授業改善につなげてまいります。 

ＩＣＴ教育の環境整備として令和２年度に購入しました児童生徒１人１台

端末機器を更新し、ＩＣＴ機器の更なる効果的な活用を推進してまいります。 

近年、増加傾向にある特別支援学級の児童生徒に対して、特別支援教育支援

員や補助教諭を配置するとともに、特別支援教育支援員を増員し、支援を必要

とする児童生徒への指導充実に努めてまいります。 

スクールバスにつきましては、遠距離通学の児童、生徒が安心して登下校で

きるよう昨年度に引き続き車両１台を更新し、通学環境の充実を図ります。 

高等教育を受ける方への支援につきましては、引き続き無利子の奨学金貸

付けや利子助成を行い、高等教育を受ける機会の確保を図ります。 

大空高校につきましては、町立の全日制総合学科として開校し、６年目を迎

え、国内外の大学等へ進学される生徒が見られます。生徒の多様な進路に対応

できる特色のある学校運営に努めるとともに、総合型選抜で大学を目指す生

徒への指導体制を整えてまいります。引き続き国の地方創生交付金を活用し、

全国各地から多様な生徒を受入れながら地域と連携した学校づくりを進めて

まいります。 

学校給食は、児童生徒の心身の健やかな成長を支えるため、栄養バランスの

とれた給食の提供に努めるとともに、毎月１回、町内で生産、収穫された食材

や加工品を使用したふるさと給食を提供し、地産地消や食育に対する教育の

充実を図ります。 

また、子育て世代の経済的負担を軽減するため、学校給食費の無償化を継続

してまいります。 

社会教育関係についてであります。 

５か年の第２次社会教育中期計画が、中間年を迎えるため、改めて基本目標

を基軸に町民皆様が地域への関心を高め、自主的に学ぶ機会の創出に努めて
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まいります。 

芸術、文化活動につきましては、文化団体協議会をはじめとする各団体の活

動を支援するとともに、大空町青少年育成協会と連携し、質の高い芸術、文化

鑑賞機会の提供に努めてまいります。 

女満別湿生植物群落につきましては、令和６年度に有識者で組織する検討

委員会から天然記念物の保全に関する提言を受けました。令和７年度に保全

対策に向けた関係機関との協議調整を終えたことから、排水管の設置する設

置測量設計及び設置工事を行います。 

本年３月末をもって廃止となりました大空高校女満別キャンパスにつきま

しては、新たな社会教育の拠点、大空町社会教育センターとして整備してまい

ります。 

オリンピアン事業につきましては、世界で活躍したアスリートの体験教室

や講演会を実施し、多くの皆様がスポーツの楽しさを通して運動や健康づく

りに関心を持っていただけるよう努めてまいります。 

事業の概要について申し上げましたが、その結果、令和８年度の予算は、各

会計の補正予算総額２億６，０２７万７，０００円を追加し、一般会計９９億

６，８３５万円。国民健康保険事業特別会計９億７，４０８万６，０００円。

後期高齢者医療特別会計１億９，３２６万９，０００円。介護保険事業勘定特

別会計７億４，００３万１，０００円。介護サービス事業勘定特別会計８０９

万２，０００円。簡易水道事業会計８億９２万３，０００円。下水道事業会計

４億７，４５７万３，０００円。個別排水処理事業会計４，６６０万９，００

０円。合計１３２億５９３万３，０００円と、いたしました。 

私の所信と町政に臨む基本的な考え方、事業の概要と各会計の予算につい

て述べさせていただきました。 

５月２８日、大空町の魅力を発信する新たなキャッチコピーとロゴマーク

が完成し、発表いたしました。見ていたい空がある、人がいる。北海道大空町。

です。ロゴマークのラインは空に浮かぶ飛行機雲と人という文字をイメージ

したものとなっています。 

今後、この新たなキャッチコピーとロゴマークを活用しながら、観光振興や

移住、定住の促進、町内外への情報発信など、様々な取り組みを展開してまい

ります。 

引き続き、町民皆様、議員の皆様と対話を重ね、町政の執行に臨んでまいり

ますので、ご理解とご支援をお願い申し上げます。 

なお、提案いたしております補正予算の細部につきましては、担当者から説

明をさせていただきます。ご審議の上、ご賛同賜りますようよろしくお願い申

し上げます。 

 

◇議  長 これで町政執行方針の説明は終わりました。 

ここで１０分間休憩します。再開はブザーをもってお知らせいたします。 

 

    （休憩 午前１０時０３分） 

 

（再開 午前１０時１３分） 
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◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

◎日程第６ 令和８年度大空町教育行政執行方針 

◇議  長 日程第６、令和８年度大空町教育行政執行方針の説明を行います。 

関谷教育長から教育行政執行方針について説明の申出がありますので、こ

れを許します。 

関谷教育長。 

 

◇教 育 長 令和８年第２回大空町議会定例会の開会にあたり、令和８年度大

空町教育行政執行方針について申し上げます。 

今日の我が国は、人口減少や少子高齢化の進行、情報のグローバル化、ＡＩ

技術の進展、さらには、脱炭素化やデジタル化が本格化するなど、社会の変化

は複雑かつ多岐に亘り、予測困難な時代へと突入しております。 

このような時代において、一人一人の豊かで幸せな人生と社会の持続的な

発展を実現するため、教育の果たす役割はますます重要になっております。 

教育委員会では、多様に変化していく教育環境や諸課題に対応するため、令

和６年度から第３次大空町教育推進計画による施策を進めております。 

この教育推進計画では、つながる、ひろがる。を基本理念に、教育の振興を

着実に推進するため、基本施策として、子ども一人一人の学びを広げる教育の

推進。学びを支え、質を高める環境の確立。学びをつなぐ持続可能な教育の実

現。の３点を掲げ、町長が主催する大空町総合教育会議と連携し、第３次大空

町総合計画や第３期大空町まち、ひと、しごと創生人口ビジョン総合戦略など

に基づいた各種教育施策を積極的に取り組んでまいります。 

次に令和８年度において、重点的に取り組む施策を申し上げます。 

これからの時代を生き抜く力の育成につきましては、一人一人の可能性を

拡げられるよう授業改善を進め、知識、技能の確実な定着はもとより、思考力、

判断力、表現力や主体的に学習に取り組む態度の育成を重視した学習の充実

を図ってまいります。 

また、全国学力、学習状況調査や、標準学力テストの分析結果に基づき、学

校ごとに学力、学習改善プランを策定し、学力向上に向けた指導方法等の工夫

改善を行い、教職員が一体となって組織的に取り組んでまいります。 

さらに、ＳＤＧｓ持続可能な開発目標やＥＳＤ持続可能な開発のための教

育の取組を推進し、主体的に持続可能な社会を実現していく意欲を喚起する

とともに、多様な他者を価値のある存在として認め、協働する姿勢を育む教育

活動の充実に努めてまいります。 

読書活動につきましては、子どもの読書習慣を形成していく上で、学校はか

けがえのない大きな役割を担っています。引き続き学校図書館司書を小、中学

校に巡回配置し、朝読書やボランティアによる読み聞かせなど、子どもたちが

読書に親しむ機会を意識的に設定するとともに、町立図書館と連携し、家庭で

の読書、うち読をより一層推進し、児童生徒の読書活動の充実を図ってまいり

ます。 

特別支援教育の充実につきましては、何らかの支援が必要な子どもたちが
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増加する中、個別の教育支援計画を活用した長期的な視点での教育支援を推

進し、学校、関係機関と連携のもと、児童生徒の状況に応じた一貫した支援の

充実を図ってまいります。 

また、中学校においても通級指導が受けられるよう、令和６年度に女満別、

東藻琴両地区に通級指導教室を開設いたしました。児童生徒が切れ目のない

一貫した支援や指導が受けられるよう、より一層教育支援の充実に努めてま

いります。 

さらに、補助教諭や特別支援教育支援員を引き続き配置し、きめ細かな教育

指導の充実を図ってまいります。 

キャリア教育の充実につきましては、子どもたちが夢や希望をもって将来

を設計し、望ましい職業感を見つけることができるよう、発達を考慮した学習

活動を推進してまいります。 

また、各学校段階において、一人一人の学びの足跡を可視化したキャリアパ

スポートを活用し、学習や学校生活等の見通しを立てたり、振り返ったりする

ことができる取組の充実を図ってまいります。 

体力、運動能力の向上につきましては、全国体力、運動能力、運動習慣等調

査や体力テストの分析結果に基づき、学校ごとに体力向上プランを策定し、体

育、保健授業の改善に取り組んでまいります。 

また、継続して運動を積み重ねていくことが重要であることから、家庭や地

域と連携し、体育の授業以外の時間でも運動に親しむ環境づくりに努めてま

いります。 

健康教育、食育の推進につきましては、多様化、深刻化している児童生徒の

健康問題を解決するため、全ての教職員で学校保健を推進する組織体制の整

備に努めるとともに、学校、家庭、地域と連携し、基本的な生活習慣の確立に

向けた啓発運動に取り組んでまいります。 

また、健康や病気に対する学習、性教育、薬物乱用防止教育の健康教育の充

実を図ってまいります。 

学校給食は、食に関する正しい理解を育み、児童生徒の心身の健全な発達と

食習慣の形成を目指し、食育の推進を目的とする学校給食実施基準に基づき、

児童生徒個々の健康及び生活活動のために必要な栄養バランスのとれた給食

を提供するとともに、地元大空町で収穫された新鮮な食材等を活用したふる

さと給食の提供や各学校と連携した食物アレルギー対応を行い、引き続き安

全で安心な美味しい給食の提供に努めてまいります。 

また、子育て世代の経済的負担を軽減し、安心して子どもを産み育てやすい

環境づくりに寄与するため、引き続き小、中学生の学校給食費の無償化に取り

組んでまいります。 

町内には、女満別地区に平成２２年建設の女満別学校給食センターと東藻

琴地区に平成７年建設の東藻琴学校給食センターの２施設を有しております

が、東藻琴学校給食センターにつきましては、築３０年が経過し、建物及び機

械等の老朽化が進み、順次更新の時期を迎えているところです。 

町内の出生率が減少傾向にあるなか、町全体の児童生徒数も年々減少し、給

食喫食数も減少していく状況にあることから、現施設の調理能力等を勘案し

つつ、今年度から、両地区センターの統廃合についての検討を進めてまいりま
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す。 

道徳教育の充実につきましては、子どもたちが思いやりのある心や命を大

切にする心など、豊かな人間性を育むことに努め、一人一人がよりよい人間関

係を築き、自己有用感や自己肯定感を高めることができるような取組を推進

してまいります。 

ふるさと教育の充実につきましては、地域の施設や人材を効果的に活用し

た体験的な学習を通して、地域への理解と愛町心を育んでまいります。 

また、地域コーディネーター地域学校協働活動推進員を引き続き配置し、フ

ァームスクールや見学、体験学習などの提供に努めてまいります。 

さらに、小学校３、４年生の社会科における地域学習のために活用している

副読本につきましては、令和７年度に紙媒体からデジタル版へ改変したとこ

ろです。今後も幅広い活用促進に努めてまいります。 

姉妹都市の東京都稲城市との児童交流事業及び友好町の熊本県氷川町との

生徒交流事業につきましては、子どもたちが見聞を広め、自らの地域を再確認

する良い機会となるため、引き続き関係市町や実行委員会と連携を図りなが

ら取り組んでまいります。 

外国語教育の充実につきましては、外国語指導助手２名体制を継続し、小、

中、高等学校の児童生徒並びに、認定こども園の園児が生きた英語に触れ、日

常的なコミュニケーションが体験できる機会の確保に努めてまいります。 

また、小中一貫した英語力の育成に向けた授業改善に取り組んでまいりま

す。 

デジタル技術を活用して、カリキュラムや学習の在り方を変革する教育Ｄ

Ｘデジタルトランスフォーメーションの推進につきましては、全ての児童生

徒の可能性を引き出す個別最適な学びと協働的な学びを実現するため、一人

１台端末の活用を一層推進し、ドリル教材や教育用ソフトを引き続き活用す

るとともに、タブレット端末を自宅へ持ち帰ることで、端末ドリル教材を活用

した児童生徒の学習習慣の定着を図ってまいります。 

また、デジタル教科書の英語は、国から全ての小中学校へ無償配布されます 

ことから、教職員がＩＣＴを有効に活用するための授業研究や指導力向上の

研修等の充実を図ってまいります。 

今年度は、令和２年度に整備しましたタブレット端末を全面的に更新し、子

どもたちの個別最適な学びと協働的な学びの実現を支える教育ＤＸの持続化

に向け、ＩＣＴ環境の一層の充実に努めてまいります。 

いじめ、不登校への取組の充実につきましては、大空町いじめ防止基本方針

に基づき、未然防止の取組を推進するとともに、いじめを認知し、学校が一体

となった児童生徒の指導体制を確立します。 

インターネット、ＳＮＳの利用は、情報の収集や発信に優れている一方、い

じめや犯罪に巻き込まれ、加担をしてしまう危険性があることから、情報モラ

ル教育や道徳教育を通じた指導、ネットパトロール、家庭と連携した利用のル

ールづくり等の取組も併せて推進してまいります。 

また、不登校につきましては、児童生徒個々の情況等に応じた適切な対応が

求められます。北海道教育委員会の不登校対策総合実践事業に、女満別中学校

及び女満別小学校が令和６年度から参画し、小中連携した取組を進めており
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ます。 

この成果を全町に生かし、学校、家庭、教育委員会その他関係機関が連携し、

保健室や別室登校、期間差登校、戸別訪問など、引き続き児童生徒や家庭の状

況に応じた親身な対応に努めてまいります。 

今年度から、メタバース仮想空間を活用した北海道教育委員会の不登校児

童生徒支援事業に参画し、子どもの学ぶ機会の創出と居場所づくりに取り組

んでまいります。 

学校段階等間の連携、持続の推進につきましては、令和７年度から女満別、

東藻琴両地区ごとに、小中一貫校として教育活動を推進してまいりました。小、

中９年間を通した系統性、連続性を踏まえた、つながりのある指導や一貫性の

ある教育課程の編成、特別支援教育の充実に加え、小、中、高等学校や認定こ

ども園までつながる大空町の特徴を生かした一貫教育を進めてまいります。 

学校運営の中心につきましては、教職員の研修機会の拡充や校内研修、公開

研究会、授業交流会など、開かれた研修を進めてまいります。 

また、学校教育の専門職である指導主事を引き続き教育委員会に配置し、学

力向上対策をはじめ、学校教育に関わる様々な課題解決に向け、学校、教職員

へのきめ細かな指導等を行い、学校教育全体の質の向上を図ってまいります。 

さらに、教職員が子どもたちと向き合う時間が確保できるよう学校におけ

る働き方改革を推進するとともに、令和６年度から大空町部活動の在り方検

討協議会において協議、検討を重ねてまいりました結果等を踏まえ、学校、地

域と連携しながら可能な種目から部活動の地域展開を進めてまいります。 

大空高等学校の魅力化、特色化につきましては、大空高校交流拠点施設そら

ポートや公設塾などを通じて、全国からの生徒を受け入れ、生徒同士の交流の

促進や地域の方々の交流など、町外から入学された生徒がもたらす新たな交

流を学校内のみならず、地域との協働のまちづくりへ広げる取組を進めてま

いります。 

また、大空高校でも受験者数が増加している大学の総合型選抜入試に関す

る外部講師を招いた講座の実施など、生徒一人一人の多様な進路の実現に向

けて取り組んでまいります。 

さらに、大空高等学校における将来のグローバル探究リーダーの育成を目

的として、意欲ある空高生を支援するため、国内外の短期留学に必要な交通費

や滞在費用の一部について、引き続き補助いたします。 

夏と秋に開催するオープンスクール、探究活動、国内外短期留学発表会、高

校生カフェなど、様々な活動等を通じて大空高校を身近に感じていただく取

り組みを進めるとともに、今後も、学校づくりと地域づくりを融合させ、将来

の路を自身の力で切り開く飛行機人を育てることを目標に、町内及び町外の

多くの生徒に大空高校を進路選択いただけるよう魅力ある高校づくりに努め

てまいります。 

家庭、地域との連携、協働の推進につきましては、保護者を対象に家庭教育

支援講座を開催し、引き続きＩＣＴを活用した子どもとともに成長するため

の学びの機会の提供に努めてまいります。 

また、家庭教育ナビゲーター養成研修を開催し、子育てに悩む親などに対し、

地域で子育て世代を支えられるような人材の育成に努めてまいります。 
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女満別地区小、中学校及び東藻琴地区小、中学校の学校運営協議会並びに、

大空高等学校の学校運営協議会の機能を生かした地域とともにある学校を目

指し、活動の充実、推進を図ってまいります。 

生涯学習、社会教育の振興につきましては、第２次大空町社会教育中期計画

の中間年となることから、引き続き町民の皆さんが地域への関心を高め、自主

的に学ぶ環境の整備や機会の創出に努めてまいります。 

少年教育につきましては、次代を担う人材育成事業として、積極性や社会性

の育成、郷土愛の醸成のため、学校や各種社会教育団体と連携し、リーダース

クールの充実を図ってまいります。 

青年教育につきましては、青年の交流の在り方が多様化していることから、

青年活動の新しい視点や意義を見いだせるよう青年組織を支援し、将来のま

ちづくりを担う人材の育成を図ってまいります。 

成人教育につきましては、生涯学習奨励と協働し、町民ニーズに基づいた町

民主体の学習機会の創出のための仕組みづくりを進めてまいります。 

また、まちづくりや地域づくりを担う人材の登録、活用のため、リーダーバ

ンク生涯学習リーダーネットの更新を図り、活用促進のため、地域人材の見え

る化を進めてまいります。 

高齢者教育につきましては、知識、教養の習得や仲間づくり、積極的な社会

参加を促すため、ことぶき大学を開校し、高齢者の方々の学びの場の充実を図

ってまいります。 

さらに、読書活動の推進につきましては、第４次大空町子どもの読書活動推

進計画及び大空町図書館第４期５か年計画に基づき、図書館資料の整備、充実

と利用しやすい環境づくりに努めるほか、子どもの読書離れを防ぐための方

策を引き続き進めてまいります。 

芸術、文化活動の推進につきましては、大空町文化団体協議会をはじめ、各

種文化団体等への活動支援を行うとともに、カルチャー教室を開催し、町民の

皆さんに芸術、文化活動を身近に感じていただく取り組みを進めてまいりま

す。 

また、一般財団法人大空町青少年育成協会と連携し、質の高い芸術、文化の

鑑賞機会の提供に努めてまいります。 

国の天然記念物に指定されている女満別湿生植物群落につきましては、有

識者にて組織された女満別湿性植物群落保全対策検討委員会からの提言を受

け、文化庁をはじめとした関係機関との調整を図りながら、保全対策について

の取組を進めてまいります。 

生涯スポーツの普及、振興につきましては、町民の皆さんが、生涯に亘って

スポーツに取り組み、心身ともに健康な生活を送ることができるよう各年代

や要望に応じた運動並びに、スポーツ機会の提供と環境整備に努めてまいり

ます。 

また、スポーツ協会やスポーツ少年団をはじめ、総合型地域スポーツクラブ

やウインタースポーツ実行委員会などの自主的な活動団体に対し、引き続き

支援いたします。 

さらに、部活動の地域展開につきましては、国や北海道の方針を踏まえ、町

としての方針を定め、４月より女子バスケットボールと陸上の２つの地域ク
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ラブが活動を開始されたことから、今後も、地域の子どもたちがスポーツ、文

化活動に親しむ機会が保てるよう、地域の皆様やスポーツ、文化団体のご協力

を得ながら地域クラブ化を進めてまいります。 

昨年度から町民大会として開催しているモルックにつきましては、多様な

在り方を認め合える共生社会の実現に向け、モルック協会との協働事業、出前

講座による普及活動を通じて、障がいや年齢、性別を問わず、誰もが楽しむこ

とができるインクルーシブスポーツとして、引き続き取り組んでまいります。 

今年度で２年目となる世界の第一線で活躍したアスリートによるスポーツ

体験教室や講演会を行なうオリンピアン事業により、スポーツの楽しさや魅

力を伝え、体力や年齢に捉われず誰もが目的に応じてスポーツに親しむきっ

かけとなるような施策を展開してまいります。 

これまで地域振興と体育、文化振興に一定の役割を果たしてまいりました

教育文化合宿誘致事業につきましては、近年は宿泊施設の減少や受入体制の

維持が難しくなっており、今後は地域の実情を踏まえ、事業の在り方について

の検討を進めてまいります。 

安心、安全な教育環境の構築につきましては、安全で快適な利用環境を整え

るため、指定管理者と連携し、施設利用者へのサービス向上に努めてまいりま

す。 

また、学校施設等長寿命化計画に基づき、利用状況を踏まえた上で、計画的

な施設の維持管理及び設備、備品などの整備を進めながら利便性向上と長寿

命化を図ってまいります。 

今年度から、廃止された大空高校女満別キャンパスを大空町社会教育セン

ターとして有効活用を図るための改修工事に着手し、社会教育の拠点施設と

しての運用を進めてまいります。 

以上、令和８年度において、重点的に取り組む施策について申し上げました。 

大空町教育委員会としましては、社会構造の変化を背景として、先行き不透

明で子どもたちの抱える困難が多様化、複雑化する中で、厳しい時代を乗り越

え、学び、考え、様々な困難に対応できる子どもたちの心豊かな逞しい成長と

町民皆様の活気と潤いに満ちた生涯学習社会の創造を目指し、学校、家庭、地

域はもとより、町長部局並びに、関係機関、団体等との連携を図りながら、大

空町教育の充実、発展のため、鋭意取り組んでまいります。 

町民の皆様と議員各位の一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申し

上げまして、令和８年度大空町教育行政執行方針とさせていただきます。 

 

◇議  長 これで教育行政執行方針の説明は終わりました。 

  暫時休憩します。 

 

    （暫時休憩 午前１１時３８分） 

 

    （再  開 午前１１時３９分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 
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     ◎日程第７ 一般質問 

◇議  長 日程第７、一般質問を行います。 

順番に一般質問を許します。 

１番、仲西政克議員。 

 

◇仲西議員 令和８年度第２回定例会通告にしたがい一般質問いたします。 

質問事項は、研修会館の建替えについてです。 

研修会館は昭和４７年に建てられ５０年以上が経過し、老朽化のため令和

９年に取壊しが計画されています。その後、令和１０年に新しい施設の建築が

予定されていることから、次の項目について伺います。 

１、女満別地区の中心に町民の集まれるスペースとして町の散らばってい

る施設を１つにし、人件費の削減、移動距離の短縮など新しい町の建物として

大変期待しているところですが、どのような建物をイメージしているか伺い

ます。 

２、世界で起きている戦争等で物価が上昇しています。資材価格や建築費は

毎年上昇しています。隣の自治体においても、庁舎の建替えに要する建築費が

膨らみ、財政が大変厳しいとニュースや新聞等で報道されていました。町民の

中には、人口減少、少子高齢化の中、本当に必要か、ほかの公共施設などを活

用してはどうかという意見もあります。どれくらいの予算で建築を予定して

いるのか、また、補助金などもあるのか伺います。 

以上、２項目。町長より答弁をお願いいたしまして、１回目の質問とさせて

いただきます。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 仲西議員からの一般質問、女満別研修会館の建替えについてご答

弁申し上げます。 

１点目、建物のイメージについてであります。 

現在、検討しております研修会館の建替え後の複合施設につきましては、老

人福祉センター機能、商工会、社会福祉協議会といった地域を支える主要な機

能を一体的に集約し、さらに日常的な利便性を高める観点から、コンビニエン

スストアの導入も視野に入れた施設として検討を進めているところでありま

す。本施設は、これまで町内に分散していた機能を集約することで、施設管理

などの効率化による経費の抑制を図るとともに、町民皆様の移動負担の軽減

につなげるものであります。加えて、交流拠点施設として最も重視しておりま

すのは、多世代の町民が自然に活動し、学び、交流し集えるまちの拠点施設の

創出であります。高齢者の方々の活動の場であると同時に、子育て世代や若者、

地域活動団体など、あらゆる世代の方が日常的に立ち寄り、交流が生まれる拠

点となることを目指しております。また、商工会や社会福祉協議会が同一施設

内に入ることにより、相談機能や支援体制の連携強化が図られ、よりきめ細や

かな住民サービスの提供が可能になるものと考えているところであります。

今後は、こうした機能を有機的に結びつけながら、単なる施設の統合にとどま

らず地域の賑わいと支え合いを生み出す拠点となるよう具体的な整備内容の
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検討を進めてまいります。 

２点目の質問でありますが、議員ご指摘のとおり、近年、資材価格や建築費

が高騰し、また、人口減少や少子高齢化が進む中で、本当に新たな施設が必要

なのか、既存施設の活用で対応できないのかといったご意見も当然であると

認識しています。建設予算につきましては、今年度に基本計画の策定を進め、

その中で必要な機能や規模、配置等を整理した上で、今後の実施設計において

具体的な事業費を積み上げていくこととしており、現時点で総額をお示しで

きる段階にはございません。なお、本施設は複合施設であることから、導入す

る機能や規模によって事業費は大きく変動するものであり、今後、費用対効果

や将来的な維持管理コストも十分に精査しながら、適正な規模感を見極めて

まいりたいと、そのように考えているところであります。また、財源につきま

しては、国の交付金や補助制度の活用を前提として検討を進めており、地域づ

くりや福祉、賑わい創出といった複合的な機能を有する施設であることから、

活用可能な補助制度を幅広く調査し、最大限の財源確保に努めてまいります。

今後におきましては、既存施設の活用可能性も含めて丁寧に比較検討を行い

ながら、将来の人口構造や地域ニーズを見据え、持続可能で真に必要とされる

施設整備となるよう慎重かつ着実に検討を進めてまいります。 

以上、１回目のご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 １番、仲西政克議員。 

 

◇仲西議員 はい、答弁ありがとうございました。 

予算はまだはっきり出ていないということでしたが、私が１番心配してい

ることは町の財政が逼迫し、また行政サービスの低下につながらないかとい

うことなんですが、そういうことは起こらないのでしょうか。 

お伺いいたします。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 仲西議員の再質問にご答弁申し上げます。 

本施設の整備にあたり建設によって財政が逼迫し、結果として住民サービ

スの低下につながるのではないかといったご懸念につきましては、十分認識

しているところであります。そのため本事業は、単に新たな施設を建設すると

いうものではなく、現在町内に分散している施設の機能を集約することによ

り、維持管理費などの効率化を図り、将来にわたる財政負担の抑制につなげて

いくことを目的としております。また、施設の規模や機能につきましては、今

年度策定する基本計画の中で精査し、過大な投資とならないよう十分に検討

するとともに、実施設計段階においてもコストの適正化に努めてまいりたい

と、そのように考えているところであります。さらに、財源につきましては国

の交付金や補助制度の活用を前提とし、町の実質的な負担を可能な限り軽減

しながら事業を進めていく考えであります。重要なのは短期的な支出だけで

はなく、長期的な財政運営の視点であり、施設の集約による効率化とサービス

機能の強化を同時に図ることで、結果として町民皆様に対する様々な行政サ
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ービスを低下させることなく、持続可能な行政サービスの維持向上につなげ

ていく考えでございます。 

以上、ご答弁申し上げます。 

 

◇議  長 １番、仲西政克議員。 

 

◇仲西議員 もう１点お聞きしたいんですが、近年、いろんな世界情勢で急に

物価が高騰するようなことがありますので、建築費が計画をはるかに上回る

ようなことが起きた場合は再検討するようなお考えはあるのかお伺いします。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 ご指摘のとおり建設までに一定の期間を要する場合、資材価格や

労務費の上昇により事業費がさらに増加する可能性があることは認識してい

るところであります。こうした状況を踏まえ、本事業につきましては、今後策

定する基本計画及び実施設計の各段階において、社会経済情勢や建設コスト

の動向を十分に見極めながら、事業内容や規模の見直しを含め柔軟に対応し

ていく考えであります。一方で検討を長期間先送りすることにより、結果と

してさらなるコスト増や既存施設の老朽化の対応に係る追加的な経費が発生

するなど、別の財政負担が生じる可能性もあることから、適切な時期を見極

めながら判断していく必要があると考えているところであります。したがい

まして、再検討の可能性を排除するものではありませんが、その時々の状況

を的確に捉え、事業の必要性と費用対効果を総合的に勘案した上で、最適な

タイミングと内容で整備を進めてまいりたいと、そのように考えているとこ

ろであります。 

 

◇議  長 １番、仲西政克議員。 

 

◇仲西議員 意見、聞かせていただきまして、大変分かりました。 

今後は町民の意見をたくさん聞き入れ、いつでも気軽に利用できる集会所、

憩いの場として完成することを期待して、私の質問は終わります。 

ありがとうございました。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 ありがとうございます。今回の仲西議員からの一般質問、多分、町

民の皆様の不安を代弁していただいたのではないかと、そのように考えてい

るところであります。申し上げましたように、規模だとか、そういった機能だ

とか、そういったものを複合的に考えてより最適な施設整備となるように検

討を進めてまいりたいと考えているところであります。今の研修会館という

のは、やはり町民皆様の生涯学習の拠点となるところであって、子どもから

ご高齢の方まで、本当に私も子どものころからそうでしたけども、学習だと

かレクリエーションの場で活用させていただきました。やはりそういった施
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設というのは、これからの町民の皆さんがこの大空町で快適に暮らしていく

ためになくてはならない施設であると私は考えております。そういった中で、

しっかり内容を見極め精査しながら進めてまいりたいと思いますので、まだ

まだこれから基本計画を策定していく段階で、議員皆様のご意見、町民の皆

様のご意見も伺っていくことになろうかと思います。 

忌憚のないご意見等、またご鞭撻をいただければ幸いでありますので、どう

ぞ引き続きよろしくお願い申し上げます。ありがとうございます。 

 

◇議  長 これにて、仲西政克議員の一般質問を終了します。 

暫時休憩します。 

 

    （暫時休憩 午前１１時５２分） 

 

    （再  開 午前１１時５３分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

     ◎日程第７ 一般質問 

◇議  長 日程第７、一般質問を続けます。 

次に３番、川村淳議員の一般質問を許します。 

３番、川村淳議員。 

 

◇川村議員 令和８年第２回定例会通告にしたがい大空高校生に対する大学進

学等の支援制度の創設について、私から質問させていただきます。 

令和３年に開校した大空高校は、地域の将来を担う人材育成に大きな役割

を果たしており、総合学科として生徒一人一人の進路希望に応じた教育を行

い、大学、短大、専門学校、就職など幅広い進路選択を支援し、現在では進学

率が８割、中でも大学進学率は６割以上の実績と聞いております。一方で、大

学等への進学にあたっては、入学金、授業料、教材費、アパート契約費、引っ

越し費用など、多額の初期費用が必要となり、特にオホーツク地域から札幌圏

や本州の大学へ進学する場合、保護者の経済的負担は非常に大きく、進学希望

者の保護者にとって大きな壁となっております。国や北海道におきましても

奨学金制度の整備はいろいろとされております。ただ、その多くは貸与型であ

り卒業後の返済負担が伴います。また、本町が策定している総合戦略では、人

を育む、移住、定住の促進が重要な柱として掲げられておりますが、将来の地

域人材の投資として、町独自の進学支援制度を創設することは、教育政策であ

ると同時に人口減少対策であり、地域活性化対策であると考えております。そ

こで次の４点について町長及び教育長にお伺いいたします。 

１つ目、大空高校開校以来の大学、短大、専門学校等への進学状況について

町としてどのように把握、認知しているのか。 

２つ目、進学に伴う経済的負担について、町として課題認識を持っているの

か。 

３、町内出身の大空高校卒業生を対象とした大学進学等支援助成制度の創
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設について検討する考えはないか。また、仮に制度を創設する場合、入学時の

支度金給付、低所得者世帯への加算支援、卒業後のＵターン就職を条件とした

返還免除助成制度などの仕組みを導入する考えはないか。 

４つ目、大空高校の魅力化及び生徒確保の観点から、進学支援制度を高校支

援策の一つとして位置づける考えはないか。 

以上４点、ご見解をお伺いいたします。 

 

◇議  長 川村淳議員の一般質問中ですが、ここで昼食のため休憩とします。 

再開は午後１時といたします。 

 

    （休憩 午前１１時５７分） 

 

    （再開 午後 １時００分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き、会議を再開し一般質問を続行します。 

３番、川村淳議員の質問に対する答弁を求めます。 

関谷教育長。 

 

◇教 育 長 川村議員の一般質問に対してご答弁申し上げます。 

１点目の大空高校開校以降の進学状況につきましては、毎年度、高校が取り

まとめて教育委員会に報告されている卒業生の進路決定状況調査の結果を通

じて把握しておりますので、後ほど担当課長より詳細の数字を説明させます。 

令和３年度に道立の旧女満別高校と町立の旧東藻琴高校とを統合し、町立

の総合学科の大空高等学校として開校以降、３年間の学生生活を通じて主体

性、共同性、社会性、探求力を身につけ、自分自身のエンジンによって未来へ

はばたく飛行機人を養う特色あるカリキュラムと公設塾の取組などによって、

年度による多少のばらつきは見られますが、大学、専門学校への進学者数は着

実に上昇しており、現在校生の中で進学を希望する生徒の割合は全体で約８

０％、中でも大学、短期大学へ進学を希望する生徒の割合は約６０％の水準ま

で伸びてきている状況となっております。 

次に、２点目の進学に伴う経済的負担に対する認識についてですが、文部科

学省の省令の標準額として、国立大学においては入学金２８万２，０００円、

年間授業料５３万５，８００円と定められておりますが、各大学の判断で標準

額の２０％を上限に増額が認められており、すでに一部の国立大学では引上

げの動きが出ております。私立大学においては、令和５年度文部科学省による

調査によりますと、全国平均は入学金が約２４万円、民間授業料は約９６万円、

施設設備などその他経費を含めた初年度の学生納付金の総額は約１４８万円

との結果です。また、自宅を離れてひとり暮らしをする場合、大学生協の全国

組織、全国大学生活協同組合連合会による調査によりますと、アパートや下宿

などの家賃、電気、ガス、水道などの光熱水費や毎日の食費など、日常生活全

般にかかる費用は全国平均で年間約１５８万円、東京都内や首都圏などの都

市部ではさらに高く年間１７０万円から１８０万程度の費用がかかるとの結

果です。この費用のほかに、入居の際の敷金礼金、自宅からの引っ越し費用、
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家具、家電の購入費として３０万円から５０万円程度、パソコンやタブレット

端末の購入費として７万円から１０万円程度、これらが初期必要経費として

想定されるのではないかと思いますし、年に数回の帰省も考えますと数万円

から１０数万円程度の航空運賃などの負担が生じるものと思います。これら

の全てを合計いたしますと、入学の初年度には国立で約２８０万円から３２

０万円、私立の文系で約３３０万円から３６０万円、私立の理系で約３６０万

円から３９０万円程度、２年目以降であっても国立で約２２０万円から２５

０万円、私立の文系で約２８０万円から３００万円、私立の理系で約３００万

円から３２０万円程度の費用負担が各ご家庭に生じるものと推察いたします。

現在、自宅外通学の学生への仕送り額は平均で月７万円台とされており、不足

分を奨学金やアルバイトなどで補っているご家庭も多いという実情を踏まえ

ますと、特に道外の進学に際しては、保護者の皆様にとって大変大きな経済的

負担であるものと認識しているところです。 

続きまして３点目、町内出身の大空高校卒業生を対象とした大学等進学支

援制度の創設についてですが、本町では高等学校、高等専門学校及び大学への

就学に際し、経済的な理由により就学が困難な方を対象に無利子の奨学金貸

付け、国公立月額２万５，０００円、私立月額３万円、日本学生支援機構など

の他奨学金との併用可能を行っております。また、大学または高等専門学校へ

の就学の際に金融機関等から教育資金を借入れた場合には、基準に応じて信

用保証料及び借入れ利子のそれぞれ３分の１相当額を助成する制度も設けて

おり、就学時の一時的な経済的ご負担について対応を行ってきているところ

です。これらは貸付け、または借入れを基本としたものですが、経済的理由等

により就学が困難な方に対する負担軽減に一定の役割を果たしているものと

認識しております。給付型を含む新たな進学支援制度の創設は、教育行政の課

題の一つであると認識をしておりますが、本町の様々な行政課題や財政状況

等を鑑みますと、大学等への進学の際に返還を伴わない給付型の制度を新た

に創設することにつきましては、現時点においては難しいものと考えており

ます。 

最後に、４点目の大空高校の魅力化及び生徒確保の観点からご提案のあり

ました進学支援制度を支援策としての位置づけについてですが、大空高校の

魅力化、生徒の確保につきましては、教育行政並びに大空町の重要な政策課題

であると認識しております。本町では以前、保護者の経済的負担を一部軽減す

るため、高校生の制服費の補助制度などを行っておりましたが、それらの政策

を全面的に見直し、生徒自身が大空高校に行って学んでみたいと思えるよう

な魅力ある学校づくりを目指して、特色あるカリキュラムの充実や国内、海外

留学支援制度など生徒の学びの内容そのものに着目した政策へ転換し、予算

を充ててきた経緯があります。大空高校は総合学科として、生徒の進路希望に

対応でき得る学校であり、進学のみならず就職や農業後継者として就農する

など様々な選択が可能となっておりますので、まだ実績はありませんが、近い

将来、大空高校で探究活動を行った生徒が町内で起業するというような卒業

生も出てくるかもしれません。そのような期待をさせてくれる高校になった

のではないかと、私自身も感じているところです。こうした状況を踏まえます

と、大空高校を卒業して大学等へ進学される生徒のみを対象とした新たな給
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付型の進学支援制度を魅力化策として位置づけることにつきましては、学び

の内容の充実を主眼に置いた現在の高校支援策の方向性や、既存の全町民対

象の支援制度との整合性の観点から慎重に検討する必要があるのではないか

と考えておりますので、ご理解賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

以上、川村議員のご質問に対するご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 私からも３点目、町内出身の大空高校卒業生を対象とした大学等

進学支援制度の創設についてご答弁申し上げたいと思います。 

本町においても地元企業等の人材確保と定住促進の観点から、奨学金の貸

付けを受けて大学等に就学された方が、卒業後、町内に就業かつ居住された４

０歳未満で一定の年収以下の方を対象として、令和２年度に奨学金返済支援

事業補助金交付要綱を制定し、年間最大２５万円を限度に支援を実施してお

りましたが、制度の利用者の多くが中途退職、町外転居されるケースが多く、

結果として定住に結びつかなかったことから、令和７年度をもってこの要綱

を廃止いたしました。私といたしましても教育長の答弁と同様、地元から大学

等へ進学される方々に対する給付型の支援は現時点では難しいと考えており、

支援制度の創設は考えておりません。一方で、町外の方が移住、定住を検討す

る要素については経済的負担の軽減も重要ではあるとは思いますが、私が思

う最も重要なことは、どれだけ町に魅力を感じていただけるかではないかと

考えております。本町では定住促進や関係人口創出の観点から、大空高校のオ

ープンキャンパスにあわせ大空高校への入学を検討しているご家庭に対し、

町内を知って愛着を持ってもらうことを目的として、まちめぐりツアーを実

施するなどしております。今後も教育委員会と連携を図り、大空高校とともに

大空町内の魅力を伝える取組を実施してまいります。 

以上、ご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 生涯学習課長。 

 

◇生涯学習課長 川村議員からのご質問の１点目、令和３年度に開校となりま

した大空高校の進学状況につきましてご答弁を申し上げます。 

令和３年度、４年度の卒業生につきましては、旧女満別高校並びに旧東藻琴

高校へそれぞれご入学をされた生徒となりますので、大空高等学校として開

校し令和３年度に入学された総合学科１期生が卒業されました令和５年度以

降の卒業生の進路状況についてご説明申し上げたいと存じます。 

令和５年度の卒業生２７名中、大学進学６名、短期大学進学２名、専門学校

進学９名、合計１７名で、卒業生２７名全体に占める進学率は６３．０％とな

ってございます。なお、町内出身者の進学につきましては１７名中、大学２名、

専門学校１名、計３名となっております。 

次に、令和６年度の卒業生３６名中、大学進学１４名、短期大学進学０名、

専門学校進学１５名、合計２９名でございます。卒業生３６名全体に占める進

学率は８０．６％でございます。なお、町内の出身者の進学につきましては２
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９名中、大学４名、専門学校８名、計１２名となっております。 

次に、令和７年度の卒業生３２名中、大学進学１２名、短期大学進学１名、

専門学校進学７名、合計２０名でございます。卒業生３２名全体に占める進学

率は６２．５％でございます。なお、町内出身者の進学につきましては２０名

中、大学１名、専門学校４名、計５名となっております。 

令和５年度、６年度、７年度、ただいま申し上げました３か年を合計いたし

ますと卒業生９５名中、大学進学者３２名、短期大学進学者３名、専門学校進

学者３１名、合計６６名で、卒業生９５名全体に占める進学率は６９．５％と

なってございます。３か年の町内出身者の進学につきましては６６名中、大学

７名、専門学校１３名の計２０名となってございます。 

以上、ご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ３番、川村淳議員。 

 

◇川村議員 ご答弁ありがとうございます。まず、１つ目の町としてどのよう

に状況を把握しているのかという部分につきまして、詳しくご説明いただき

ましてありがとうございます。僕も状況は把握しております。大空高校の進

学、実績の向上の過程ですね、年々増えているという状況なんですけども、や

っぱり今後、高校魅力化の政策の一環として進学を後押しする支援策の必要

性というのは少なからず出てきてるのかな、と僕は感じておりまして、もう

少し地元の出身の高校生ですね、地元出身が入学した学生に対しての支援策

っていうのを具体的に検討すべき時期に来てるのかなというふうに考えてお

りますけれども、その辺についてもう一度、町の見解を伺いたいと思います。 

 

◇議  長 関谷教育長。 

 

◇教 育 長 川村議員の再質問に対してご答弁申し上げます。 

大空高校の受験倍率は近隣の高校と比較しても高い倍率で推移しており、

道内はもとより全国各地から多くの生徒の皆さんに進学していただいている

一方、議員のご指摘のとおり町内中学生からの生徒の入学は少ない現状とな

っております。昨年度から実施しております各学校単位で大空高校を訪問し、

高校生とのふれあい交流見学会の開催や、川村議員より以前、ご提言いただい

た希望する中学生への公設塾の無料開放や、大空町の食材を使ったふるさと

給食を通じた東藻琴中学生との給食交流など、魅力づくりの一環として今年

度試行的に実施する予定としております。教育委員会といたしましては、町内

の子どもたちが大空高校を魅力的に感じて将来大空高校へ進学してみたいと

思い、地元中学生の皆さんに大空高校を進路選択してもらえるよう、今後とも

様々な施策を積極的に取り組んでまいりたいと考えておりますので、ご理解

とご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

以上、川村議員の再質問に対するご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ３番、川村淳議員。 

 



31 

 

◇川村議員 教育長ありがとうございます。１点目につきましては、今後その

辺も含めて検討していただきたいなというふうに思っております。 

次の２番の負担をどのように認識しているのかというところにつきまして

も詳しくご説明いただきましたけども、本当に大学入学にかかる経費ですね、

特にこういった地方から都会へ出ていく生徒さん、また、その保護者の方の負

担というのはすごく大きな負担になってるんだなっていうのを認識していた

だいてるのは十分認識できましたので、これにつきましては再質問はござい

ません。 

その２番を踏まえて３番のほうなんですけども、率直に教育長も町長も制

度の新設は難しいですよというご答弁だったんですけども、やはりこういっ

た状況だからこそ、もう一度大空高校の魅力の一環として、また町の何て言い

ますか、例えば大空高校の魅力化、または町内出身の生徒の進学の支援、あと

飛行機人を育むという理念の具体化だったり、将来の地域人材育成という観

点から町独自の、これは単なる家庭支援とかではなくて一つの政策として単

なる奨学金ではなくて、そこに対する投資ですね、人材育成に対する投資をで

きる制度をもう一度検討をしていただけないかなという考えでおります。 

その点について再度ご質問させていただきたいと思います。よろしくお願

いします。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 川村議員からの質問にご答弁させていただきます。 

大空高校の魅力の一環として支援をすべきではないかという点に関しまし

ては、先ほど教育長も申しておりましたけども大空高校の魅力というものは

そういった経済的な支援ではなくて、学校の中の学びであったり、そういった

ことに魅力を感じていただく、そういったことで大空高校に進学をいただく

ということに主眼を置いて開校以来進めてございます。今も、その一貫した考

え方に変わりはございません。ですので、そういった経済的な部分での支援と

いうのは、考えは今のところは持ってございません。また、町内出身の、これ

多分、大空高校生だけではなくて、他の高校に通っている子どもたちが大学、

専門学校等進学する際の支援を検討してはどうかということでございますが、

大空高校の例で言いますと、大空高校に入ってそこで３年間学んで飛行機人

として育てた子どもたちが飛び立っていったというところでございますので、

飛び立った後についてはですね、やはりそこはしっかり本人であったり家庭

の中で考えていただく。それがですね、やはり大学、専門学校に行くといった

ところの考え方ではないかと、私はそのように考えております。 

 

◇議  長 ３番、川村淳議員。 

 

◇川村議員 町長ありがとうございます。ちょっと僕の中での認識が少し違っ

てまして、あくまでも地元の中学校から大空高校へ入学する生徒に対する政

策でして、なおかつ高校を卒業した後に外に飛行機人として飛び立つ支援を

できないかというお話をしたかったんですけども、ほかの高校に通われてる
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方に対する助成とかそういったものではなくて、あくまでも大空高校に関す

る部分でありまして、地元出身の子が地元の大空高校入学をして、さらにそ

こから飛び立つ、で、その子たちが飛び立つ支援をしてですね、そのあとその

子たちがこの町に帰って来れるような形での政策というのを検討できないか

なというご質問でした。 

もう一度お願いいたします。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 ありがとうございます。大空町出身の学生が大空高校に行く際の

支援、さらにはそこからさらに学びを行うといったところの支援でございま

すけども、大空町内には当然、大空高校に通われる生徒もおりますし、町外の

高校に通われる生徒もいます。等しく同じ町民でございまして、町立の大空

高校だからといって、大空高校に進学した町民の学生に限って支援をすると

いうことは、私は公平性に欠けるのではないかと、そのように考えておりま

すので、現段階では支援する考え方は持ってございません。 

 

◇議  長 ３番、川村淳議員。 

 

◇川村議員 町長ありがとうございます。分かりました。 

なかなかいろんな環境もあります。問題もあるとは思うんですけども、私自

身はですね、やはりこの大空高校というものは、飛行機人を育むという下の理

念で、地域の子どもたちを未来へ送り出す教育の実践をしております。そして

今、その成果はですね、進学率の上昇だったり、全国の大学、または世界の大

学へ進学し、合格の実績として確実に表れております。町が今なすべきことと

いうのはその能力を評価するだけではなくて、政策として支えることはでき

ないかなというふうに考えてまして、大空高校で学び、大空町から未来へ羽ば

たこうとする子どもたちに対して、町として子どもたちの挑戦を応援すると

いうことを示すことは、子どもたちだけではなくて保護者や地域に対する大

きなメッセージになるのではないかなと、そのように考えております。最後に

なりますけども、町独自のこういった進学制度について、再度、具体的な調査

だったり、研究そして協議、また検討に踏み出していただきますよう求めまし

て私の質問を終わらせたいと思います。 

以上です。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 ご質問ありがとうございます。川村議員の思いというのも十分承

知はしているところではありますが、限られた財源の中で、どのようにしっ

かり町民サービスを維持しながら、そして新しい大空高校をいかにこれから

も持続していく、そして将来の日本をしょって立つ生徒たちを羽ばたかして

いけるかということは本当に大事なことであると考えております。そういっ

たことで支援制度ということは、先ほど申しましたように現段階では考えて
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おりませんが、それ以外のところで大空高校で、やはり学んでみたい、学びた

いと思っていただける生徒がこれからも増えるように、そういったところは

しっかり町として支えてまいりたいと、そのように考えております。 

 

◇議  長 これにて川村淳議員の一般質問を終了します。 

暫時休憩します。 

 

    （暫時休憩 午後 １時２６分） 

 

    （再  開 午後 １時２７分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

     ◎日程第７ 一般質問 

◇議  長 日程第７、一般質問を続けます。 

  次に８番、上地史隆議員の一般質問を許します。 

 

◇上地議員 令和８年第２回大空町議会定例会において通告にしたがい一般質

問を行います。ほかにご登壇される議員の方と質問の内容、説明が重なるこ

とがありましたらご容赦をいただきたいと思います。 

それでは一般質問に移らせていただきます。今回の質問は、人口減少対策の

取組についてでございます。皆さんも新聞の記事や報道等でお聞きしている

と思いますが、北海道は５月２９日に２０２５年の国勢調査の速報値を公表

いたしました。昨年１０月１日現在の道内総人口は４９８万５，４１９人で、

前回調査の２０２０年確定値より２３万９，１５９人減少しました。減少数、

減少率ともに１９２０年の調査開始以来最大であり、減少数については全都

道府県で最大でございました。国勢調査で道内人口が５００万を切るのは５

５年以来７０年ぶりのことであり、北海道最大の都市である札幌市の人口に

ついても前回から９，３６１人減の１９６万４，０３４人で、調査開始以来初

めて減少に転じております。大空町が所属するオホーツク管内の人口につい

ても２５万１，５３３人で、前回の調査より２万１，８２９人の減少となりま

した。このことからも人口減少が加速していることが浮き彫りとなっており

ます。本町においてもほかの自治体同様に人口減少が続いておりますが、町が

現在まで実施している施策の成果と課題をどのように捉えているのか、また

今後も地域を維持していくために、どのような見解をお持ちなのか、小項目３

つの質問についてお伺いをいたします。 

  １点目、現在までの人口動態と総合戦略の進め方について。 

  ２点目、若年層の流出防止と新たな定住促進について。 

  ３点目、空き家の利活用と移住希望者の受入れ体制について。 

  町長にお伺いいたします。以上で最初の質問とさせていただきます。 

 

◇議  長 松川町長。 
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◇町  長 上地議員の一般質問、人口減少対策の取組についてご答弁申し上

げます。 

まず、本町の人口動態についてでありますが、これまで一貫して人口減少が

続いており、出生数の減少による自然減に加え、進学や就職を契機とした若年

層の転出超過による社会減が重なり、人口規模の縮小と高齢化が進行してい

る状況にあります。直近の国勢調査速報値においては本町の人口は６，１８３

人となり、減少傾向が継続していることが改めて示されたところであります。

また、国立社会保障人口問題研究所の２０２０年基準においても、今後５年間

で約５００人程度の減少が見込まれており、人口減少の流れそのものを短期

間で反転させることは容易ではないと認識しております。一方で本町の総合

計画においては、将来のまちづくりの指標として１０年後に５，３００人規模

の人口を目指すこととしております。この５，３００人という数値は、単に人

口の維持を目標とするものではなく、社人研推計などを踏まえた現実的な将

来見通しの中で、各施策の効果により人口減少の幅を可能な限り抑制した場

合に目指すべき水準として設定しているものであります。こうした中、総合戦

略においては人口減少の抑制を主眼に３つの基本目標を掲げて取り組んでお

ります。１つには、住む上での不安を減らすことであります。これは雇用、住

環境、子育て、生活基盤などの不安要素を軽減し、安心して定住できる環境を

整えるものであります。２つ目は、つながりによって活力を生み出すことであ

ります。地域内外の人の流れや関係人口の創出、事業承継や多様な働き方の推

進などにより地域経済とコミュニティの活性化を図るものであります。３つ

目は、健康で安全に暮らせるようにすることであります。医療、福祉、防災、

交通などの生活基盤を確保し、誰もが安心して暮らし続けられる地域づくり

を進めるものであります。これら３つの基本目標を通じて自然減、社会減の双

方に対応し、人口減少の抑制を図る考えであります。さらに、これらの施策を

効果的に推進するため、横断的な支援としてＡＩやデジタル技術の活用を位

置づけております。具体的には、行政サービスの効率化や利便性向上、地域課

題の可視化、働き方の多様化支援などに活用し、限られた人材、資源の中でも

持続可能な地域運営を実現していく考えであります。したがいまして総合計

画と総合戦略は矛盾するものではなく、総合計画が示す将来人口の方向性に

対し、総合戦略はその実現に向けた具体的な施策を位置づけるものでありま

す。このため総合計画同様、本年度スタートの第３次総合戦略は、これら基本

目標と横断的視点を踏まえ、現実に即した施策へと重点化を図っているとこ

ろであります。あわせて人口の規模だけではなく、医療、福祉、教育、地域コ

ミュニティの維持など、安心して暮らし続けられるまちづくりを進めること

により、結果として選ばれる地域となることを目指してまいります。今後にお

きましては、総合計画で掲げる将来人口の実現に向け、各種データに基づく検

証と見直しを行いながら、人口の減少の抑制と持続可能なまちづくりの実現

に着実に取り組んでまいります。 

次に、若年層の流出防止についてと新たな定住促進についてであります。当

町においては、子育てに関する相談体制の充実、高校生世代までの医療費の無

料化、子ども園、小中学校の給食費の無償化、妊娠から出産に係る各種助成制

度などのほか、令和７年度から定住促進助成金のメニューに子育て加算を追
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加するなどの経済的負担軽減などの施策を実施して子育て支援を充実させ、

安心して子育てができるまちとして、子育て世代に対する移住、定住に力を入

れております。また、新たな定住促進についてでありますが、本定例会におい

て政策予算として新たな移住、定住施策を提案しておりますので、ご説明させ

ていただきます。１点目は、移住体験住宅の整備です。これまで道の駅メルヘ

ンの丘めまんべつの横に整備している新規就農者技術習得管理施設をお試し

移住住宅として使用していただいたところですが、現在使用されていない公

営住宅や教職員住宅を有効活用し、新たなお試し移住用の住宅として整備を

計画しています。使用できる住居を増やすことに加え、市街地に整備すること

でより移住後に近い生活を経験していただき、移住、定住のきっかけとなるこ

とを期待して行う施策です。２点目は、スポットワークを活用した関係人口の

創出です。包括連携協定を締結しているスポットワーク事業者によるお仕事

留学として、都市部などから大空町に訪れていただき、農業を初めとした地域

産業で働くことを通じて町への理解や愛着を持っていただき、関係人口の創

出、また将来的な移住につなげていくことを期待して実施いたします。３点目

は、まちの価値や魅力を言語化する地域ブランディング事業です。昨年度作成

した、見ていたい空がある、ひとがいる。北海道大空町。というコピーを使い、

今後、大空町ブランドの確立と認知度向上を図り、大空町に移住してみたいと

思ってもらえるようプロモーションを実施してまいります。以上、申し上げた

施策のほか、先ほど申し上げた第３次総合戦略の基本目標と横断的視点を踏

まえた各種施策を効果的に進めていき、人口減少の抑制に努めてまいりたい

と考えております。 

最後に、空き家の利活用と移住希望者の受入れ体制についての詳細な実績

については、後ほど担当課よりお答えいたします。 

私からは移住、定住施策のこれまでの成果についてご説明します。当町では

これまでお試し移住や移住相談をされる方に対して丁寧な相談対応を心がけ、

また相談者の要望に沿ったオーダーメイドのまちづくりツアーや、大空町に

定住をサポートする会と連携した交流会などを通じて、大空町の魅力をより

身近に感じていただき、最終的な移住先として大空町を選択していただける

よう進めてきたところ、令和３年から令和７年の５年間で１６８名の方の移

住につなげることができました。これは決して少なくない数字と捉えており、

これまでの移住、定住施策が実を結んだものと評価しております。移住、定住

に係る各種助成金や空き家バンク、お試し移住などの取組に加え、先ほど説明

した新たな移住、定住施策を総合的に実施し、大空町の持続的発展のため、よ

り多くの方に大空町に移住、定住をしていただけるよう事業を進めてまいり

ます。 

以上、１回目のご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 佐藤まちづくり推進室参事。 

 

◇まちづくり推進室参事 私からは上地議員の３番目のご質問にございました

空き家利活用と移住希望者の受入れ体制につきまして、令和７年度の実績を

ご説明いたします。 



36 

 

まず、令和７年度の空き家利活用の実績ですが、本町では町内の空き家の円

滑な流通のため空き家バンクを運営しているところ、令和７年度に新たに登

録された物件は２６件ございました。また、空き家バンクに登録された物件か

らマッチングに至った件数は２１件ございました。また、定住促進助成の一つ

として空き家を売買、改修などされる方に対し、空き家利活用助成金の交付事

業を行っておりますが、この空き家利活用助成金につきましては、利活用を促

進するため空き家を買い取った方に１８歳未満の子どもがいる場合、子育て

加算として子ども１人につき１０万円の加算や、空き家を買い取って住替え

してから１年以内に改修した場合の補助上限額を３０万円から１００万円増

額などの見直しを令和７年度に行ったところ、件数が昨年度から６件増の３

１件、金額が昨年度から６３６万５，０００円増の１，０２３万５，０００円

と多くのご利用をいただいたところです。引き続き空き家バンクに登録いた

だいていない空き家の所有者の方に対しての登録の呼びかけや、空き家を含

む町内の住まいに関わる相談会を実施するなどして、町内の空き家の円滑な

流通に向け進めてまいります。 

次に、移住希望者の受入れ体制ですが、現在移住体験を希望する方のお試し

移住住宅としては、道の駅メルヘンの丘めまんべつ横にあります新規就農者

技術習得管理施設の５棟を活用しておりますが、令和７年度お試し移住とし

て来られた方は３９名、延べ日数で４１１日のご利用をいただきました。また、

令和７年度は町外の方から７６件の移住相談をいただき、結果として１８世

帯２９名の方に移住をしていただきました。 

以上、空き家の利活用及び移住希望者の受入れ体制に係る実績のご説明と

させていただきます。 

 

◇議  長 ８番、上地史隆議員。 

 

◇上地議員 町長から今後の総合戦略の進め方とか人口動態、社人研のことも

触れてご説明をいただきましたが、町政執行方針にもあったように管内１８

市町村の中で、増減率でいえばマイナス８．７％で５年間の間で５９２名の

方がいなくなって衝撃的な数字がありました。ですけど明るいこととしては、

実際に１６８名ほどの方が直近移住されていると、５年間の間で、それは明

るいニュースだなと思っております。ですが、やはり人口が減るということ

は、国勢調査をもとに地方交付税、普通交付税ではございますが算定をされ

る。それによって、やはり財源が大変になってくるということもありますし、

また、ただ人口が減るわけじゃなくて、言われるように少子高齢化という大

きな課題もございます。労働人口が減れば、同じく働く人が減れば間違いな

く税収も減るということでございますし、その中で、人口が減る中で、今話題

となっているのが、賢い縮小、スマートシュリンクという言葉で、全国の知事

会でもそのようなこと出ておりましたが、前段の議員の方の質問でありまし

たように機能を集約していく施設とか、そして公共施設の統廃合とかもちろ

んそういった課題も出てくるのではないかと。また、足りない人材について

はＤＸとかＡＩとかそういうことも触れていましたが、そういった中で、今

回、総合計画人口が令和１７年の目標２０３５年ですけど５，３００人と、そ
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の中でも最重要課題が、やはり人口減少ということでございますが、聞いた

経緯としましては、人口が減っていく中、または松川町政が始まり２期目で

初めて定例会、政策予算も計上されています。そのようなことが、どうやって

賢く、そして住民の生活の質とか維持向上していくのをどのように行ってい

くのか、改めてお考えがあればお聞かせをいただきたいと思います。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 上地議員からのご質問にお答えいたします。 

人口減少社会におきまして、いわゆるスマートシュリンクの考え方、すなわ

ち人口規模に応じた持続可能な町の形へとダウンサイジングしていく、転換

していくという必要性は私も強く認識し、そのとおりであるなと考えている

ところであります。ご指摘のとおり人口減少に伴い税収は減収し、これまでと

同様の公共施設の維持やインフラの管理を続けていくことは、将来的に大き

な財政負担となってしまうことが懸念されております。このたび本町におき

ましては、将来を見据え公共施設の統廃合や機能集約、インフラの適正管理を

計画的に進めていく必要があると考えているところであります。しかしなが

ら単なる縮小や削減ではなく、重要なのはどの機能を残し、どの機能を集約し

町民皆様の生活の質をいかに高めるか、という視点でありますので、今年度策

定を進めております第５次大空町行政改革大綱の中で、しっかりと盛り込む

考えでもおりましたし、人口減少という現実をある意味前提としながらも、単

なる縮小ではなく暮らしの質を維持向上させる、まさに賢い縮小を進めるこ

とにより、将来にわたり安心して暮らせるまちづくりに取り組んでまいりた

いと考えているところであります。 

以上でございます。 

 

◇議  長 ８番、上地史隆議員。 

 

◇上地議員 しっかりと必要なものを総合戦略の中で課題とか分析評価して、

そしてまた実際に事業によってはやめた事業もありますが、これから限りあ

る財源をしっかりと活用しながら取り組んでいただきたいと思います。また、

第５次の行政改革大綱にも取り組むということでありますので、これはしっ

かりと行っていただければなと思っております。 

続いて、若年層の流出についてでございます。町長のほうからもご説明いた

だいて、ご丁寧にいただいたんですが、なぜこれを聞いたかといいますと、人

口減少の中で若年層が流出するのが１番の課題で、その中でも特に若年女性

と言われる、人口戦略会議の消滅可能性自治体の定義は若年女性２０歳から

３９歳までの女性の方が流出することが１番の課題だと。そういった層をい

かに町に残っていただく、そして子育て世代のことも説明を受けましたけど、

私たちの町、しっかり子育ての支援をしていると、総合戦略とかも見てもしっ

かりやられているなと。本当に中学校まで給食費とか助成したりとか、またあ

とは医療費等も高校生まで助成したり無償化したり、本当に経済的に助けら

れているんだろうなというふうに思っております。そういった中から、私たち
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の町すごく政策も打ってますし、また、子育てに世帯に対して加算等も政策に

入れていると、それはすごくいいことだなと思っております。けど、せっかく

いい事業を行ってても、やはり内外にしっかりとですね、プロモーションする

とはお聞きはしてますが、発信をしていかなければいけないなと。私も移住、

定住の番組結構見るんですけど、そしたらやはりマスメディアとか使ってう

まく放送してたりとか、また、住みたい田舎とかいう雑誌もあって、そこの総

合部門１位の沼田町さん、今回参考にさせていただいたんですが、インパクト

が強かったのは日本最高の応援水準というふうにうたってて、２０代の子育

て世代の方が新築の世帯を建てた場合、最高で該当すればですけど各種いろ

いろな事業を合わせて最高５７０万円という大きな見出しをしております。

けど、うちの町だって新築の住宅買った場合、１５０万とか子育ての子どもが

増えれば１人１０万とかいろいろ行っている。だから、もう少ししっかりとイ

ンパクトを与えて内外に発信していく、私はすごく政策取り組んでるなと思

って町の誇るところではあると思うんですけど、残念ながらちょっと内外の

人にはまだまだ周知ができていないのかなと思っております。また、ブランデ

ィング事業にも触れましたけど、ブランディング事業する前、管内の町の知名

度にしても１８市町村の中、下から２位ということもあったので、ですけど今

回若い職員の方がロゴを制作して、見ていたい空があると、人たちがいると、

本当にいい言葉だなと。だけどこれをしっかり発信していかなければいけな

いという課題もございますので、そのことについて改めてお考えがあればお

聞かせをいただきたいと思います。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 若年層の流出ということで、特に若年女性の流出をいかに食い止

めるかということが重要であるというお話でございました。 

私もそのとおりであろうかと思いますけども、そこがなかなか難しいとこ

ろでもあると考えているところであります。過去２年前ぐらいでしょうか、消

滅可能性自治体という言葉が発表されましたけども、大空町は消滅可能性自

治体に入っておりまして、うちよりも人口の少ないところが消滅可能性自治

体から外れているというところがありました。それは何かというと人口では

なくて、若年女性の比率によってその消滅可能性自治体か否かということが

判断されたようでありまして、やはりそういった意味でも若年女性の全体的

な大空町の人口に占める割合というものは、やはり高くはないのかなと、その

ように考えております。そういった中で、大空町の魅力をいかに広めていくか

ということは大変重要であると思いますし、そこを広めるために、職員一生懸

命頑張って取り組んできた成果が１６８名の移住者の増につながっていると

思いますし、さらにはその数字には表れない、本来は大空町から離れて行った

かもしれないけども、とどまってくれた方も見えない数字として私はいるん

だと、そのように考えております。また、ブランディングのお話もいただきま

した。大空町では現在、地域ブランディング事業として、認知度の向上に向け

た各種プロモーションを展開していくこととしております。その中で、現在、

町で運用している移住に係るホームページやＳＮＳオオゾライフについても、
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地域ブランディングと連携し、より効果的な情報発信ができるように検討し

てまいりたいと、そのように考えているところであります。なお、地域ブラン

ディング、町の認知度向上にあたっては行政だけの力ではなし得るものでは

ありません。町内の事業者や団体のほか、町民の方一人一人にブランディング

コピー、見ていたい空がある、ひとがいる。北海道大空町。に込められており

ます町の魅力を認識いただき、自信を持って大空町は魅力的な町であると町

外の人に広めることができるよう、町内に向けたインナープロモーションを

進めていき、町全体で大空町のブランドを高めていけるよう事業を進めてま

いりたいとそのように考えているところであります。 

 

◇議  長 ８番、上地史隆議員。 

 

◇上地議員 最後３点目の質問をさせていただきたいと思いますが、空き家の

利活用について、あと移住の関係でございますが、空き家バンクのほう新た

に２６件で、そしてマッチング２１件ってすごいなと、実績を聞いた中、すご

く取り組まれているなと。また、説明の中でも空いている住宅なども確認し

て、やはり少しでもいい状態で活用していただく、そのことによって老朽化

とかした場合、やはり最終的には壊さなきゃいけないとか、いろいろな課題

も出てしまうので、それもしっかり取り組んで、今後も行っていただければ

と思っております。そして移住の相談も７６件ほどだったと思いますが、実

績値ですけど、大変相談の体制がいいという言葉をお聞きしております。定

住サポートの会でもですね、そのようにもお聞きしてましたが、それはすば

らしいことだなと思っております。また、今回政策で移住体験の施設を新た

に空いている教員住宅そして公営住宅等を活用するということで、すばらし

いことだなと思っております。今までは新規就農の関係のメルヘンのところ

の５棟だったと思うんですけど、そこですねなかなか利用はしてくれるんで

すけど、そこで移住の件数、年度によっては少ないときもあるので、やはりも

う少し選択肢が増えるのは、やはりメリットがあるのかなと思っております。

ですけどその一方で、すばらしい取組だとは思ってはいるんですけど、それ

こそ実際に有名なところだと、十勝の清水町、丸ごとホテルってうたってる

ぐらいすごく移住政策、体験に対して力を入れて取り組んでおります。良品

計画と連携をしながら、本当にすばらしい施設をつくって、だからといって

も地元の企業もしっかり使っているとか配慮もしながら、本当にすばらしい

なと思っております。そして、またそれだけではなくて建物だけではなく、生

活スタイル、体験、そういうものも、しっかり、エアビーアンドビーだったと

思いますが、そこと連携しながら新たな生活など、本当に人に興味を湧くよ

うなことをうたっております。そのような取組も、やはり行政だけではなく

民間ともブランド力も生かしてしっかり取り組んでいって、ノウハウとかも

使いながら行っていくべきだと、そのように思っております。また、最近話題

となっているのは二地域居住、という言葉が最近出るようになってきました。

国土交通省の資料を参考にさせていただいたんですけど、二地域居住の生活

の促進について、実際に北海道とかも二地域居住促進計画っていうものを立

ててるんですが、有名なとこで厚真町というところを今回参考にしてもらっ
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たんですが面白い取組をしてました。ふるさと町民制度と言って、どういう

ものかと言いますと、定期的に来町される、継続的に来町し行事やイベント

とか地域の活動に参加してもらう、社会貢献をしてもらうと、そして、またそ

れだけではなく交流アプリに入ってもらうと、そして特典はどういうものが

あるかといいますと、住民と同じように公共施設を利用したりできますし、

そしてまた、ごみの排出とかあとは移住の体験の住宅とか利用する場合に割

引なども受けられるということでございます。そしてまた面白いのが、先ほ

ど言ったように民間のノウハウという視点ではありますが、特定居住促進支

援法人というものも指定をしております。都市部とですね地方を結ぶそうい

った取組をする企業に対して指定をしております。申請をしていただいてで

すね。そういったものも必要ではないかと、二地域のメリットとしては、やは

り関係人口を生むこともありますし、都市部から地方へ人の流れをつくると

いうこともあります。新たなビジネスとか、雇用の創出、そして消費等の需要

の創出など、いろいろ得るものがあると思います。これから主になってくる

のではないかと思っておりますが、このような取組等ですね、検討していく

考えはないのか、改めてお聞かせをいただければと思います。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 まず空き家バンク等については、登録後すぐ購入をいただいて、

順調に登録してすぐ売却ということが進んでいて、逆に登録物件が足りてい

ないような状況になっております。空き家を購入いただいて住んでいただく

ということは大変ありがたいところなんですけども、これは建築費が高騰し

たということもあって、今後、この空き住宅を活用して自分なりにリフォー

ムをして住まれるという需要というのは、今後も増えてくるんだろうと、私

はそう思っておりますので、そういった中でしっかり空き家登録いただける

物件をリサーチするなど、そういった意味での空き家バンク制度というもの

をさらに充実させていきたいと考えているところであります。 

また十勝清水町では、あそこ丸ごとホテルというか民泊をやっておられる

地域でございます。なかなか当町の中で民泊と言っても難しい部分ではあり

ますけども、そういった先進自治体、そういったものもいろいろと参考にしな

がら、大空町としてはどんなことができるのかということは考えていかなけ

ればならないのかなと考えております。 

また、二地域居住のお話もいただきました。二地域居住につきましては主た

る生活拠点とは別に特定の地域に生活拠点を設ける暮らし方でございまして、

個人のメリットとしては、新しい体験やコミュニティ参加による多様なライ

フスタイルの実現を通じたウェルビーイングの向上、自治体側のメリットと

しましては、都市部から地方部への人の流れを生むことで、地域の担い手の確

保や、消費等の需要創出、関係人口の創出、拡大を図ることができるなど、個

人、自治体双方にとってメリットがあるものとして、現在、国や北海道におい

ても推進されているものと承知しているところでございます。この二地域居

住を推進するためには、実際に二地域居住を希望する方が町に、やはり一時滞

在するための住居が必要となりますが、現在の町内では気軽に一定期間居住
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いただける住宅が少ないことが課題でありました。そのため、先ほど述べさせ

ていただきました移住体験住宅が整備された場合には、そのような方を積極

的に受け入れることが可能となりますので、二地域居住の推進につきまして

は、今後の課題として先進自治体などを参考にしながら、また先ほどのふるさ

と町民制度、そういったものも検討しながら進めてまいりたいと考えており

ますので、ご理解いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

 

◇議  長 ８番、上地史隆議員。 

 

◇上地議員 町長、これから検討していただくということでありましたし、ま

た新たに政策としてそういった住宅も整備していくということであります。

今後、いろいろな課題も出てくると思いますが、しっかりと課題を分析して、

そして今回、女満別地区だけなので、将来的にはやはり先ほど高校の話もあ

りましたが、実際に高校、道外から来られてる方もいますし、町外から遠くか

ら来られてる方もいますので、保護者の方と話す中でも拠点みたいな欲しい

なという意見も聞くことがあります。そういった点からも、やはり将来的に

は高校もありますし、魅力化の一つとして東藻琴のほうも検討していただけ

ればというふうに思っております。また、今後進めるにあたって、先進地とか

もありますので、そういったところを視察しながら町独自のものをつくって

いただきたいと思いますし、また今回、特定居住の促進計画のことも触れま

したので、ぜひそういったものも策定とかですね検討していただければと思

っております。今後大事な生活スタイルになっていくと思いますし、いろい

ろなニーズに応えていかなければいけない時代に入っていると思いますので、

よろしくお願いいたします。 

以上で質問を終わります。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 ありがとうございます。今回、提案させていただいております移

住体験施設につきましては、いずれも女満別地区を予定しておりますが、今

後の利用者や移住相談者のニーズを踏まえながら、必要に応じて女満別地区

及び東藻琴地区への整備も検討してまいりたいと、そのように考えていると

ころであります。 

人口減少対策につきましては、先ほど申し上げました総合戦略の３つの基

本目標に基づいた施策を着実に進めていくことが、まずは必要ではないかと

考えているところであります。その上で、今回提案させていただいております

施策を含む移住、定住施策を効果的に展開していき、より多くの方に大空町に

興味を持って訪れてもらい、そして最終的に移住、定住をしてもらえるよう今

後も取り組んでまいります。町独自の施策というものは現在は持ち合わせて

おりませんけども、国の施策や他市町村の事例など幅広い情報収集を行い、取

り入れるべきものは取り入れ、また現行施策についても随時、検証と見直しを

行い、人口減少の抑制等持続可能なまちづくりの実現に向けて着実に取り組

んでまいります。あわせて議員の中でも、斬新で先駆的な施策等がございまし
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たら、ぜひご指導いただければ幸いでございます。 

どうもありがとうございました。 

 

◇議  長 これにて上地史隆議員の一般質問を終了します。 

ここで１０分間の休憩といたします。再開はブザーをもってお知らせいた

します。 

 

    （休憩 午後 ２時０５分） 

 

    （再開 午後 ２時１５分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

     ◎日程第７ 一般質問 

◇議  長 日程第７、一般質問を続けます。 

次に５番、森賀祐司議員の一般質問を許します。 

 

◇森賀議員 令和８年第２回定例会通告にしたがい質問させていただきます。 

本年４月の町長選挙により松川町長が再選をされました。本定例会におい

て、２期目初めての町政執行方針が示されましたので、以下の２点について町

長の考えを伺います。 

１点目、企業誘致の在り方の中で企業振興促進補助金の助成基準の見直し

を行うとありましたが、補助金も大切なんですけれども、もっと積極的にこち

ら側から企業にアプローチして誘致につなげるべきだと思いますが、町長の

考えを伺います。 

２点目、ゼロカーボン事業についてです。再生可能エネルギーゾーニングマ

ップが示されましたが、基幹産業が農業である大空町では、太陽光発電の効率

のよい場所は優良農地であることから、ほとんどが保全エリアとなっており

ます。ゼロカーボン達成のためにどのように進めていくつもりなのか、町長の

お考えを伺います。 

以上２点についてよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 森賀議員の一般質問についてご答弁申し上げます。 

まず企業誘致について、積極的にアプローチすべきではということでござ

います。議員ご指摘のとおり企業誘致につきましては、単に制度を整備し待つ

姿勢だけではなく、町として主体的かつ積極的に働きかけていくことが重要

であると認識しています。今回の企業振興促進補助金の要件見直しにつきま

しては、時代の変化や企業ニーズに対応し、より活用しやすい制度へと改善す

るものであります。様々な可能性について事業者と積極的に意見交換などを

行い、地域の活力につながる事業展開につなげてまいりたいと、そのように思

っております。近年、情報通信技術の進展や時間や場所にとらわれない柔軟な
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働き方が可能となっており、テレワークなど本社と距離のある地方で就業す

る傾向もあります。官民連携手法の導入を視野に入れながら民間事業者のノ

ウハウやネットワークを活用した誘致活動を推進するとともに、本町の強み

である交通アクセスや自然環境、さらには空港と近接する立地特性など最大

限に生かし、各部署が連携しながら、各施策とあわせて協議、検討してまいり

ます。また、企業の進出を持続的なものとするためには、人材の確保と定着が

不可欠であることから、外国人労働者を含め誰もが安心して暮らし、働くこと

ができる地域づくりを進めてまいります。具体的には、生活支援や多文化共生

の環境整備、地域との共生に向けた取組を進め、企業にとっても選ばれる地域

となるよう努めてまいります。今後におきましては制度の見直し、官民連携、

立地を生かした誘致活動、受入れ環境の整備を一体的に進めることで、時代の

変化に柔軟に対応しながら、本町への企業立地の実現と地域経済の活性化に

つなげてまいります。 

最後に、ゼロカーボン達成のための考えであります。これも議員ご指摘のと

おり、本町におきましては基幹産業が農業であり、日照条件や地形等の観点か

ら太陽光発電に適した土地の多くが、結果として優良農地と重なっている現

状にあります。このためゾーニングにおいては、食料生産基盤である農地の保

全を最優先とし、相当部分を保全エリアとして位置づけたところであります。

一方でゼロカーボンの達成は重要な政策課題であり、本町としてもその推進

に取り組む必要があると認識しております。その考え方でございますが、単に

発電量の最大化を追求するのではなく、地域の基幹産業や生活環境との調和

を図りながら、持続可能な形で導入を進めていくことが必要であると考えて

おります。具体的には既存施設の屋根であったり、遊休地の活用、農業との両

立が可能な手法の検討、さらには省エネルギーの推進など、複合的な手段を組

み合わせることにより、ゼロカーボンの実現を目指してまいります。また、ゾ

ーニングにつきましても、今後の技術動向や社会状況の変化を踏まえ、必要に

応じて見直しを行うなど柔軟に対応してまいりたいと考えております。いず

れにいたしましても、本町の持続的な発展を支える農業と、地球温暖化対策と

しての再生可能エネルギーの導入を両立させる観点から、慎重かつ着実に取

り組んでまいります。 

以上、１回目のご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 ５番、森賀祐司委員。 

 

◇森賀議員 町長からの答弁で、各企業と、また意見交換などを進めながら、こ

れからも企業誘致について考えていきたいということだったので少し安心し

ております。やはりこちらから積極的にアプローチしていかなければ、企業

誘致はなかなか難しいと考えます。例えばですが、データセンターなどを誘

致することはできないでしょうか。データセンターに関しましては、冷房冷

却や騒音の問題等があり、都市部では課題が多いようです。もちろん過疎地

域、農村部でも、通信インフラの整備や、電力供給の問題を解決しなければな

りませんが、北見市にデータセンターを開設した企業もございますし、ＡＩ

の発展に伴いＡＩに不可欠なデータセンターの需要もまだまだ伸びていくも
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のと思います。いずれにしましても企業誘致に関しましては、大空町の制度

や立地のよさなどＰＲし、誘致にかける本気度を繰り返し示していくことが

大切であると思います。 

これについて町長の意見をお願いしたいと思います。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 まず企業への積極的にアプローチでございますけども、業種をあ

る程度絞った中でアプローチをしていくということが必要であると思います

ので、そういった観点から今後も必要に応じて、または各種、様々な情報等を

得た中で、しっかり取り組んでまいりたいと思いますし、あわせてやはり、こ

れまで過去数度、同じような質問でお答えしておりますように、今、うちに進

出していただいている企業をしっかりサポートできるように、そういったと

ころも行ってまいりたいと考えているところであります。 

次にデータセンターをというお話をいただきました。ご指摘のとおりデー

タセンターを初めとした成長分野の企業に対し、町から積極的にアプローチ

していくことは、重要であるのではないかと認識しているところであります。

私もデータセンターという言葉はよく耳にして、隣の市でもデータセンター

ができたということでございますが、実際にデータが蓄積されるような、そう

いったものが整備されるけども、そこにどれだけの職員が必要なのか、どれぐ

らい雇用増として生まれるかということは正直分かってございません。そう

いった中でありますけども、昨年度、経済産業省が進めるデータセンター集積

に関する取組におきまして、北海道が道内自治体を対象に公募が行われ、本町

については、それに対し応募したところであります。応募に当たっては、町有

地の状況や送電インフラ、通信環境などについて、整理したものを報告したと

ころでありますけども、北海道側から求められた、そのデータセンター設置の

面積要件であったり、電力需要量などの条件が非常に高いというか、厳しくて、

結果として選定には至りませんでした。一方で、今回の応募を通じまして、本

町のポテンシャルや課題といったものが明確になったものと捉えているとこ

ろであります。今後こうした経験を生かしながら関係機関と連携し、条件整備

や情報収集に努めるとともに、機会をとらえまして、積極的に提案要望を行う

など、引き続き企業誘致に取り組んでまいりたいと考えております。 

以上です。 

 

◇議  長 ５番、森賀祐司委員。 

 

◇森賀議員 大変ありがとうございます。私も議員として、もしそのような発

言できるような機会がありましたら、頑張って発信アピールを続けていきた

いと思いますので、どうぞよろしくお願いします。 

続きまして２点目、ゼロカーボンに向けてであります。ゼロカーボンに向け

て、どのように行っていくかということでは、いかに実効性を高めていけるか

ということが大切だと考えております。自分は農家ですので農業関連の話が

多くなってしまいますが、農林水産省がゼロカーボンに向けて新たな取組と
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して、化学農薬使用料５０％低減、化学肥料使用料３０％低減、有機農業への

取組面積の割合を２５％にする、拡大するなどという目標を示しております。

なかなか高いハードルだと考えております。どの業界でもそうでしょうが、今

までの在り方を変えるのは大変難しいことと思います。町、企業、個人が意識

を変えて、少しずつゼロカーボンに向けて行動していくことが大事だと思い

ます。そのためには正確で新しい情報を常に収集していただいて町民に発信

していただきたいと思います。 

これについて意見をお願いいたします。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 森賀議員のご質問にお答えさせていただきます。 

ご承知のとおり、やはりこの地球温暖化対策実行計画、そして本町が宣言い

たしましたゼロカーボン、これを着実に推進していくためには、行政だけでは

できることではなくて、ご家庭であったり、農業者であったり、事業所、そう

いった各分野がそれぞれの役割を果たしながら、町全体で取り組んでいかな

ければ達成できないと、私はそのように思っております。まず、その中で行政

といたしましては、計画の進行管理を適切に行うとともに、各分野の取組を後

押しするための制度設計や支援策の構築、さらには国や北海道の施策と連携

を図りながら、全体の推進役としての役割を果たしてまいりたいと、そのよう

に考えております。 

次に、各家庭におかれましては省エネルギー機器の導入や、節電行動の定着

など、日常生活における行動変容が重要でありますことから、普及啓発や補助

制度の活用によりまして、無理なく取り組める環境づくりというものも検討

してまいりたいと考えております。農業分野につきましては、農薬や化学肥料

の低減、適正施肥、農業機械の導入など、環境負荷低減と生産性向上、両立す

る取組について、ＪＡ等関係者、関係機関と連携しながら、進めてまいりたい

とそのように考えております。また、事業所におきましては、省エネルギー設

備への更新や、再生可能エネルギーの適切な導入を促進するとともに、地域と

の共生を前提とした事業活動が行われるよう、情報提供や対話の場の確保に

努めてまいりたいとそのように考えております。今後の進め方といたしまし

ては、これら各分野の取組を個別に進めるのではなく、相互に連携させながら

段階的に実証、検証を行い、その成果を踏まえて施策の拡充につなげていく考

えでございます。あわせて取組の進捗や成果については適切に見える化し、町

民、事業者と共有することでさらなる行動の促進につなげ、計画目標の達成に

向けて地域一丸となって取り組んでまいりたいと、そのように考えていると

ころであります。 

 

◇議  長 ５番、森賀祐司委員。 

 

◇森賀議員 ぜひとも町民が納得して行動できるよう取り進めていただきたい

と思います。 

これで一般質問を終わります。 
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◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 ゼロカーボン実現のためには、やはり町民皆様のご理解とご協力

がなければ、実現、達成することはできないと考えておりますので、引き続き

町民皆様のご理解を得られるよう取り組んでまいりたいと思います。 

ありがとうございました。 

 

◇議  長 これにて森賀祐司議員の一般質問を終了します。 

暫時休憩します。 

 

    （暫時休憩 午後 ２時３１分） 

 

    （再  開 午後 ２時３２分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

     ◎日程第７ 一般質問 

◇議  長 日程第７、一般質問を続けます。 

次に７番、岩原繁議員の一般質問を許します。 

 

◇岩原議員 令和８年第２回大空町議会定例会通告に基づきまして質問させて

いただきたいと思います。 

まず、松川町長２期目スタート、ありました。私も２期目ということで、今

後４年間ですね、しっかりまた、まちづくりのために一緒にともに頑張りたい

と思いますので、よろしくどうぞお願い申し上げます。 

さて、今回の質問でございますが、北海道新聞での情報がもとだったんです

が、地域医療の現状についてということで連載特集が組まれました。これ現状

の部分も含めてなんですが、医療と介護は一体となり取り組むといった部分

について、現在どこでも悩んでおります医師不足や看護師不足、あるいは病院

の経営の厳しさ、地域医療を取り巻く環境が報じられました。本町は、令和６

年から１７年にかけての医療計画に基づきまして進められておりますけども、

高齢化が進行する中、町民が安心して暮らし続けるためには、身近な医療体制

の維持、確保が極めて重要であると考えております。そこで本町の地域医療の

現状と今後の対策について、質疑についてお伺いいたします。一部、同僚議員

からの質問も重複するかと思いますけども、その点ご了承いただきたいと思

います。 

まず１番目です。本町の地域医療の現状認識ということでございます。現在、

本町における医師、看護師、あるいは介護の従事者含めた医療介護従事者の確

保状況について、どのように把握をなさっているかをお伺いさせていただき

たいと思います。また、それに伴いまして、今後１０年程度を見据えた場合の

課題をどのように捉えているかをあわせてお願いいたします。 

２番目です。医療人材確保対策についてでございます。地域医療を維持する
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ためには、医師のみならず看護師や介護職員、あるいは例えば薬剤師とか医療

従事者の部分でそれぞれの職種があると思います。その部分についての確保

は当然必要となり最重要であると思います。人材確保対策の現状と今後の取

組についてもお伺いをいたします。将来的な地域定着を目的とした奨学金制

度だとか、修学金資金の貸付け、援助制度、以前、私もこれについてはお聞き

をしておりますけども、改めて創設について検討するお考えはないかをお伺

いしたいと思います。 

３番目、若者の地元定着に向けた取組ということでございます。大空町の近

隣には、オホーツク圏域中には、東京農業大学のオホーツクキャンパスがあり、

日赤の北見看護大学あるいは北見工業大学、それぞれの教育機関がございま

すけども、特に医療、介護、福祉分野におきまして、専門的なことについて大

学やあるいは大空高校、近隣高校との連携による地域の人材育成についてど

のようなお考えをお持ちなのかを、お聞きしたいと思います。 

それから最後です。近年、在宅医療、訪問医療体制ということで、非常に病

院での治療を受けることだけでなくて、住み慣れた地域で療養を継続できる

体制づくりが求められております。本町における在宅医療や訪問看護体制の

現状と課題についてということで、細かく４点でございますけども、１回目の

ご質問させていただきます。 

よろしくどうぞお願い申し上げます。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 岩原議員からの一般質問、持続可能な地域医療体制の確保につき

ましてご答弁申し上げます。 

１点目、本町における医師、看護師等の医療従事者の確保状況につきまして

です。町内には、医療法人社団双心会が設置、運営している女満別中央病院及

び町が設置し、医療法人社団双心会が指定管理者となり運営いただいており

ます大空町東藻琴診療所の２か所の医療機関があります。医師、看護師等の医

療従事者は、各医療機関において医療法に基づき配置する必要がありますが、

特に女満別中央病院の入院病棟を維持する上で、各病棟に必要とされる看護

師の人数が基準を下回らないよう、常に求人をしている状況であると承知し

ています。また、病院運営に対する町民のご意見を伺うために開催しています

地域医療懇談会では、看護師不足への心配の声もいただいており、ハローワー

クやホームページの求人募集だけではなく、若い年代に届けるためＳＮＳ等

を活用しなければならない時代であるとのご意見もありました。そのような

中にあって、令和８年度においては看護師を３名採用されたほか、町が株式会

社タイミーと連携して実施いただいている隙間バイトを活用され、日中の看

護師または介護職員として３時間程度就業いただいており、常勤看護師等の

負担を軽減できているとの報告を受けています。詳細の状況につきましては、

後ほど担当課長から説明させます。また、今後１０年程度を見据えた場合の課

題につきましては、看護師を目指す学生確保が困難となり、看護師養成学校が

減少している現状や都市部への人材集中などから、医療従事者確保がますま

す難しくなるだけではなく、特にコロナ流行期以降の患者数の減少により、病
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院の経営状況を改善するためには病床を再編するなどにより効率的な運営体

制とする必要があると考えております。 

２点目でございます。医療人材確保対策につきまして、本町においては医療、

介護人材確保事業補助金の交付により、医療機関が医療従事者を採用する際

に必要な経費を３年間で１００万円補助しています。事業の開始当初は町内

病院、介護施設等に就業した従事者に直接補助する形でしたが、事業者側から

の申出により令和４年度から事業者が負担している人材確保の経費に補助す

る形に見直しを行いました。このほか医療環境等充実事業補助金における各

事業区分のうち、人材確保に関する区分では、昨今の人材確保が困難な状況か

ら令和７年度以降５００万円増額し２，５００万円を補助しています。 

次に、奨学金や修学資金貸付、援助の検討についての現段階の考えでありま

す。さきに述べた医療環境等充実事業補助金につきましても、人材確保は病院

を維持するために欠かせないと判断して増額していますが、町の予算を青天

井に増額できないという状況もありますので、奨学金、奨学資金貸付、援助を

実施する場合はかかる事業費を差し引く考えであれば、実施できないことで

はありません。ただし、町が一方的に進めるだけでは効果的な対策となりませ

ん。病院はすでに独自の奨学金貸付制度をお持ちであり、また北海道に同様の

制度もありますので調整するのはもちろんですが、現段階では町に対して奨

学金、修学資金貸付、援助を求められておりませんので、法人と協議して実施

しなければならないものと考えております。 

３点目、若者の定着に向けた取組につきまして、管内の看護師を養成する日

本赤十字看護大学との連携でありますが、新卒の若い人材に医療従事者とし

て大空町に就職していただきたい、大空町の病院の魅力をＰＲしたいという

思いはありますので、学校を訪問し町としてのＰＲや病院職員と同行してＰ

Ｒすることは可能と思われますが、現実としては道内の各赤十字病院か、もし

くは大規模な病院への就職が多い状況でございます。連携とは別の観点でご

ざいますが、看護師に関しましては、新人期間は様々な領域で経験を積み幅広

く知識と技術を身につける必要があると考えますと、大規模な医療機関で看

護師としてのキャリアをスタートすることが、看護師という職業においては

ある意味望ましいという実態もあります。役場内部でも同じ医療職である保

健師から話を伺いましたが、新人期間を経て経験を積んだ後に出身地へ戻り

たいというと思う方が多いということであります。その際に、魅力ある町であ

り町内医療機関が魅力ある職場環境であることが勤務先として選択していた

だき、長く勤務していただけることにつながるものと考えております。 

最後に、在宅医療、訪問医療体制についてでございます。女満別中央病院に

おいては、入院病棟があるため医師が不在となることはできませんので、訪問

診療は行っていません。東藻琴診療所は、在宅療養支援療養所として在宅診療

往診を行っています。また、大空町は美幌地域訪問看護ステーションによる訪

問エリアとなっておりますので、両医療機関とも訪問看護ステーションと連

携して診療を行っております。診療件数などの実績につきましては、後ほど担

当課長から説明をさせます。また、在宅医療における課題につきましては、今

以上にニーズが増えていくことが想定されているところでありますが、医師

確保の問題もありますので、医療ＤＸの活用により医師の負担を軽減するな
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ど、診療環境を整えるための支援についても継続しなければならないと考え

ているところであります。 

以上、１回目のご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 宮田福祉課長。 

 

◇福祉課長 私からは岩原議員からいただきました１点目のご質問につきまし

て、医療従事者の確保状況に関してご説明をいたします。 

女満別中央病院において、令和８年６月１日現在の医師の人数につきまし

ては、常勤１人、非常勤６人が勤務しており、看護師については常勤１０人、

非常勤１１人、准看護師は常勤６人、非常勤６人が勤務しています。看護職員

は合計すると３１人でございます。医療法による基準や診療報酬算定上の基

準がございまして、急性期の患者が入院する一般病棟では、患者１０人に対し

て看護師１人以上を配置しています。慢性期の患者が入院する療養病棟では、

患者２５人に看護師１人以上を配置しています。２４時間体制、３交代制で配

置をしていますが、夜勤を担う看護師を確保することが難しいため、夜勤職員

に関しては常に求人をしている状況です。夜勤の時間帯である２２時から５

時まで勤務する看護師については、ガイドラインや診療報酬算定の基準によ

り月平均で７２時間以下、専従者については１４４時間以下に制限をされて

いますので、特定職員に夜勤が偏ることはできない仕組みとなっています。 

今年度の採用の状況について申し上げます。令和８年４月に一般病棟で常

勤看護師１人、５月に療養病棟でパート看護師１人、６月に夜勤専従看護師を

１人採用されています。また、株式会社タイミーの短期アルバイト募集を活用

し、一般病棟で毎日３時間から４時間のパート１人を確保しており、短時間で

はあるものの看護師の負担軽減となり、大変効果的に活用されていると報告

を受けております。外来につきましては、医療法の基準では患者３０人に対し

て看護師１人という基準であり、現状において診療に必要な看護師を確保で

きており募集はしていない状況であります。 

続きまして、介護施設につきましてでございます。女満別ドリーム苑におけ

る特別養護老人ホーム、短期入所、デイサービス、訪問介護を合わせた介護、

看護職員につきましては、令和７年３月３１日現在で合計５４人の職員がい

らっしゃいます。東藻琴福寿苑における前述したサービス合計で、令和６年４

月１日時点でありますが４４人となっております。 

続きまして４点目のご質問にありました訪問診療、訪問看護の状況につい

てご説明申し上げます。東藻琴診療所の訪問診療につきましては、実績といた

しまして令和７年度実人数２人、延べ人数で２５人となっております。 

次に、美幌訪問看護ステーションとの連携による訪問実績についてです。令

和６年度は実利用者１２人であり、医療保険のご利用で延べ６００回のご利

用となっております。 

現況や実績のご説明は以上となります。 

 

◇議  長 ７番、岩原繁議員。 
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◇岩原議員 はい、ありがとうございます。細かく数字も上げていただきまし

てありがとうございます。 

私も病院のほうにもちょっとお電話で現状について等々、ドリーム苑もそ

うなんですけどもお話を伺いました。本当に先ほどタイミーを利用してると

いうのがありましてね、本当こういった分野でも利用されて、パートですね、

おられたという、ちょっと浸透してるなと。ただ、お値段が高いなとおっしゃ

ってましたけど、そこら辺は契約等々の部分があると思うんですけどもね。で

も、これが身近に活用されて細かに配置されれば、非常にそれはありがたいな

という部分で、今まで狭い範囲の募集の枠が結果的には多様な部分で、ＳＮＳ

など使いながらも、そういった人材を確保できてきてるというので、本当にち

ょっと安心するところがあります。ただ、いろんな中でドリーム苑については、

ミャンマーから来られた方６人、３人、３人で来て、何か日本語検定も２級で

すか、なんか合格した方がいらっしゃって、今度そうすると介護福祉士の資格

を取れば何か永住権だとかもらえると、この６人がやっぱり、ほかのところに

盗られるっていうのはあれですけども、移動かけないで大空町の同じ施設に

とどまって勤めてるということは、やはり環境的にも行き渡っているからと

いうような部分だなというふうには思います。私、そういった意味では非常に

うまく現代的には、今、町長からもお話あったとおりにそういった部分では充

足してるというとらえ方をしてるんですが、ただ、これ今、例えば中央病院の

ほうで、課長のほうからも今、数字的なものをいただきましたけども、実際に

一般病棟の入院患者数、あるいはその療養の病床のいわゆる稼働率を見た場

合にこれが満杯になってくると、この人数でやはり立ち行かなくなると。ある

程度の現状のいく患者数であるから何とか回し切れてると、例えば、回し切れ

てるんですが、実はそこに夜間に対する利用者数が少ないといった場合もあ

り得ると、あるいは介護施設においては、そういった向きの、実は来られても

例えば半年はいわゆるサポーターに回らなきゃいけないとかですね、そうな

ると１人足、１人でいたものが１人でなくなる。まだまだ足りない、もっとち

ょっと大きくならないと。これ両方とも、病院ともですね、介護施設も、やは

りその経営の部分からいけば、雇えばいいっていうような部分ではないとい

うふうに思うんですが、ただ、そういった心配も、あるということはお話を伺

っておりました。そういった意味で、私はこれから今後１０年、その場合課題

というものはなかなか残っているので、この本当にそういった、そのものを、

媒体を利用して、来るのか来ないのかというよりも全体的な人口が減少して

いる中で、そういった意味ではお互いが取りあいの競争になるのかなと、いう

ふうに考えて心配してるとこなんですが、その辺ちょっともう一度、現状を踏

まえた上での１０年先といいますか、その部分について町長のお考えがあり

ましたらお聞かせいただきたいと思います。 

よろしくお願いします。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 岩原議員からのご質問にご答弁させていただきます。 

ある意味、私も岩原議員と同じ認識でございます。今後１０年後、医療従事
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者あるいは介護施設で働く従事者の確保というのは、私は相当厳しくなって

くると、そのように考えております。それは当然、子どもの数も減っています。

そういった中で、さらにそこから医療職を選択する、あるいは介護職を選択す

る子どもの数というのは、やはり少なくなってくるんだろうと思いますので、

これから医療あるいは介護を今のまま維持していくというのは、私は難しい

時期に差しかかっているのではないかと、そのように考えております。そうい

った中で、私は双心会あるいは両福祉会と話す機会があったときに申し上げ

ますのは、これからさらに医療あるいは介護従事者というのは確保できなく

なると、特に福祉関係については、今は外国人の方に来ていただいております

けども、それすらきっと日本に来てくれなくなる時代が私は来るのだと思っ

ていて、そうなったときに、今の病院、双心会の女満別中央病院であれば、８

２床あるところ、これから１０年後も８２床を維持していくことというのは、

私はできないと思っています。これは特養の両福祉会６０床も私は同じであ

ると思っていて、やはりですね、人口あるいは働いてくれる人の数に見合って、

先ほどのスマートシュリンクではございませんけども縮小を考えていかなけ

ればならない、そういったことを検討していかなければならない時期に差し

かかっているんだと、そのような認識を持っているところであります。 

 

◇議  長 ７番、岩原繁議員。 

 

◇岩原議員 ありがとうございます。同じ問題意識の共有ということを確認さ

せていただきました。本当にこれからですね、まして私、個人的なこと言えば

今後１０年間ということになれば、今の年考えたら１０年アップするともう

本当に、次の私たちの、私たちの年代の同級生で話し合ったんですが、ちゃん

としたところで、今のところでいけるのかなっていう、そういう心配をみん

な酒を飲むと最後なんかそんな話になったりなんかするもんですからね。特

に１０年後ということがやっぱり心配になるんです。ただ、１０年後を心配

することで、今からやっておかないと１０年後にその人材がどういう形の中

で埋まっていくかっていうことを、やはり計算じゃないんですけども考えて

施策を打って、その方策を探らなければならないんじゃないかな、というふ

うに私は思いました。先ほどの各病院の中でも、医療人材の確保の２番に移

らせていただきますけども、医療の人材確保対策の部分でも、これは本当に

１００万円の３年間の中で１年超えたら５０万、２年目で３０万、３年目で

９０万ということでした。ただ、聞きますとね、今、１００万だったのが、１

５０万だという話も実はありました。聞いたら、本当に年々、人材派遣じゃな

いですけど、頼むと値段が上がってるんだといった、そして、それが途中で半

年以下で、もうちょっと気持ちが変わってどっかに移りたいということにな

るわけです。とめることもできないので、結局やめた場合に施設側が委託会

社にはお金を払いますけども、あるいは町から１年目の部分の５０万、半年

以降たつと５０万入ってくると思うんですけども、途中でそれまでにやめて

しまえば全額施設側や病院が結局負担して払わなきゃいけないというような

実態があるということも含めますと、本当にそういったところにずっと将来

的にもお願いをして、外国人もそうなんですけども、そういう方々が来ても
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らえる、その人材確保の方法が本当に将来の方でいいのか、ということを考

えますとやっぱりちょっとそこら辺を次の世代から考えなきゃいけないとい

うふうに思うんですけども、それについては町長どのようにお考えとかあり

ますか。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 確かに人材確保でこられた外国人の方は比較的長く勤めていただ

いてるんですけども、特に日本人の方が１年でやめられてしまったとかとい

う話はお伺いしています。確かに、そこを使って雇用していても、１年、２年、

短期でやめられてしまうといういたちごっこというのが繰り返されていくん

ではないかという懸念は私も思っておりますけども、そのことに関して町と

してどう思ってるかと言われても、まずは、そこは法人としてどう考えてい

るのかということが私はまず大事だと思っていて、それを考えて町に対して

相談が来るということではないかなと思っておりますので、まずは、私はし

っかり法人の話を伺いたいと、そのように思います。 

 

◇議  長 ７番、岩原繁議員。 

 

◇岩原議員 おっしゃるとおりです。本当にまずは現場の部分でしっかりと考

えていかなければならないと思います。 

その中で、私、先ほども同僚議員からもいろんな部分で奨学金制度、修学金

貸付制度云々という話が出たんですけども、私も前回お聞きして、いろんな部

分で、そういった意味では人材確保、東川町で前回は事例でお話しさせていた

だきましたけれども、いわゆる医療専門学校に行った場合に、年間３年間の中

で３００万かかるんだったら３００万補助しますと、その代わり一定期間、国

家試験とって学校卒業したときには、地元大空町に来て３年ないし５年間勤

めてくださいということをお約束した形の中での部分での奨学金制度という

か助成金制度ということはどうだろうかということも、前は提案させていた

だきました。ただ私、今回いろいろ話、先ほどの同僚議員からのいろんな部分

で町長の答弁聞かせていただいた中で、やはりちょっと云々よりも、やっぱり

それはこれから人材確保の計画ということを視点におけば、これは支援、人材

育成の支援制度みたいなものが考えられないかなというふうにちょっと思い

ました。というのはそういった部分で、うちで言っているその貸付云々という

よりも医療、介護人材の将来的に向かって、今回から始まっても５年後、６年

後の先の部分を見据えた上での事業スタートになれば、いわゆるそういった

意味ではこれから大空町の医療制度の部分で、そういった人材を確保するん

だという大枠の計画を町自体で持つということになってくれば、例えば大空

の高校生、大空町の人間が北見、網走に行っても、出身の子どもたちが医療関

係とかそういったところに行くときに、そういった育成の支援制度を使って

行ってもらう。そうすると卒業したら大空町に戻ってくると。これは先ほど町

長が大空高校云々に定まったものではなく、私はそれぞれの大空高校生もも

ちろんそうですけど、うちの大空町出身の子どもたちが高校から次の大学、専
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門学校へ行く、その提案ができた場合に、こういった部分の支援制度を活用し

て、将来的には大空町でそういった医療従事者になってもらうということが、

３番の若者の地元定着に向けた取組かなというような、そういった部分も考

えられるというようなことを実は考えております。そういうことであれば、広

く検討できるんでないかなと。いわゆる、まずはその中にもいろんな考え方が

あると思います。進学時の支援ですとか、あるいは先ほども出てました、いろ

んな部分では入学準備金の問題、月額の就学支援といった第１段階もあるで

しょうし、第２段階では地域の定着の支援ということで戻って来れるように、

ましてやどっかで医療従事した人間が、先ほども町長おっしゃってましたけ

ども、その方々が大空町で実は医療従事する部分での仕事をしたいという方

がいれば、それに対するＵターンの就労援助ですとか助成ですとか、税、そう

いった意味の助成もできる。あるいは、次は本当に住宅の、さっきの移住、定

住の問題でもないんですけども勤務を続けられるような、そういった継続支

援だとか住宅支援、あるいは子育てに対する支援も、そういうようなもの、い

わゆる単なる奨学金云々制度、助成金制度じゃなくて、そういった人材の確保

に向けての計画性を持った、いわゆるその支援制度というものはできないの

かなというふうにもちょっと考えてるんですが、町長のお考えをお聞きした

いと思います。 

よろしくお願いします。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 ちょっとご質問の内容がちょっと幅広過ぎてですね、ちょっと私、

看護の専門学校であったり大学を行った後、卒業した学生が大空町に来て就

職するという観点で申し上げたいと思います。 

まず通常、看護の専門学校あるいは大学に行った場合には、紐付きでは、紐

付きという言葉が正しいかどうかあれですけども、３年間ないし４年間、大学、

専門学校に通ったときに、就職、卒業後どこどこの病院に入っていただく、そ

れを条件にお金を３年間の専門学校なら３年、４年の大学なら４年間貸付け、

そして就職した場合には、就職して働いた期間に応じて貸していた奨学金を

免除するということを行っているところが私は大半であり、多くの学生がそ

ういった制度を活用されているんだと思っています。私の娘も看護師で３年

間の専門学校のときに、それを活用させていただきました。私が１番問題に思

ってるのは、先ほども当初の答弁で申し上げましたように、卒業した学生が看

護師の国家資格に合格したからといって、即戦力として医療機関で働けると

は私は思っていません。私の娘も病院で３年間ないし４年間、勤務が終わった

後に研究という名の勉強をやり、そして毎年レポートを書き、そういったこと

を３年間、４年間して、やっとある意味一人前の看護師として、先輩等につい

てもらわずに仕事をするというふうになっておりました。そういったときに、

議員が、うちには一つしかございませんので、双心会にご確認されてるかどう

か分かりませんけども、そういった補助を仮に出してですね、学生が卒業して

すぐ中央病院等に入ったときに、そこに対する教育体制というのが、きちんと

とれるのかというところに私は課題があるのではないかと思っております。



54 

 

双心会側のほうがぜひ新卒の学生でもいいから入ってほしいんだということ

であれば検討は可能で、同じような３年間、４年間働いてくれたら奨学金を免

除するという考え方は、ほかの自治体でもやっておりますので、そういった意

味では考えられるかもしれませんけども、やはりきちんといろいろな診療科

を経験しながら、私は成長していくものだと思いますので、そういった意味で

はしっかり、うちでいう法人の意向を確認しながら進めていく必要があるの

ではないかと、町の思いつき等だけでは、ちょっと進めることができない施策

ではないかなと、そのように考えております。 

 

◇議  長 ７番、岩原繁議員。 

 

◇岩原議員 はい、ありがとうございます。本当に確かにすぐ卒業したからと

いって現場で１級ですぐ従事できるかというと、なかなかやっぱり普通の技

能職であってもまず難しいでしょうし、経験、慣れというものがやっぱり出

てくるんでそれも絶対必要だと、時間的には必要なんだということはやはり

それはもう承知いたしました。当然そういうことだろうと思います。いわゆ

るそこについても、それ入れても時間的なやっぱりものは掛かるんだなと、

いうことは否めないなと思います。私、やっぱりそういった中の時間帯の部

分も含めた中で、今後、そういった国や道の支援制度との連動も必要かなと

いうふうに思いますけども、そういった部分を活用しながら、そういった部

分ではなるべく今から、私は気にしているのは、今からやっておかないと１

０年先の見据えた部分の人材確保は、非常に難しくなる時代に入ってくると。

今でもやはり難しいというのに、どうなるんだろうなということなので、ぜ

ひそういった部分では、今後に向けてというか、早急に検討していただけれ

ばというふうに願っております。事例ではいろんな部分で、道内でもいろん

な部分での貸付制度をやってるところの成功した例というのは紹介されてお

ります。これは医師、看護師だけではなくて、やはり付随する保健師、薬剤師、

理学療法士、作業療養士だとか、いろんな分野でそれを目指す学生を対象と

しているといったところがほとんどで、プラスそれに歯科衛生士、それから

診療放射線技師、そういった部分のあるいは介護でいうと社会福祉士、介護

福祉士、保育士を対象としたその福祉就職の職修学支援制度の部分をとって

いる、そういったところの道内には町村もあります。いずれにしても私はそ

ういった部分で、早めに何らかの形の中で、こういう形をほかの町で徐々に

道内でも何かそういった形の中で、制度化されている町村があるというふう

に聞いておりますけども、ほかはほか、うちはうちということで、もうそうな

んですけども、限られた療養機関の中で、病院の中で、本当に私たちが安心し

て受けられるような、そういった病院体制あるいはその中では必要な人材確

保を何か考えていただきたいというふうに思います。 

４番の在宅医療、訪問医療体制につきましても、これは今後、当然その中で

人数が多くなってくるということも含めて、そういった部分の今度は医師対

策の分も出てくるだろうなというふうに思います。 

最後にそういった部分で、私にとっては町長の今後４年間に向けての一つ

の決意というか、そういった部分も含めて最後にお聞きしたいと思うんです
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けども、いわゆる今、これは今日の質問で一連の部分で長々と話をしてますが、

一つは人材不足に対するお話であるというふうに理解していただけたと思い

ます。うちの場合は、今まで病院をどうしようかとか、介護施設をどうしよう

かということでなくて、今後の１０年間の部分、これからの４年間の部分につ

いては、私は施設があれば、建物があれば、何でもこの確保できるというもの

ではないということはもう重々分かっていることだと思います。とにかく人

材がいて初めて成り立つというものでありますので、将来にわたって安心し

て暮らせる大空町を実現するための医療、介護人材の確保、育成ということを、

そういうことについて町長の、最後、決意のほどを伺いたいと思います。 

お願いいたします。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 ありがとうございます。本当にこれから人口減少社会ですから、

当然人材の確保というのは、どこも取り合いで厳しい状況がこれからますま

す出てくると。それをいかにその人材を確保するかということも必要なんで

すけども、一方で、やはり大空町の規模に見合った賢い縮め方をするという

ことも他方ではしっかり考えていかなきゃいかなければならないと思ってお

ります。当然、医療、福祉の部分はですね、やはりこれは大空町に住み続ける

ためになくてはならないものでございますので、そういったところをこれか

ら先もしっかり、今の同じ規模で維持するというのはかなわないかもしれま

せんけども、ただやはり施設機能としてしっかり維持していくということは、

絶対これは必要でありますので、そういったところでは、関係する法人とし

っかり連携を密にして、やはり町民の皆さんが安心ができるということは、

やはり医療と福祉があるということだと思いますので、しっかりそこは私も

大切に１番重要なところと思って頑張ってまいりたいと、そのように考えて

おります。 

 

◇議  長 ７番、岩原繁議員。 

 

◇岩原議員 はい。ありがとうございます。町長の決意を新たにしました。 

ちょっと最後に、実はお願いをするのを忘れてまして、先ほど外来入院患者

数の利用状況等お話聞いたときに、今、一般病床の入院患者数がいきますと４

２人といいますか、３６人の部分でいってますけども、稼働率がちょっと入院

稼働率が１５、１６前後ということちょっと悪いんですが、療養病床について

は４０床のうちのもう８２．５％ぐらいの利用になってるんですね。というこ

と４０人ですから、それ３３人から３４人、多いときで３５人近くの療養の病

床があります。というのは、ちょっとお世話になってる方でいきますと、ちょ

っとあそこに実は３階にエアコンがついてないので、何とかつけられないの

かなということをちょっと言われましたので、最後、ちょっとお願いをして質

問を終わりたいと思います。 

ありがとうございました。 
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◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 ありがとうございます。女満別中央病院の建物は、所有者は町で

ございます。町の建物でございますので、しっかり法人と必要な整備箇所等

を協議しながら必要であれば検討してまいりたいと、そういうふうに考えて

おります。 

 

◇議  長 これにて岩原繁議員の一般質問を終了します。 

ここで１０分間休憩とします。再開はブザーをもってお知らせします。 

 

    （休憩 午後 ３時１７分） 

 

（再開 午後 ３時２７分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

     ◎日程第７、一般質問 

◇議  長 日程第７、一般質問を続けます。 

次に６番、鈴木秀之議員の一般質問を許します。 

 

◇議  長 令和８年第２回定例会通告にしたがい一般質問いたします。 

質問事項につきましては、暮らしを支える専門技術人材確保についてです。

この関係につきましては、前段同僚議員のほうから質問も出ておりますので

重複することがありますので簡潔にいきたいというふうに思っております。 

本町においては、医療や介護の分野で大空町医療、介護人材確保事業の補助

金交付要綱を定め人材確保対策が進められていますが、人材確保に関する課

題はなかなか難しく解消されない状況です。医療、介護分野以外においても、

地域社会を支える様々な専門職の人材不足が課題となっていると承知してお

ります。また水道事業や建設業、自動車整備業などに従事する熟練技術者の技

術継承と若手技術者の確保は、地域経済や住民生活の基盤を支えることにつ

ながり、この地で生きる生活課題でもあると思っております。専門技術を有す

る人材が不足すれば、インフラ維持のみならず地域サービスや観光振興にも

影響を及ぼすことが懸念されます。医療、介護人材の確保と同様に、本町の暮

らしや産業を支える専門技術人材の確保も重要な課題であると考えます。地

域の持続可能性を支える人材育成政策として、人口減少が進む本町において、

今後重要性が高まる政策課題ではないかとの観点で、次の項目について伺い

ます。 

１点目といたしまして、この関係につきましては医療、福祉人材確保対策の

現状についてということで通告をさせていただいております。３月の第１回

定例会の、私、一般質問において、介護人材の確保は難しく、特別養護老人ホ

ームにおけるショートステイ利用の調整や施設運営の厳しさも見られるとい

うことについて質問をさせていただいております。先ほど同僚議員のほうか

ら、医療関係施設の人材確保については質問と答弁がございましたので、介護
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福祉施設の人材確保の現況に絞って、この人材確保に関する補助金の活用状

況とその成果について、現状等を把握されているのか、まずお伺いしたいと思

います。 

２点目といたしまして、水道技術者や建設技術者など生活基盤、生命線、ラ

イフラインを支える地域の専門技術人材確保の現状についてです。地域生活

を支える専門技術人材の確保ということで、熟練技術者から次世代を担う若

手技術者への技術継承について、町内、産業振興と住民サービスの維持の観点

からどのように現状を認識されているのかをお伺いいたします。 

３点目といたしまして、暮らしを支える技術、資格取得支援や事業継承支援

を含めた地域の専門技術人材確保対策の検討についてです。地域を支える専

門技術職の高齢化が進み、技術継承や若手人材の確保が課題となっておりま

す。若手人材に選ばれる職場づくりの推進や技術向上や技術継承のための事

業所等が行う資格取得、研修等に対する支援制度の検討についてお伺いをい

たします。 

以上、本町の持続可能な地域づくりの観点から、暮らしを支える地域におけ

る専門人材の確保に関する将来展望について、町長の見解をお伺いいたしま

す。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 鈴木議員からの一般質問、暮らしを支える専門技術人材の確保に

つきましてご答弁申し上げます。 

１点目、医療、介護人材確保対策の現状についてです。町では、医療、介護

人材確保事業といたしまして、医療機関や介護施設等での人手不足を解消す

るために、人材の確保、定着に要した経費の一部を補助しています。対象の施

設は、医療機関、障害者福祉施設及び介護保険施設などであり、対象となる従

事者の職種は医師、看護師及び介護福祉士などとなっています。対象経費は、

雇用に必要な経費として町が２分の１補助し、１年目５０万円まで、２年目３

０万円まで、３年目１０万円を上限として、採用後の３年間事業者に対して補

助を行っています。令和７年度の事業実績、これ福祉に関する事業実績でござ

いますけども、新規採用者４人、２年目継続者６人が対象となり、３か所の施

設に対しまして、合計３８０万円の補助金を交付しています。このほか人材育

成に要する経費として、１か所の施設に対して３名の資格取得のために合計

１７万１，０００円の補助金を交付しています。補助対象となった従事者１０

名のうち、令和８年３月３１日に退職した方は２名いらっしゃいますが、令和

６年に採用された３名の外国人特定技能の方につきましては、継続就業いた

だいていることから一定の成果を上げているものと考えております。 

次に水道技術者や建設技術者などの生活基盤、生命線を支える地域の専門

技術人材確保の現状認識につきましては、後ほど担当から説明をさせます。 

最後に、暮らしを支える技術、資格取得支援や事業承継支援を含めた地域専

門技術人材確保対策の検討についてでございます。少子高齢化、人口減少など

を背景としまして、福祉や建設業のみならず、商業、教育など様々な分野で人

材の確保が課題となっております。特に専門技術職の雇入れにつきましては
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容易ではなく、本町役場職員の採用におきましても例外ではありません。専門

的な技能を有する技術人材の確保に特化したものではありませんが、地域の

雇用を促進する取組として、近隣の自治体や経済団体、建設業協会など協議会

を組織し、技能や資格取得に係る講習会の開催などを行っています。さらに、

建築、塗装、配管、電気、ＯＡ事務など、多種多様な業種の専門分野における

知識や技能を働きながら学び習得する就業訓練に関する業務を運営する団体

への支援も行っているところであります。介護職員の初任者研修や介護福祉

士の実務研修なども実施しており、人材の育成にも努めているところであり

ます。また、大空町無料職業紹介所において紹介した雇用先に就業された方な

どに対しまして、１年間の就業につき６万円を助成する継続就業助成金を創

設し、地域内での就業継続を支援してきたところであり、５年間で２０件、１

２０万円と一定の実績を積み重ねております。これは単なる雇用維持にとど

まらず、技術の蓄積と継承を促す重要な施策であると考えております。さらに、

株式会社ライトライトの取組による地域おこし協力隊制度を活用し、事業承

継支援を進めており、後継者不足に悩む事業者と意欲ある人材のマッチング

や、円滑な事業引継ぎに向けた支援を行っているところであります。ご指摘の

点は重要な視点であると認識しておりますが、現時点において直ちに新たな

制度として取り組む考えには至っておりません。今後につきましてもこうし

た既存施策の効果検証を行い、他施策とのバランスを踏まえながら、必要に応

じて検討してまいります。 

以上、１回目のご答弁とさせていただきます。 

 

◇議  長 大橋建設課参事。 

 

◇建設課参事 私からは２点目の水道技術者や建設技術者など、生活基盤、生

命線を支える地域の専門技術人材確保の現状認識についてお答えいたします。 

水道技術者や建設技術者の人数や年齢は把握してございませんが、水道技

術に関係します大空町で給水工事を実施するため必要となります大空町指定

給水装置工事事業者については、現在１９社が指定されております。この指定

給水装置工事業者は、ご家庭などに設置された水道メーター器以降の給水管

や給水用具の新設、改造、修繕、撤去をするために必要となる水道法で定めら

れた指定制度となります。町内の業者は６社あり、町外の業者は網走市３社、

美幌町４社、北見市６社となっております。大空町で排水設備工事を実施する

ために必要となります排水設備指定工事店は、現在１９社が指定されており

ます。この排水設備指定工事店は、公共桝からご家庭などの排水設備の新設、

増設、改築をするために必要となる下水道事業条例で定められた指定制度と

なります。町内業者は７社あり、町外業者は網走市４社、美幌町３社、北見市

６社となっております。今後、水道技術者の高齢化などにより専門技術者が不

足し、大空町の水道や排水設備工事を実施できない業者が出てくることも考

えられますが、現在、大空町指定給水装置工事業者が町内の６社、排水設備指

定工事店が７社ございますことから、当面は町内の水道や排水設備の維持管

理に大きな影響はないものと考えております。 

以上、ご説明とさせていただきます。 
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◇議  長 ６番、鈴木秀之議員。 

 

◇鈴木議員 ありがとうございます。まず１点目の関係につきまして、介護の

関係につきましては、補助制度が有効に活用されているというふうに認識を

させていただきました。ただ、前議員の説明のとおり介護人材の確保という

ことについては、やはり現場のほうでも本当に苦労してるんではないかなと

いうふうに思っているところでございます。今年度、第１回の定例会の中で

も質問させていただきましたが、介護の提供体制ということで、施設の現場

との意見交流を十分にしていただきまして、人材の確保をするために町内の

介護施設の現場との意見調整をしていただいて、また、介護現場等の関係に

ついての人材確保策っていうことについての現場の意向をどう聞いていくの

か、そして施設運営をどうしていくのか、ということが今後必要になるので

はないかなというふうに思っているところでございます。この専門人材の確

保ということについて、私の前の同僚議員からの一般質問への答弁もありま

したが、町長の施設の現場の意向を聞いて対応をしていっていただければな

というふうに思っておるところでございます。この関係については、答弁が

多分重複するような形になるかと思いますけれども、現場の意向を尊重した

中でいかに人材確保していくのか、当面の人材確保にやはりこの制度という

のは有効ではないかなというふうに思っておりますので、この点について町

長のお考えをお聞きしたいと思います。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 介護人材の確保につきまして、先ほどの議員からのご答弁でも申

し上げましたが、当初、町は介護施設に従事したその方に対して、補助金を交

付するという形で事業を行っておりましたが、法人等から、事業者からの申

出によりまして、募集に係る経費に振替させていただいたところであります。

これは、働く方本人に補助を出しても、やはりなかなか定着につながらない。

これは介護職という職種の性質もあるのかもしれないんですけども、そうい

ったこともあってですね、なかなか定着化されないことから、それであれば

募集に係る経費に、そちらのほうで支援をいただきたいということで支援を

させていただいたところであります。町としてはきちんと法人の意向を踏ま

えながら、適宜、必要な支援策そういったものを考えてまいりたいと、そのよ

うに考えているところであります。 

 

◇議  長 ６番、鈴木秀之議員。 

 

◇鈴木議員 １点目については終了させていただきます。 

２点目の関係でございますが、地域における特に水道技術とか建設技術者

等の専門技術者の確保ということの現状について、現況としては、例えば水道

の関係でも当面は大丈夫だというご答弁をいただいておるところでございま

す。事業の継承ということ含めての関係で３番目と一緒にちょっと聞かせて
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いただきたいというふうに思っております。町長の答弁の中でも、私の持って

る情報の中では網走市とか周辺の自治体で連携をして、網走地域の例えば建

設技能等の地域定着促進運営協議会という民間の組織に北見の職業訓練校等、

道立の高等技術専門校を修了したところで、網走地域一帯、網走市から大空も

含めて建設関連企業に従事した場合については、奨学金制度があるという情

報もありました。こういうことが、民間サイドでもやっているということで、

これについて大空町としてもそういうところに支援をしていっているんでは

ないかなというふうに承知して、先ほどの答弁の中で、そういうのも含まれな

いかなということで、やはり建設業関係の人材育成については、かなり現場と

しては、例えば大工さんとか、建築士さんとか、そういう方々が本当に確保は

難しくなっているという現場のお話も聞いておりますので、そこら辺との現

場との関係について十分協議をしていっていただければなというのが一つと、

もう一つ自動車整備の関係で、うちの場合は農業機械も含めて自動車整備の

関係で、整備士の方々の確保ということについても、かなり課題が出てきてい

ると、熟練の整備士の方々が退職した後の次の整備士の方がなかなか確保が

これから難しくなってるということで、そういう面で資格を持ってる方を採

用するための職場環境の充実とか、そういう面からも現場の声を聞きながら

対応策を考えていく必要があるんではないかな、と。町内の自動車整備関係で

車検の指定工場になるためには、整備士さんの人数の関係もあるというふう

に承知しております。そういうことも含めて、専門人材の確保について、やは

り何らかの対策を今後打っていかないと、地元の事業継承とか、それから地元

の業者の方々の意向を聞いた中で、そういうことも検討していく必要が出て

くるんではないかなというふうに私のほうはちょっと思っておりますので、

そこら辺のことを、町長のほうとしてはどのように認識されているのか、ちょ

っと２回目でお伺いしたいと思います。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 水道技術者や建設技術者、さらには自動車の整備士というお話が

ございました。そういった方々も当然、人材というのが足りてきてないんだ

ろうなというところは何となく感じてはおりますけども、直接、特に自動車

整備のほうはお話を聞いたわけではございませんが、今の段階においては、

まずは、やはり個々の会社の努力にすがるしかないかなと、そのように考え

ているところであります。今後、それらをどうしてもやはり事業として継続

させていく、そういった必要があるということであれば、そういった今、なか

なか整備士だったり、建築技術者が集まらないといったところで大空町の令

和７年度からスタートした事業承継等のところの活用に対して手上げをされ

ているかどうかというところも分かりませんが、そういったところもぜひご

紹介いただき、町としてこういう制度もあるからちょっと活用してみないか

と。ほかの市町村では、バスの運転手だとかを、そういった事業継承ではない

んですけども、地域おこし協力隊制度だとか、そういったものを活用しなが

ら行っておりますので、ぜひそういったもののご活用も検討いただくように、

お話しいただければなと思いますし、町にご相談あった場合には、ぜひそう
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いったことをご紹介させていただきたいと、そういうふうに考えております。 

 

◇議  長 ６番、鈴木秀之議員。 

 

◇鈴木議員 今回、高度専門技術ということで特に質問させていただいたのは、

地域を支えるっていう特にライフラインの関係について、地域の生活を支え

る専門の技術職員の確保というのが、やはり重要ではないかということの観

点から質問させていただいたというのが要点でございます。その中に、雇用

支援の定住対策の中で、継続就業助成金ということで１年間の就業について

６万円ずつの助成というのを５回までという、この制度があるというのが、

現況としてはうちの町だけの継続支援であると。こういうのを活用を紹介し

ながら、この地域の生活を支える専門技術というそれに絞った中での技術継

承なりの助成制度なり研修制度などを検討してはどうかなっていうふうに、

現況の業者の方々の状況なんかを聞いた中では、やはりライフラインを支え

るところの専門職が必要だなと、いうことの観点から質問をさせていただい

ているところでございます。そういう面で、当面はこの専門技術者の確保と

いうことは、それぞれ地元業者の方々の努力によって対応していただくとい

うことになろうかと思いますけれども、そういう制度のことをＰＲをさらに

充実させていただいて、なおかつライフラインの関係の技術者の確保という

のは、将来的にはやはり重要な課題になるという認識でおりますので、その

点についての制度設計等、将来的に検討をしていただければということで質

問させていただきました。 

以上、最後の質問とさせていただきます。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 先ほどの議員の質問で、医療と福祉はやはり安心して大空町で暮

らしていくためになくてはならない、そういった機関だというお話をさせて

いただきました。一方で、議員のおっしゃられるように生活をしていく上で

のインフラを守っていただく建設事業者であったり、整備事業者、そういっ

たところも町になくてはならないと私は考えております。今の段階ではまだ、

急になくなってしまうという状況にはありませんけども、やはりそういった

こともトータルで町民の皆さんが安心して暮らせることにつながっていくと

いうことになりますので、そういったところにつきましても、しっかりこち

らについては建設業協会の皆様とも意見交換をさせていただきながら、先を

見据えた中での検討というものもしていきたいと、そのように考えておりま

す。 

ちょっと余談となりますけども、私の高校の同級生が高校を卒業して大空

町内の建設業者に就職いたしました。特段、当然高校卒業してですので何も資

格を持っていなかったんですけども、大空町内の企業に入って２年間、土木施

工の学校に、それは会社の経費で通わさせていただいて、そこを卒業後、今も

町内の建設事業者の中で土木の現場責任者として務められています。私が卒

業してからですのでもう３８年以上前ですけども、町内の企業ではそういっ
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た、もうすでに先を見据えて技術者を確保するというところ、これその１社だ

けではなくてほかも行っていることだと思います。まずはやはり事業者の皆

様にもその事業を継続させていくのであれば、先を見据えた中で自分たちで

何ができるんだろうということもまずはしっかり考えていただきながら、さ

らには町としても、この部分を協力していただきたいということがあるよう

であれば、町としてもそういった中で検討してまいりたいと思いますので、こ

れからも、やはり生活インフラというのはやはり大事でございますので、そこ

をしっかり支えていける、そういったまちづくりをこれからも進めてまいり

たいと思いますので、様々なところでご意見等ちょうだいいたしましたら、ぜ

ひ町にもご相談いただいたり、あるいは議員のほうからも町の取組施策等を

ご紹介いただければありがたいかと思いますので、今後ともどうぞご指導よ

ろしくお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これにて鈴木秀之議員の一般質問を終了します。 

 

◎散会の宣告 

◇議  長 以上で本日の日程は全部終了しました。 

本日はこれで散会します。大変お疲れさまでした。 

 

（散会 午後 ３時５５分） 
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４．大空町代表監査委員の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  秋 葉 暢 康 
 
５．大空町農業委員会会長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  石 川 大 樹 
 
６．大空町選挙管理委員会委員長の委任を受けて説明のために出席する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  秋 葉 暢 康 
 
７．本議会の事務に従事する者は次のとおり。 
 
   事 務 局 長  阿 部 雅 浩   書 記  南   友 美 
 
 

以上のとおり報告する。 
 
                    令和８年６月２５日 
 
                     大空町議会議長  後 藤   忍 
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（開会 午前１０時００分） 

◎開議の宣告 

◇議  長 おはようございます。 

ただいまから令和８年第２回大空町議会定例会第２日目の会議を開きます。 

 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名 

◇議  長 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、議長において７番、

岩原繁議員及び８番、上地史隆議員を指名します。 

 

◎諸般の報告 

◇議  長 この際、諸般の報告を行います。事務局長に報告いたさせます。 

事務局長。 

 

◇事務局長 諸般の報告を申し上げます。ただいまの出席議員は１２名全員で

あります。 

本日の会議に説明のために出席する者の職、氏名は一覧表として配付して

いるとおりであります。 

なお、職務の都合により、一部に異動がある場合がありますことをご了承願

います。 

本日の議事日程は、配付しております日程表のとおりであります。 

議会事務局職員による議会広報用の写真撮影を申請し許可を得ております

ので、ご了承願います。 

以上でございます。 

 

◇議  長 これで諸般の報告を終わります。 

暫時休憩します。 

 

（暫時休憩 午前１０時０１分） 

 

    （上地議員退場） 

 

（再  開 午前１０時０２分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

◎日程第２ 同意第８号から日程第２５ 同意第３１号 

◇議  長 日程第２、同意第８号、大空町農業委員会委員の任命についてか

ら日程第２５、同意第３１号、大空町農業委員会委員の任命についてまでの

２４件は、いずれも委員任命同意の議案でありますので、この際、一括議題と

いたします。 

本件について、提案理由の説明を求めます。 

松川町長。 
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◇町  長 ただいま一括上程されました同意第８号議案から同意第３１号議

案の大空町農業委員会委員の任命につきまして、提案理由をご説明申し上げ

ます。 

農業委員会等に関する法律によりまして農業委員の過半数を認定農業者が

占めること、また、農業委員会の所掌に属する事項に関し利害関係を有しない

方が含まれることが要件となっております。本町においては、現在の農業委員

会委員が本年７月１９日に任期満了となりますことから、本年３月２日から

３月３１日まで推薦、応募により募集を行ったところであります。その結果、

大空町農業委員会委員の定数を定める条例第２条に基づく委員定数２４名に

対し、農業委員会の所掌に属する事項に関し利害関係を有しない方１名、認定

農業者の方２１名を含む２４名の方が推薦されました。その内容を大空町農

業委員会委員選考委員会で審査を行い、候補者全員が適任とされたところで

あります。本件につきましては、今回推薦された２４名の方を新たに農業委員

会委員として任命いたしたくご提案申し上げるものでございます。 

議案書１ページでございます。同意第８号、大空町農業委員会委員の任命に

ついて。 

大空町農業委員会委員が令和８年７月１９日をもって任期が満了するので、

農業委員会等に関する法律第８条第１項の規定により、次の者を委員に任命

したいので、議会の同意を求める。令和８年６月２４日提出、大空町長、松川

一正。 

記、氏名、上地彩。住所、生年月日は記載のとおりです。 

以降、同意第９号から同意第３１号につきましては、前段の文章及び同意を

求める者の住所、生年月日を省略し氏名のみ申し上げます。なお、ご本人の経

歴につきましては、配付しております議会定例会参考資料の１ページから４

７ページに掲載してございます。あわせてご覧いただきたいと存じます。 

３ページの同意第９号でございます。氏名、上田英樹。 

５ページの同意第１０号でございます。氏名、渡辺誠。 

７ページの同意第１１号でございます。氏名、佐々木経一。 

９ページの同意第１２号でございます。氏名、清杉誠。 

１１ページの同意第１３号でございます。氏名、斎藤宏幸。 

１３ページの同意第１４号でございます。氏名、内海幸雄。 

１５ページの同意第１５号でございます。氏名、山本浩二。 

１７ページの同意第１６号でございます。氏名、真鍋剛。 

１９ページの同意第１７号でございます。氏名、髙橋敬義。 

２１ページの同意第１８号でございます。氏名、折坂智則。 

２３ページの同意第１９号でございます。氏名、小川一浩。 

２５ページの同意第２０号でございます。氏名、嶋崎洋治。 

２７ページの同意第２１号でございます。氏名、遠藤哲也。 

２９ページの同意第２２号でございます。氏名、藤井茂治。 

３１ページの同意第２３号でございます。氏名、追分敏行。 

３３ページの同意第２４号でございます。氏名、渡邊恵二。 

３５ページの同意第２５号でございます。氏名、福田英信。 
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３７ページの同意第２６号でございます。氏名、丹治昭博。 

３９ページの同意第２７号でございます。氏名、児山高。 

４１ページの同意第２８号でございます。氏名、佐久間仁。 

４３ページの同意第２９号でございます。氏名、増子昭雄。 

４５ページの同意第３０号でございます。氏名、赤間智子。 

４７ページの同意第３１号でございます。氏名、古田牧子。 

以上、２４名につきましては、農業委員会委員として適任者であることから

ご同意を求めるものでございます。 

提案理由をご説明させていただきましたのでご同意賜りますようよろしく

お願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから、同意第８号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決します。 

お諮りします。本件は同意することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって同意第８号、大空町農業委員会

委員の任命については、同意することに決定しました。 

暫時休憩します。 

 

（暫時休憩 午前１０時０８分） 

 

    （上地議員入場） 

 

（再  開 午前１０時０９分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

これから同意第９号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決します。 

お諮りします。本件は同意することにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって同意第９号、大空町農業委員会

委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第１０号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決します。 

お諮りします。本件は同意することにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 
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◇議  長 異議なしと認めます。したがって同意第１０号、大空町農業委員

会委員の任命については、同意することに決定いたしました。 

これから同意第１１号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決します。 

お諮りします。本件は同意することにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって同意第１１号、大空町農業委員

会委員の任命については、同意することに決定いたしました。 

これから同意第１２号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決します。 

お諮りします。本件は同意することにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって同意第１２号、大空町農業委員

会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第１３号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決します。 

お諮りします。本件は同意することにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって同意第１３号、大空町農業委員

会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第１４号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決します。 

お諮りします。本件は同意することにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって同意第１４号、大空町農業委員

会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第１５号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決します。 

お諮りします。本件は同意することにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって同意第１５号、大空町農業委員

会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第１６号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決します。 

お諮りします。本件は同意することにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 
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◇議  長 異議なしと認めます。したがって同意第１６号、大空町農業委員

会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第１７号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決します。 

お諮りします。本件は同意することにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって同意第１７号、大空町農業委員

会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第１８号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決します。 

お諮りします。本件は同意することにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって同意第１８号、大空町農業委員

会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第１９号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決します。 

お諮りします。本件は同意することにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって同意第１９号、大空町農業委員

会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第２０号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決します。 

お諮りします。本件は同意することにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって同意第２０号、大空町農業委員

会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第２１号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決します。 

お諮りします。本件は同意することにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって同意第２１号、大空町農業委員

会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第２２号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決します。 

お諮りします。本件は同意することにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって同意第２２号、大空町農業委員
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会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第２３号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決します。 

お諮りします。本件は同意することにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって同意第２３号、大空町農業委員

会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第２４号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決します。 

お諮りします。本件は同意することにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって同意第２４号、大空町農業委員

会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第２５号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決します。 

お諮りします。本件は同意することにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって同意第２５号、大空町農業委員

会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第２６号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決します。 

お諮りします。本件は同意することにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって同意第２６号、大空町農業委員

会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第２７号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決します。 

お諮りします。本件は同意することにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって同意第２７号、大空町農業委員

会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第２８号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決します。 

お諮りします。本件は同意することにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって同意第２８号、大空町農業委員

会委員の任命については、同意することに決定しました。 
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これから同意第２９号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決します。 

お諮りします。本件は同意することにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって同意第２９号、大空町農業委員

会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第３０号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決します。 

お諮りします。本件は同意することにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって同意第３０号、大空町農業委員

会委員の任命については、同意することに決定しました。 

これから同意第３１号、大空町農業委員会委員の任命についてを採決します。 

お諮りします。本件は同意することにご異議ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって同意第３１号、大空町農業委員

会委員の任命については、同意することに決定しました。 

 

◎日程第２６ 議案第３３号 

◇議  長 日程第２６、議案第３３号、物品の購入についてを議題とします。 

本件について提案理由の説明を求めます。 

大橋建設課参事。 

 

◇建設課参事 議案書４９ページでございます。議案第３３号、物品の購入に

ついて。 

次のとおり、物品を購入したいので、地方自治法第９６条第１項第８号の規

定により議会の議決を求める。令和８年６月２４日提出、大空町長、松川一正。 

記、１、購入する物品の種類及び数量、水道メーター器更新用。隔測電子式

水道メーター、１３ミリメートル、２９３台。隔測電子式水道メーター、２０

ミリメートル、１２７台。隔測電子式水道メーター、２５ミリメートル、２１

台。隔測電子式水道メーター、３０ミリメートル、１台。隔測電子式水道メー

ター、４０ミリメートル、４台。隔測電子式水道メーター、５０ミリメートル、

８台。 

２、購入の方法、指名競争入札。 

３、購入の金額、７６８万８，５６０円。 

４、購入の相手方、美幌町東１条北４丁目１１番地１、株式会社朝鳥商店、

代表取締役、朝鳥純一。 

大空町議会定例会参考資料４９ページに、購入予定のメーター器の図面を

掲載しております。 
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今回購入する物品は、上下水道使用料金の算定をするためのメーター器の

購入となっており、給水栓ごとに設置するものでございます。更新につきまし

ては、計量法に基づき８年ごとの更新が義務づけられていることから購入す

るものであります。購入に係る入札につきましては、令和８年５月２６日に指

名競争を実施し、５月２８日に仮契約を行ったところであります。納入期限に

つきましては令和８年９月１１日としております。指名競争入札に係ます指

名業者につきましては、株式会社岩原、株式会社朝鳥商店、東陽設備有限会社

の３者で入札を執行しました。入札の結果、株式会社朝鳥商店が落札したとこ

ろであります。契約の金額は７６８万８，５６０円、うち消費税及び地方消費

税の合計額６９万８，９６０円となっております。なお、購入に係る契約につ

きましては議会で議決をいただいた後、本契約を締結するものであります。 

以上、ご説明申し上げました。ご審議賜りますようよろしくお願いいたしま

す。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第３３号、物品の購入についてを採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって、議案第３３号、物品の購入につ

いては、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２７ 議案第３４号 

◇議  長 日程第２７、議案第３４号、工事請負契約の締結についてを議題

とします。 

本件について提案理由の説明を求めます。 

平田生涯学習課課長。 

 

◇生涯学習課長 議案書の５１ページとなります。議案第３４号、工事請負契

約の締結について。 

次のとおり、工事請負契約を締結するため、地方自治法第９６条第１項第５

号の規定により議会の議決を求める。令和８年６月２４日提出、大空町長、松

川一正。 
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記、１、契約の目的、女満別小学校、女満別学校給食センターＬＥＤ化工事。 

２、契約の方法、指名競争入札。 

３、契約の金額、６，７６５万円。 

４、契約の相手方、大空町女満別本通５丁目２番４号、株式会社電建大空 

支店、常務取締役支店長、菊地哲也。 

大空町議会定例会参考資料の５１ページに今回の工事請負契約の概要等を

掲載してございます。詳細等につきましては参考資料によりご説明申し上げ

ますので、参考資料５１ページをご参照願います。 

女満別小学校の校舎及び体育館並びに校舎に付随しております学校給食セ

ンターの各照明器具につきましては、現在、校舎及び学校給食センターの照明

は蛍光灯、体育館の照明は水銀灯と電極のないエバーライトをそれぞれ使用

しておりますが、令和９年末をもって一般照明用蛍光灯のメーカー製造が終

了し輸出入も禁止され、今後蛍光灯などの購入が困難な状況となりますこと

から、児童の教育環境の改善と適正な照度の確保を図る観点から、今般、文部

科学省の補助金を活用してＬＥＤ化工事を予定するものでございます。工事

の概要につきましては、女満別小学校校舎、普通教室、特別教室、１階及び２

階廊下の照明器具の交換ＬＥＤ化、女満別小学校体育館アリーナ、ステージ、

器具庫のエバーライト、水銀灯照明器具交換、ＬＥＤ化並びに女満別学校給食

センター調理室、洗浄室、事務室の照明器具交換ＬＥＤ化の工事となってござ

います。契約に関わる入札につきましては令和８年５月２６日に指名競争入

札を実施し、５月２９日付けで仮契約を行ったところでございます。指名競争

入札に関わる指名業者につきましては、末廣屋電気株式会社北網営業所、株式

会社電建大空支店、桑原電工株式会社、横井電気株式会社の４者を指名、入札

を執行し、株式会社電建大空支店が落札となったものでございます。工期につ

きましては契約の日から令和８年１０月３０日までとしておりますが、校舎

及び体育館につきましては授業等への影響が生じないよう夏休み期間中の７

月２３日から８月１４日までの間に集中的な施工を予定しております。また

学校給食センターにつきましては、小、中学校への給食調理業務等への影響が

生じないようシルバーウイークの９月１９日から２３日までの間に施工を予

定しているものでございます。契約の金額は６，７６５万円、うち消費税及び

地方消費税の合計額は６１５万円であり、当該工事に係る契約につきまして

は議会で議決を賜りました後、本契約を締結する予定としてございます。 

以上、提案理由の説明とさせていただきますのでご審議賜りますようよろ

しくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 
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◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第３４号、工事請負契約の締結についてを採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって議案第３４号、工事請負契約の

締結については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２８ 議案第３５号 

◇議  長 日程第２８、議案第３５号、工事請負契約の締結についてを議題

とします。 

本件について提案理由の説明を求めます。 

歌丸生涯学習課参事。 

 

◇生涯学習課参事 議案書５３ページになります。議案第３５号、工事請負契

約の締結について。 

次のとおり、工事請負契約を締結するため、地方自治法第９６条第１項第５

号の規定により議会の議決を求める。令和８年６月２４日提出、大空町長、松

川一正。 

記、１、契約の目的、大空町社会教育センター改修工事、電気設備。 

２、契約の方法、指名競争入札。 

３、契約の金額、６，９１９万円。 

４、契約の相手方、大空町女満別西６条５丁目１番１４号、末廣屋電気株式 

会社北網営業所、所長、橋本真一。 

大空町議会定例会参考資料５３ページに契約工事の概要を掲載しておりま

すのでご参照願います。 

大空町社会教育センターについては、女満別高等学校として昭和５３年度

に建設され令和８年度より大空高等学校女満別キャンパスから用途変更を行

っております。改修の内容につきましては、受変電設備改修、幹線設備改修、

コンセント設備改修、空調電源設備改修、警報設備改修、非常放送設備改修、

火災報知設備改修、監視カメラ設備改修、冷房設備改修、暖房設備改修、給湯

設備工事、非常照明設備改修、インターホン設備改修、光ケーブル引込工事、

照明ＬＥＤ化工事となっております。契約に係る入札につきましては、令和８

年５月１９日指名競争入札を実施し、５月２０日に仮契約を行ったところで

あります。工期につきましては、契約の日から令和８年１０月３０日としてお

ります。指名競争入札に係ります指名業者につきましては、末廣屋電気株式会

社北網営業所、株式会社電建大空支店、桑原電工株式会社、横井電気株式会社

の４者を指名し入札を執行いたしました。入札の結果、末廣屋電気株式会社北

網営業所が落札したところであります。契約の金額は６，９１９万円、うち消

費税及び地方消費税の合計額６２９万円となっております。なお、当該工事に

係る契約につきましては、議会で議決をいただいた後、本契約を締結するもの
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であります。 

以上、ご説明申し上げましたのでご審議賜りますようよろしくお願いいた

します。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第３５号、工事請負契約の締結についてを採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって議案第３５号、工事請負契約の

締結については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第２９ 議案第３６号 

◇議  長 日程第２９、議案第３６号、大空町過疎地域持続的発展市町村計

画の一部変更についてを議題とします。 

本件について提案理由の説明を求めます。 

佐川まちづくり推進室長。 

 

◇まちづくり推進室長 議案書５５ページでございます。議案第３６号、大空

町過疎地域持続的発展市町村計画の一部変更について。 

大空町過疎地域持続的発展市町村計画の一部を別紙のとおり変更したいの

で、過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法第８条第１０項の規定

に基づき、議会の議決を求める。令和８年６月２４日提出、大空町長、松川一

正。 

本案は令和８年度補正予算として提案しております事業などについて、財

源措置として過疎対策事業債の充当を予定しておりますことから新たに事業

内容の追加による計画の変更を行います。 

変更内容でございますけれども次のページをご覧ください。表の右側が変

更前、左側が変更後の計画でございます。区分の２、産業の振興。事業名とし

て観光またはレクリエーションにおける事業内容にスキー場整備事業の追加

でございます。東藻琴スキー場照明ＬＥＤ化工事を予定しております。事業主

体は大空町でございます。 

続きましてその下、区分の８、教育の振興。事業名として生涯学習、スポー
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ツにおける事業内容に図書館整備事業の追加でございます。図書館照明ＬＥ

Ｄ化工事を予定しております。事業主体は大空町でございます。 

過疎地域持続的発展市町村計画の変更にあたりましては、当該変更が市町

村計画全体に及ぼす影響が大きいものにつきましてはあらかじめ北海道知事

と協議を行った後、変更することとされております。今回の変更につきまして

は、事業内容追加であり軽微な変更となるため、計画そのものに影響を及ぼさ

ないことから北海道知事との事前協議は不要となります。 

以上、提案理由の説明を申し上げましたのでご審議くださいますようよろ

しくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第３６号、大空町過疎地域持続的発展市町村計画の一部変更

についてを採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって議案第３６号、大空町過疎地域

持続的発展市町村計画の一部変更については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第３０ 議案第３７号 

◇議  長 日程第３０、議案第３７号、国営畑地かんがい事業斜網地域維持

管理協議会規約の変更についてを議題とします。 

本件について提案理由の説明を求めます。 

沼田地域振興課参事。 

 

◇地域振興課参事 議案書５９ページでございます。議案第３７号、国営畑地

かんがい事業斜網地域維持管理協議会規約の変更について。 

地方自治法第２５２条の１４第３項で準用する同法第２５２条の２の２第

３項の規定により、国営畑地かんがい事業斜網地域維持管理協議会規約の一

部を別紙のとおり変更することについて、議会の議決を求める。令和８年６月

２４日提出、大空町長、松川一正。 

６１ページは変更条文でございます。変更内容につきましては、大空町議会

定例会参考資料の新旧対照表にて説明させていただきますので、参考資料の
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５５ページをお開き願います。 

変更の趣旨でございます。国営畑地かんがい斜網地域維持管理協議会につ

きましては、斜網地区で実施された国営土地改良事業の関係市町であります

網走市、清里町、小清水町、清里町、当町で組織された協議会でありまして、

主に農業用用水の管理に関する事務を共同で行っております。協議会の予算

につきましては、加盟している１市４町の負担金のみで運営を行ってまいり

ましたが、令和４年度より小水力発電事業が開始され売電収入が見込めるこ

とになりましたことから、令和７年度からは加盟自治体の負担金を減額し、協

議会予算の７５％相当を売電収入から充当することになりました。しかしな

がら、小水力発電事業による交付金の交付時期が毎年１０月頃になりますこ

とから、その間に主要管路などに突発的な事故や故障が生じた場合に資金が

枯渇するおそれがありますことから、円滑な事業運営と適切な管理を行うた

め、構成団体からの負担金についてこれまでは半期に区分し前半期の初め１

０日以内に交付しなければならないとしていたものを、請求日から起算して

３０日以内に交付すると変更して、随時交付することができるように支弁の

方法を変更するものでございます。なお、附則につきましては加盟市町の足並

みをそろえる必要がありますことから、令和８年４月１日から適用させてい

ただくこととしております。 

以上、提案理由につきましてご説明申し上げましたので、ご審議賜りますよ

うよろしくお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第３７号、国営畑地かんがい事業斜網地域維持管理協議会規

約の変更についてを採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって議案第３７号、国営畑地かんが

い事業斜網地域維持管理協議会規約の変更については、原案のとおり可決さ

れました。 

 

◎日程第３１ 議案第３８号 

◇議  長 日程第３１、議案第３８号、大空町再生可能エネルギー発電施設
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の設置に関する条例の一部を改正する条例制定についてを議題とします。 

本件について提案理由の説明を求めます。 

佐川まちづくり推進室長。 

 

◇まちづくり推進室長 議案書６３ページでございます。議案第３８号、大空

町再生可能エネルギー発電施設の設置に関する条例の一部を改正する条例制

定について。 

このことについて、別紙のとおり提出する。令和８年６月２４日提出、大空

町長、松川一正。 

議案書６５ページから６６ページは改正文となっております。提案理由及

び改正内容の説明につきましては、大空町議会定例会参考資料５７ページか

ら５９ページまでの新旧対照表によりご説明申し上げます。 

本案につきましては、令和７年４月１日に制定いたしました大空町再生可

能エネルギー発電施設の設置に関する条例に基づき、再生可能エネルギー発

電施設の無秩序な開発の防止と地域環境と調和を図るため、令和７年度策定

いたしましたゾーニングマップの考え方を条例の運用に適切に反映すること

を目的としております。あわせましてゾーニングにより立地の適否に関する

一定の方向性が整理されたことから、これを判断の参考資料として位置づけ

ることで、手続の透明性及び予見可能性の向上を図るものでございます。 

参考資料５７ページをお開き願います。目的でございますが、第１条中、発

電施設がを発電施設の無秩序な開発の防止と、に改めます。第２条の定義にゾ

ーニングマップ及び各エリア区分の意味を明確にすることで、条例の適用に

おける解釈の統一を図るもので、次の６号を加えます。第７号、ゾーニング。

自然、景観、防災、文化等への影響に対して留意すべき区域を重ね合わせるこ

とで、再生可能エネルギー発電施設を導入すべき、すべきではないエリアを抽

出することをいう。第８号、ゾーニングマップ。ゾーニングについて町民、関

係者、関係機関で協議しながら、大空町再生可能エネルギー促進区域設定支援

業務報告書、以下ゾーニング報告書という。に示された、各ゾーニングエリア

を地図に落とし込んだ地図情報をいう。第９号、環境配慮事項。ゾーニング報

告書に示された、事業者が事業計画を検討する際に留意、配慮すべき事項を整

理したものをいう。第１０号、保全エリア。法令等の指定から立地困難、又は

重大な環境影響が懸念されることにより、再生可能エネルギー発電設備の立

地は望ましくなく、環境保全を有する優先すべきエリアをいう。第１１号、調

整エリア。風況、地形等により事業性があり、再生可能エネルギー発電設備の

設置に当たっては、自然、社会環境配慮すべき事項が含まれ地域関係者や関係

機関との調整が整った場合、再生可能エネルギー発電設備の導入が可能なエ

リアをいう。 

５７ページから５８ページにかけまして、第１２号、促進エリア。風況、地

形等により事業性があり、自然、社会環境への影響が小さいと想定され、再生

可能エネルギー発電設備の導入を促進するエリアをいう。を加えます。第４条、

事業者の責務に、同条第１項中、並びにを併せてに、ならないをならない。ま

た、ゾーニングマップにおいて調整エリア、促進エリアに指定されている区域

を事業区域に含める場合は、ゾーニング報告書に示された環境配慮事項並び
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に周辺関係者との調整を適切に講じなければならない。に改め、同条第３項中、

しなければならないをするほか、除却または設備更新など再生可能エネルギ

ー発電事業を継続するために必要な費用を確保しなければならない、に改め、

同条に第４項、事業者は再生可能エネルギー発電事業の実施に伴い、想定され

ていた以上の環境への影響や事故等が発生した場合、又は町民等との争いが

生じた場合は、自己の責任において、誠意を持って解決しなければならない。

を加えるものでございます。第７条、抑制区域に、同条第１項中、できるをで

きる。併せて、ゾーニングマップにおいて保全エリアに指定されている区域を

当該区域の特性に照らし、原則として抑制するものとする。ただし、公益上必

要であり、当該計画が地域環境との調和を著しく損なうおそれがないと認め

る場合は、この限りでない。に改めるものです。これによりまして必要な保全

を確保しつつ、過度に硬直的な運用とならないように配慮したところでござ

います。 

５９ページをお開き願います。第８条、区域の指定に第３項、町長はゾーニ

ング報告書を踏まえ、個別具体の事業に応じて総合的に判断するものとする。

を加え、総合判断条項を追加し、第７条、抑制区域と第８条、区域の指定のと

ころで原則抑制、例外許可、総合判断の仕組みを設計したところでございます。

第１９条、指導、助言及び勧告では、同条第２項中第２号を削り、第３号を第

２号とし、第４号から第８号までを１号ずつ繰上げます。附則といたしまして、

この条例は公布の日から施行します。 

以上、提案理由及び提案内容の説明を申し上げました。ご審議くださいます

ようよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第３８号、大空町再生可能エネルギー発電施設の設置に関す

る条例の一部を改正する条例制定についてを採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって議案第３８号、大空町再生可能

エネルギー発電施設の設置に関する条例の一部を改正する条例制定について

は、原案のとおり可決されました。 
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◎日程第３２ 議案第３９号 

◇議  長 日程第３２、議案第３９号、大空町企業振興促進条例の一部を改

正する条例制定についてを議題とします。 

本件について提案理由の説明を求めます。 

佐川まちづくり推進室長。 

 

◇まちづくり推進室長 議案書６７ページでございます。議案第３９号、大空

町企業振興促進条例の一部を改正する条例制定について。 

このことについて、別紙のとおり提出する。令和８年６月２４日提出、大空

町長、松川一正。 

近年の人手不足や企業を取り巻く経済環境の変化に対応し、進出企業が制

度を利用しやすくすることで企業誘致や設備投資、雇用創出を促進するため、

現行制度の要件では活用が難しい状況となっておりますことから、今回改正

を行うものでございます。 

６９ページから７２ページは改正文となっております。提案理由及び改正

内容の説明につきましては、大空町議会定例会参考資料６１ページから６５

ページまでの新旧対照表によりご説明申し上げます。参考資料の６１ページ

をお開きください。 

第３条、助成の措置の対象者に助成制度の適正な運用を図るため、暴力団員

及び暴力団関係者事業者を助成対象者から除外する規定を追加いたします。

第４条です。助成の措置。第１項第４号、環境対策に係る投資額を基準とする

助成を削り、第５号を第４号とします。別表第４条関係、助成措置基準表を改

正後の表に改めるものでございます。主なものといたしまして６１ページか

ら６２ページでございます。固定資産税を基準とする助成と、事業所の賃借料

を基準とする助成の要件緩和でございます。現在は新設の場合３人以上、増設

の場合１人以上の雇用増を要件としておりますけれども、人材確保が困難な

状況を踏まえまして、新設、増設ともに雇用増１人以上へ緩和いたします。 

６３ページ、改正前の条例、右の表、中段でございます。固定資産税を基準

とする助成の内容にあります東日本大震災特例の廃止でございます。大震災

から本年で１５年を経過しましたことから今回廃止するものであります。 

６４ページ、雇用増を基準とする助成の見直しです。雇用増に応じまして雇

用者が６０歳未満にあっては１人当たりを２０万、雇用者が６０歳以上にあ

っては１人当たり３０万円を乗じて得た額を１回に限り補助金として交付す

るものとする。を年齢要件を撤廃しまして町民を正社員として雇用した場合、

１人につき２０万円を助成する制度へ改正いたします。 

６５ページ、環境対策に係る投資額を基準とする助成の廃止でございます。

同様の支援制度が国においても整備されておりますことから本条例から廃止

することで改正するものでございます。なお、附則といたしまして、この条例

は公布の日から施行し令和８年１月１日から適用することとしております。 

以上、提案理由の説明を申し上げました。ご審議くださいますようよろしく

お願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第３９号、大空町企業振興促進条例の一部を改正する条例制

定についてを採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって議案第３９号、大空町企業振興

促進条例の一部を改正する条例制定については、原案のとおり可決されまし

た。 

 

◎日程第３３、議案第４０号 

◇議  長 日程第３３、議案第４０号、大空町広域入所に関する条例の一部

を改正する条例制定についてを議題とします。 

本件について、提案理由の説明を求めます。 

宮田福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書７３ページでございます。議案第４０号、大空町広域入所

に関する条例の一部を改正する条例制定について。 

このことについて、別紙のとおり提出する。令和８年６月２４日提出、大空

町長、松川一正。 

議案書７５ページが改正条文でございます。定例会参考資料６７、６８ペー

ジに改正条例の新旧対照表を掲載しております。新旧対照表により改正内容

をご説明させていただきますので、参考資料６７ページをご覧ください。 

広域保育の保育所等の保育料につきましては、本条例の別表で市町村民税

の所得割額に応じた区分を定めており、さらに備考で地方税法の関係条項を

引用して計算方法を定めているところです。このたび地方税法の改正に伴い、

備考に定めた引用条項にずれが生じたため一部改正を行うものでございます。

別表備考中、改正前は附則第５条の４第６項、附則第５条の４の２第６項であ

るところを、改正後、附則第５条の４第５項に改めるものでございます。 

６８ページにまいりまして、附則といたしましてこの条例は公布の日から

施行します。 

以上、提案理由の説明を申し上げましたのでご審議賜りますようよろしく

お願いいたします。 
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◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第４０号、大空町広域入所に関する条例の一部を改正する条

例制定についてを採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって議案第４０号、大空町広域入所

に関する条例の一部を改正する条例制定については、原案のとおり可決され

ました。 

 

◎日程第３４ 議案第４１号 

◇議  長 日程第３４、議案第４１号、大空町特定教育保育施設及び特定地

域型保育事業の利用者負担額に関する条例の一部を改正する条例制定につい

てを議題とします。 

本件について提案理由の説明を求めます。 

宮田福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書７７ページでございます。議案第４１号、大空町特定教育

保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額に関する条例の一部を改正

する条例制定について。 

このことについて、別紙のとおり提出する。令和８年６月２４日提出、大空

町長、松川一正。 

議案書７９ページが改正条文でございます。定例会参考資料６９から７０

ページに改正条例の新旧対照表を掲載しております。新旧対照表により改正

内容をご説明させていただきますので、参考資料６９ページをご覧ください。 

認定こども園等の利用者負担額につきましては、本条例の別表で市町村民

税の所得割額に応じた区分を定め、さらに備考で地方税法の関係条項を引用

して計算方法を定めているところでございます。このたび地方税法の改正に

伴い、備考に定めた引用条項にずれが生じたため一部改正を行うものでござ

います。別表備考中、改正前は附則第５条の４の２第６項であるところを、改

正後、附則第５条の４第５項に改めるものです。 

７０ページにまいりまして、附則といたしましてこの条例は公布の日から

施行します。 
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以上、提案理由の説明を申し上げましたのでご審議賜りますようよろしく

お願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第４１号、大空町特定教育保育施設及び特定地域型保育事業の

利用者負担額に関する条例の一部を改正する条例制定についてを採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって議案第４１号、大空町特定教育

保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額に関する条例の一部を改正

する条例制定については、原案のとおり可決されました。 

ここで１０分間の休憩といたします。再開はブザーをもってお知らせします。 

 

（休憩 午前１１時０１分） 

 

（再開 午前１１時１１分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 

◎日程第３５ 議案第４２号 

◇議  長 日程第３５、議案第４２号、大空町放課後児童健全育成事業の設

備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定についてを

議題とします。 

本件について提案理由の説明を求めます。 

宮田福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書８１ページでございます。議案第４２号、大空町放課後児

童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する

条例制定について。 

このことについて、別紙のとおり提出する。令和８年６月２４日提出、大空

町長、松川一正。 

議案書８３ページが改正条文でございます。定例会参考資料７１ページに
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改正条例の新旧対照表を掲載しております。新旧対照表により改正内容をご

説明させていただきますので、参考資料７１ページをご覧ください。 

児童福祉法の改正により児童養護施設等を対象とする児童等に対する虐待

について、その対象となる施設、事業が追加されたことに伴い本条例が引用す

る条項にずれが生じたため一部改正を行うものです。第１２条中、改正前は第

３３条の１０各号であるところを、改正後、第３３条の１０第１項各号に改め

るものです。附則といたしましてこの条例は公布の日から施行します。 

以上、提案理由の説明を申し上げましたのでご審議賜りますようよろしく

お願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第４２号、大空町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定についてを採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって議案第４２号、大空町放課後児

童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する

条例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第３６ 議案第４３号 

◇議  長 日程第３６、議案第４３号、大空町国民健康保険税条例の一部を

改正する条例制定についてを議題とします。 

本件について提案理由の説明を求めます。 

福田福祉課参事。 

 

◇福祉課参事 議案書８５ページでございます。議案第４３号、大空町国民健

康保険税条例の一部を改正する条例制定について。 

このことについて、別紙のとおり提出する。令和８年６月２４日提出、大空

町長、松川一正。 

議案書８７ページから９３ページが改正条文でございます。定例会参考資

料７３ページから８８ページまで、改正条例の新旧対照表を掲載しておりま

す。新旧対照表により改正内容を説明させていただきますので、大空町議会定
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例会参考資料７３ページをご覧ください。 

今回の改正につきましては、本年５月１９日に開催しました大空町国民健

康保険運営協議会からの答申を受け、国民健康保険事業の健全な運営を図る

ために税率等を変更することについて改正を行うものです。令和８年度の国

民健康保険税ですが、子ども子育て政策の給付拡充を図るため、子ども、子育

て支援法等の一部を改正する法律により子ども、子育て支援金制度が創設さ

れました。これに伴い、子育て世帯向けの給付拡充のための財源として、医療

保険者は保険料とあわせて新たに子ども、子育て支援納付金を徴収すること

となり、国民健康保険制度においても保険税に上乗せされることとなります。

これまでの国民健康保険税の課税は基礎課税分、後期高齢者支援金分、介護納

付金分の三つの区分でありましたが、令和８年度から新たに子ども、子育て支

援納付金分が加算されます。第２条第１項は子ども、子育て支援納付金の創設

に伴い、第１号に子ども、子育て支援納付金に係る規定を加え、同項に第４号

を追加するものです。同条第２項は、基礎課税額いわゆる医療分の課税限度額

について、法改正に合わせ現行６６万円を６７万円に改め、７４ページになり

ます。同条に第５項を追加し、子ども、子育て支援納付金分の課税限度額を同

じく法改正に合わせ３万円とするものです。第３条、医療分の所得割額につい

ては１００分の７．５１を１００分の８．００に改め、第４条、医療分の均等

割額について２万７，８００円を２万８，５００円に改めるものです。 

７４ページから７５ページになります。第４条の２は、子ども、子育て支援

納付金の創設に伴い所要の改正を行うものです。第５条、後期高齢者支援金等

課税額、いわゆる支援金分の所得割額について１００分の２．４９から１００

分の２．３９に改め、第５条の２、支援金分の均等割額を９，０００円から８，

８００円に改め、第５条の３、支援金分の世帯別平等割額について、第１号は、

第２号、第３号に規定する世帯以外の一般世帯について９，３００円を８，７

００円に改め、第２号は、世帯主等が後期高齢者医療制度へ移行したため国保

加入者が１人となる世帯を５年間軽減する特定世帯について４，６５０円を

４，３５０円に、第３号は、前号の特定世帯について、さらに３年間軽減を行

う特定継続世帯について６，９７５円を６，５２５円に改めるものです。 

７６ページをご覧ください。第７条の３から第７条の６は、子ども、子育て

支援納付金課税額の設定となります。第７条の３は、子ども、子育て支援納付

金所得割額を１００分の０．２９とし、第７条の４、子ども、子育て支援納付

金均等割額を９００円とし、第７条のほうでは、子ども、子育て支援納付金制

度が少子化対策に係るものであることに鑑み、子どもがいる世帯の負担が増

えないよう１８歳までの子どもに係る均等割額は１０割軽減がされ、軽減に

係る費用は１８歳以上の被保険者で支える仕組みとなることから、１８歳以

上の被保険者に対して、均等割額に１８歳以上均等割額を加えた額が賦課さ

れることとなり１８歳以上均等割額を２００円とするものです。第７条の６、

子ども子育て支援納付金平等割額は、第１号の一般世帯を１，０００円とし、

第２号の特定世帯は５００円に、第３号の特定継続世帯について７５０円と

するものです。 

７６ページから７７ページになります。第２１条では国民健康保険税の減

額を規定しています。第１項、医療分の課税限度額について、現行６６万円を
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６７万円に改め、子ども、子育て支援納付金の創設に伴い所要の改正を行うも

のです。 

７７ページから７８ページになります。同項第１号では７割軽減となる場

合の軽減額を規定しております。医療分の均等割額及び支援金分の均等割額、

平等割額の改正に合わせました改正と、子ども、子育て支援納付金の創設に伴

い同号にキからケを追加し、子ども、子育て支援納付金に係る均等割額、１８

歳以上均等割額、平等割額の軽減額を規定します。 

７８ページ中段から７９ページになります。第２号は、５割軽減となる場合

の軽減額を、７９ページ中段から８０ページになります。第３号は、２割軽減

となる場合の軽減額を第１号の改正と同様に、医療分の均等割額及び支援金

分の均等割額、平等割額の改正にあわせて改め、子ども、子育て支援納付金の

創設に伴い、各号にキからケを追加します。 

８０ページから８１ページになります。同条第２項は、未就学児に係る均等

割額の軽減額について規定しています。第１号では、医療分に係る均等割額の

軽減額を、第２号では支援金分に係る均等割額の軽減額を改め、同項に第３号

を加え、子ども、子育て支援納付金に係る均等割軽減額を追加するものです。 

８１ページから８２ページになります。同条第３項は、産前産後期間の国民

健康保険税の免除について規定しています。子ども、子育て支援納付金に係る

規定を加え、同項に第７号から第９号を追加し、第７号では、子ども、子育て

支援納付金の所得割額、第８号では、均等割額、第９号では、１８歳以上均等

割額についてそれぞれ産前産後期間における免除規定を追加するほか、法改

正に合わせ規定の整備を行うものです。第４項は、１８歳に達する日以後の最

初の３月３１日以前までの子に係る子ども、子育て支援納付金均等割額につ

いて１０割軽減の措置を講ずるため規定の追加をするものです。 

８３ページの附則第５項、附則第６項、８４ページになります。附則第８項、

附則第９項、８５ページ、附則第１０項、附則第１１項、８５ページから８６

ページ、附則第１２項、附則第１３項、８７ページ、附則第１４項、８７ペー

ジから８８ページ、附則第１５項は、子ども、子育て支援納付金の創設に伴い、

所要の規定の整備を行うもののほか、読替え内容の一部見直し、字句の修正な

どの軽微な修正を行うものです。附則といたしまして、この条例は公布の日か

ら施行し、令和８年４月１日から適用することといたします。適用区分として、

附則第２項において、令和８年度以降の年度分の国民健康保険税について適

用し、令和７年度分までの国民健康保険税については、なお従前の例によるこ

ととしております。 

以上、提案理由の説明を申し上げましたので、ご審議賜りますようよろしく

お願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第４３号、大空町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

制定についてを採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。 

したがって議案第４３号、大空町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例制定については、原案のとおり可決されました。 

 

◎日程第３７ 議案第４４号 

◇議  長 日程第３７、議案第４４号、令和８年度大空町一般会計補正予算

（第１号）を議題とします。 

本件について、提案理由の説明を求めます。 

笠井総務課参事。 

 

◇総務課参事 議案書９５ページでございます。議案第４４号、令和８年度大

空町一般会計補正予算（第１号）。 

  令和８年度大空町一般会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによ

る。歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２

億４，９１４万５，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ９９億

６，８３５万円とする。 

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。 

地方債の補正。第２条、地方債の追加及び変更は、第２表、地方債補正によ

る。 

一時借入金。第３条、一時借入金の借入れの最高額に２億３，０００万円を

追加し、一時借入金の借入れの最高額を１２億５，０００万円とする。令和８

年６月２４日提出、大空町長、松川一正。 

９７ページをご覧ください。第１表、歳入歳出予算補正、歳入です。１５款、

国庫支出金に５，３１６万円を追加。１６款、道支出金に１，８７０万７，０

００円を追加。１７款、財産収入に１０４万４，０００円を追加。１９款、繰

入金から１億２，１２０万４，０００円を減額。２０款、繰越金に１億５，４

０７万１，０００円を追加。２１款、諸収入に８６万７，０００円を追加。２

２款、町債に１億４，２５０万円を追加。歳入合計は２億４，９１４万５，０

００円を追加し、９９億６，８３５万円とするものです。 

９８ページをご覧ください。歳出です。２款、総務費に５，５３９万４，０

００円を追加。３款、民生費に３，２６２万円を追加。４款、衛生費に６，１

１３万１，０００円を追加。６款、農林水産業費に６，５２１万７，０００円
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を追加。７款、商工費に２，４９６万円を追加。８款、土木費に７３９万２，

０００円を追加。９款、消防費に７３３万４，０００円を追加。１０款、教育

費に２，３６２万円を追加。１２款、職員給与費から２，８５２万３，０００

円を減額。歳出合計は２億４，９１４万５，０００円を追加し、歳入合計と同

額とするものです。 

９９ページをご覧ください。第２表、地方債補正、１、追加です。移住体験

住宅整備事業債は、現在、空室の教員住宅２戸を移住体験住宅として整備する

ための財源として、限度額４５０万円を追加するものです。多世代交流複合施

設整備事業債は、女満別研修会館解体に係る実施設計を行う財源として、限度

額１，３２０万円を追加するものです。女満別特別養護老人ホーム整備事業債

は、女満別福祉会が実施する施設整備等に係る補助金の財源として、限度額１，

３１０万円を追加するものです。東藻琴特別養護老人ホーム整備事業債は、東

藻琴福祉会が実施する施設整備等に係る補助金の財源として、限度額１，５０

０万円を追加するものです。基幹病院医療機器等整備事業債は、医療機器の更

新に係る女満別中央病院への補助金の財源として、限度額１，０８０万円を追

加するものです。診療施設整備事業債は、東藻琴診療所の医療用備品を更新す

るための財源として、限度額４３０万円を追加するものです。リサイクルセン

ター整備事業債は、トラックスケール改修工事やＬＥＤ化工事、電気設備改修

工事の財源とするため、限度額２，７３０万円を追加するものです。農村環境

改善センター整備事業債は、大規模改修工事の実施設計を行う財源として、限

度額２，２８０万円を追加するものです。林道整備事業債は、東藻琴清浦に林

業専用道を整備するための財源として、限度額６８０万円を追加するもので

す。図書館整備事業債は、女満別図書館のＬＥＤ化工事の財源として、限度額

７０万円を追加するものです。スキー場整備事業債は、しらかば台スキー場の

ＬＥＤ化工事の財源として、限度額３２０万円を追加するものです。東藻琴芝

桜公園整備事業債は、大規模改修に向けた実施設計を行う財源として、限度額

６１０万円を追加するものです。メルヘン観光交流センター整備事業債は、室

内のＬＥＤ化工事を行う財源として、限度額１８０万円を追加するものです。 

１００ページをご覧ください。２、変更です。合併処理浄化槽設置整備事業

債は、取りまとめの結果、不足が見込まれることから、限度額を１４０万円追

加し５７０万円とするものです。橋梁維持管理事業債は、橋梁補修工事の追加

に伴い、限度額を５５０万円追加し１，１１０万円とするものです。防災対策

整備事業債は、全国瞬時警報システムのアンテナ分離工事の財源としている

ものです。資材高騰などにより限度額を６０万円追加し９１０万円とするも

のです。社会教育センター整備事業債は、高圧受電設備改修工事の財源として

限度額を５４０万円追加し９，７２０万円とするものです。いずれも起債の方

法、利率、償還の方法に変更はありません。 

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の説明です。別冊でお配りしておりま

す予算参考資料の１４ページから主な事業の内容を掲載しております。今回、

補正予算で計上している政策予算につきましては、事業名の後ろに政策予算

と記載しておりますので、ご参照いただければと存じます。それでは歳出から

行いますので、予算書の１１０、１１１ページをご覧ください。 

２款１項１目、一般管理費の７節、行政事務相談報償費２０万円の追加は、
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予算に不足が見込まれることから増額するものです。６目、財産管理費の１４

節、温泉熱供給施設受電設備改修工事の４４万円は、女満別の温泉ポンプ室の

コンデンサーにＰＣＢ含有の可能性があることが確認され、交換が必要とな

ったことによるものです。７目、企画振興費の１つ目の丸、地域戦略一般事務

費の１４節、中央南地区集会施設軒先修繕工事の６８万２，０００円は、風害

により軒先の修繕が必要となったことによるものです。２つ目の丸、１８節、

企業振興促進補助金に７５万円の追加は、企業振興促進条例の改正に伴い、制

度趣旨に合致する企業の設備投資等がすでに実施されている実態を踏まえま

して、固定資産税相当分を補助するものです。３つ目の丸、まちの芽プロジェ

クト応援事業は、団体や個人が主体的に取り組む地域課題の解決や活性化を

目的とした新たな取組を助成するもので、審査委員会の開催経費と補助金を

合わせて１６１万９，０００円を計上するものです。次の丸、地域職業紹介事

業の１２節、スポットワーク普及業務委託料の１５０万円は、スポットワーク

を普及させるためのマッチングイベントの開催や、事業者説明会の開催経費

などを計上するものです。次の丸、地域ブランディング事業の１２節、地域ブ

ランディング支援業務委託料の１，２５０万円は、作成したキャッチコピーと

ロゴの認知拡大キャンペーンや空港でのプロモーション、ブランドポスター

の製作、ウェブサイトの改修などを計上するものです。１８節、地場産品開発

支援補助金の１５０万円は、ふるさと応援寄附金の返礼品となる特産品の地

域開発を支援するものです。次の丸、移住体験住宅整備事業は、現在空室とな

っている女満別の教職員住宅２戸を移住体験住宅として整備するもので、民

間業者へのデザイン監修のほか、移住体験に必要な備品など合計１，３６０万

円を計上するものです。次の丸、移住体験住宅管理運営費は、さきに説明しま

した教職員住宅を整備した住宅２戸と、旧しらかば町営住宅の２戸も移住体

験住宅用として備品を購入し、あわせた４戸の維持管理に要する経費です。消

耗品費の６万円から１１３ページの上段、１７節、移住体験用備品１７０万円

までの合計２４８万５，０００円を計上するものです。１１３ページの１つ目

の丸、多世代交流複合施設整備事業の１２節、基本計画策定支援業務委託料の

５２８万円は、多世代交流複合施設の基本計画を策定するものです。研修会館

解体工事実施設計委託料の１，３２０万円は、女満別研修会館を解体する実施

設計を行うものです。８目、庁舎管理費と総合支所庁舎管理費のそれぞれの１

３節、自動体外式除細動機借上料の５万５，０００円は、役場庁舎及び総合支

所庁舎に新たに１台ずつＡＥＤを設置するものです。１０目、住民活動費の１

４節、町民会館照明ＬＥＤ化工事の１５２万８，０００円は、これまでも順次

ＬＥＤ化を進めているところでありまして、本年は巴沢公民館、南区会館、山

園会館の３施設の照明をＬＥＤ化するものです。 

３款１項１目、社会福祉総務費の１つ目の丸、２７節、国民健康保険事業特

別会計繰出金に６２万４，０００円の追加は、保険基盤安定負担金と未就学児

均等割負担金の試算結果に基づき補正するものです。２つ目の丸、無縁物故者

対策事業の１１節、直葬手数料の１８万１，０００円。１３節、合同納骨塚使

用料の１万円は、身寄りのない方の埋葬費として計上するものです。２目、老

人福祉費の１８節、女満別特別養護老人ホーム整備事業補助金の１，５００万

円は、温水ボイラーの入替工事やナースコール設備の更新などの施設整備費
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用について補助するものです。その下、東藻琴特別養護老人ホーム整備事業補

助金の１，５００万円は、本館の外壁改修にかかる費用について補助するもの

です。３目、障害者福祉費の１１節、消防用設備点検料の５万５，０００円は、

障がい者支援拠点施設の施設整備を行った際に消防設備制御盤の修繕が必要

となり、それに伴って点検が必要になったものです。５目、国民年金費の１２

節、国民年金システム改修委託料の５４万１，０００円は、育児期間の保険料

免除措置が創設されたことに伴いシステム改修が必要となったものです。１

１４、１１５ページをご覧ください。３款１項６目、障害者ひとり親家庭等医

療対策費の１２節、福祉医療システム改修委託料の４７万５，０００円は、令

和７年度の税制改正で特定親族特別控除が創設されたことに伴い、システム

改修が必要となったものです。２項２目、児童措置費の１９節、養育医療費扶

助の７３万４，０００円は、未熟児の養育医療の指定医療機関への入院中の医

療費食事代を助成するもので、不足が見込まれることから追加するものです。 

４款１項１目、保健衛生総務費の１４節、女満別中央病院小荷物専用昇降機

改修工事の８６９万円は、経年劣化している小荷物専用のエレベーターを改

修するものです。１８節、女満別中央病院医療機器等整備事業補助金の１，０

８９万円は、経年劣化している医療用画像管理システム、エックス線の更新を

補助するものです。３目、環境衛生費の空き家等解体撤去推進事業は、１０節

の消耗品費から１１節、財産管理人選任予納金までの合計１００万９，０００

円は、過去に行政代執行を行った件に係る財産管理人を選任するための費用

を計上するものです。１４節、行政代執行廃屋等解体撤去工事の２６０万円は、

行政代執行が必要な危険廃屋があることから追加するものです。６目、診療所

費の１７節、医療用備品の８７４万５，０００円は、東藻琴診療所の錠剤散薬

分包機を更新するものです。２項１目、塵芥処理費の１１節、特定計量器検定

手数料の１７万９，０００円は、焼却処理施設の修繕を行ったことから大気濃

度計の再検定が必要になったものです。２目、し尿処理費の１８節、合併処理

浄化槽設置整備事業補助金の１６４万５，０００円は、取りまとめを行った結

果、不足が見込まれることから追加するものです。３目、リサイクルセンター

費の１４節、トラックスケール改修工事の１，１１１万１，０００円は、老朽

により改修が必要になったものです。リサイクルセンター等ＬＥＤ化工事の

２８７万９，０００円は、リサイクルセンターとストックヤードの照明をＬＥ

Ｄ化するものです。電気設備改修工事の１，３３８万３，０００円は、老朽に

より高圧変圧器やコンデンサー等の更新が必要であることから改修を行うも

のです。 

６款１項１目、大空町農業委員会費の１０節、１１７ページに移りまして、

消耗品費に１３万８，０００円の追加は、農地中間管理事業協力金の財産額の

積算に伴い事務消耗品を追加するものです。６款１項３目、農業振興費の農業

振興センター管理運営費の１１節、電話料１０万３，０００円と、１４節、無

線ＬＡＮ設備設置工事の３３万円は、農業振興センターの２階において４月

から大空高校の公設塾を開催していることから、安定したネットワークを確

立するために無線ＬＡＮ設備を整備するものです。その下の丸、農村環境改善

センター管理費の１２節、大規模改修工事実施設計委託料の２，２８９万１，

０００円は、大規模改修工事に向けた実施設計を行うものです。その下の丸、



27 

 

１８節、地域農業構造転換支援事業補助金の５２８万６，０００円は、農業生

産や地域を維持するために必要な農業機械の導入などを支援するものです。

４目、畜産業費の１２節、指定管理委託料の８６万７，０００円は、ひがしも

こと乳酪館の保冷車が経年劣化により更新が必要となったことから追加する

ものです。７目、団体営土地改良費の１６節、排水路用地買収費の２５万円は、

令和７年度に買収を予定していた用地の一部が所有権移転や根抵当権の設定

があり、時間を要したことから今年度で用地買収を実施するために追加する

ものです。２項１目、林業総務費の１４節、路網整備工事３，３３５万２，０

００円は、東藻琴清浦に林業専用道を新設するものです。２目、公有林管理費

の１２節、風倒木除去委託料の２００万円は、春先の強風により当初予算をお

おむね執行していることから、今後の備えとして増額するものです。 

７款１項１目、商工業振興費の１８節、商工会補助金の８２０万円は、地域

振興事業に係る経費を補助するものです。次の起業家支援事業補助金の１０

０万円は、予算に不足が見込まれることから追加するものです。２目、観光費

の東藻琴芝桜公園整備事業の１２節、大規模改修工事実施設計委託料の１，２

３０万円は、遊覧車用道路や園内の階段などの大規模改修工事に向けた実施

設計を行うものです。その下のメルヘン観光交流センター管理運営費の１４

節、エアコン取替工事の１６５万３，０００円は、経年劣化によるエアコンを

更新するものです。また、照明ＬＥＤ化工事の１８０万７，０００円は、施設

内の照明をＬＥＤ化するものです。 

１１８、１１９ページをご覧ください。８款２項３目、除雪対策費の１０節、

修繕料の１２１万円は、女満別除雪センターの車庫のシャッターが経年劣化

によりモーター等の交換修繕が必要になったことから追加するものです。４

目、道路新設改良費の１４節、橋梁補修工事の５５０万円は、女満別住吉にあ

る新生橋の高欄の塗料にＰＣＢ含有が確認されたことから、剥離除去するた

めに追加するものです。６項１目、住宅管理費の１２節、アスベスト分析調査

委託料の６８万２，０００円は、後年度に実施するあけぼの団地の外壁塗装な

どの事前調査として必要になることから追加するものです。 

９款１項３目、非常備消防費の１８節、網走地区消防組合女満別消防団費負

担金の１００万円は、女満別消防団のためにと寄附があったことから、老朽し

ているデジタル簡易無線機等の更新を行うものです。５目、災害対策費の１節、

防災会議委員報酬から１２節、防災計画改定委託料までの合計５７１万４，０

００円は、大空町地域防災計画の改定を行うための会議開催費用、計画改定に

係る委託料を計上するものです。１４節、全国瞬時警報システム用アンテナ分

離工事の６２万円は、資材高騰などにより当初予算額に不足が生じることか

ら追加するものです。 

１０款４項１目、高等学校管理費の７節、特別講師謝礼金から１７節の大型

モニターまでの合計３００万円は、国の補助金を受けてＤＸハイスクール関

連事業としてプログラミング講座や大学との連携、教員研修などの講師謝礼

金や講義に係る経費のほか、図書室を探求学習空間にするための原材料費や

事務用備品などを追加するものです。１２０、１２１ページをご覧ください。

１０款４項４目、寄宿舎費の１７節、共用備品の５２万３，０００円は、寮生

の増加に伴い、不足している生徒用の椅子と机を購入するものです。５項２目、
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青少年教育費の１８節、稲城市教育交流補助金が５０万円の減額と、ふれあい

スタディｉｎ氷川町補助金の５９万２，０００円の追加は、それぞれ小学生、

中学生の参加希望者数が確定したことにより過不足分を補正するものです。

３目、芸術文化振興費の１４節、配水管設置工事の７９９万７，０００円は、

女満別湿生植物群落の保全対策事業として、施設の排水管の設置換えと新規

設置を行うものです。４目、図書館費の１４節、女満別図書館ＬＥＤ化工事の

７７万円は、女満別図書館の照明をＬＥＤ化するものです。５目、社会教育施

設費の１４節、高圧受電設備改修工事の５３９万円は、社会教育センターのコ

ンデンサーと変圧器がＰＣＢ含有の可能性があることが判明し、更新が必要

となったことによるものです。１７節、陸上競技用ゴムマットの１０３万４，

０００円は、陸上競技振興のためにと寄附があったことから購入するもので

す。１０款６項１目、保健体育総務費につきましては、財源振替のみで補正額

はございません。２目、体育施設費の１４節、照明ＬＥＤ化工事の３２７万９，

０００円は、スキー場のＬＥＤ化が済んでいない斜面北側の照明と各小屋の

照明をＬＥＤ化するものです。また、しらかばハウス屋根修繕工事の１３０万

１，０００円は、軒天の一部が崩落し修繕が必要であることから屋根の塗装と

あわせて実施するものです。監視カメラ設置工事の２３万４，０００円は、こ

れまでロープ等の操作位置から死角となっていた頂上の降り口にカメラを設

置し、モニタリングすることにより安全性を高めるものです。 

１２款１項１目、職員給与費の２節、給料から、１２３ページの上から２行

目の１８節、職員退職手当組合負担金までの総額２，７８４万９，０００円の

減額は、人事異動による会計間の移動のほか、扶養者の増減、休職者、退職者

などによるものです。１２３ページの１つ目の丸、大空高等学校職員給与費の

２節、高校教育職給から３節、単身赴任手当までの総額８８万７，０００円の

減額は人事異動に伴う増減によるものです。２目の町道維持補修事業、会計年

度任用職員給与費の３節、期末勤勉手当から１８節、職員退職手当組合負担金

までの合計２１万３，０００円の追加は、１名が３月末で退職したことから、

１名を新規採用するための人件費の増減です。 

続きまして、歳入の説明をしますので１０４、１０５ページをご覧ください。 

１５款１項２目１節、国民健康保険基盤安定負担金に３６万３，０００円の

追加は、保険基盤安定負担金と未就学児均等割負担金の試算結果に基づき補

正するものです。４節、養育医療給付事業負担金に１８万円の追加は、未熟児

の養育医療給付に係る国からの負担金です。２項１目１節、空き家対策総合支

援事業補助金に１３０万円の追加は、行政代執行廃屋等解体撤去工事に係る

国からの補助金です。３目２節、合併処理浄化槽設置整備事業補助金に２９万

６，０００円の追加は、合併処理浄化槽設置整備に係る国からの補助金です。

４目２節、木材供給基盤強化対策等交付金事業補助金に２，６５３万２，００

０円の追加は、林業専用道の路網整備に係る国からの補助金です。６目５節、

女満別湿生植物群落保全対策事業補助金に３９９万８，０００円の追加は、排

水管設置工事に係る国からの補助金です。３項２目１節、国民年金事務交付金

に５４万１，０００円の追加は、国民年金システムの改修に係る国からの交付

金です。６項１目１節、働く、観光、交流によるまちづくり事業交付金に７０

０万円の追加は、スポットワーク普及業務と地域ブランディング支援業務に
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係る国からの交付金です。移住体験住宅整備事業交付金に５３０万円の追加

は、移住体験住宅の整備に係る国からの交付金です。東藻琴芝桜公園大規模改

修事業交付金に７６５万円の追加は、東藻琴芝桜公園の大規模改修工事実施

設計に係る国からの交付金です。 

１６款１項１目１節、国民健康保険基盤安定負担金に１０万８，０００円の

追加は、保険基盤安定負担金と未就学児均等割負担金の試算結果に基づき補

正するものです。４節、養育医療給付事業負担金に９万円の追加は、未熟児の

養育医療給付に係る北海道からの負担金です。６節、死亡人取扱費用負担金に

１９万１，０００円の追加は、無縁物故者対策事業に係る北海道からの負担金

です。２項１目２節、官民連携基盤整備推進調査費補助金に２６４万円の追加

は、多世代交流複合施設整備の基本計画策定に係る北海道からの補助金です。

まちの芽プロジェクト応援事業補助金に８０万円の追加は、まちの芽プロジ

ェクト補助金に係る北海道からの補助金です。３目１節、医療施設等施設、設

備整備事業補助金に４３７万２，０００円の追加は、東藻琴診療所で更新する

錠剤散薬分包機に係る北海道からの補助金です。４目１節、地域農業構造転換

支援事業補助金に５２８万６，０００円の追加は、農業生産や地域を維持する

ために必要な農業機械の導入などを支援する北海道からの補助金です。５目

１節、高等学校等デジタル人材育成支援事業費補助金に３００万円の追加は、

ＤＸハイスクール関連事業として実施する経費に係る北海道からの補助金で

す。２節、女満別湿生植物群落保全対策事業補助金に１９９万９，０００円の

追加は、配水管設置工事に係る北海道からの補助金です。地方スポーツ振興費

補助金に２２万１，０００円の追加は、地域展開に係る２団体分の地域クラブ

活動を支援する北海道からの補助金です。 

１０６、１０７ページをご覧ください。１７款１項１目２節、移住体験住宅

貸付料に１０４万４，０００円は、移住体験住宅４軒分の貸付料です。 

１９款１項１目１節、財政調整基金繰入金から１億３，０９０万４，０００

円の減額は、今回補正の財源調整によるものです。３目１節、地域振興基金繰

入金の７７０万円は、商工会補助金、起業化支援事業補助金へ充当するものと、

当初予算で充当していた東藻琴芝桜公園整備事業において、地域未来交付金

が見込まれることに伴い、基金充当を減じた分との差額を計上するものです。

６目１節、森林環境譲与税基金繰入金の２００万円は、町有林の風倒木除去委

託料に充当するものです。 

２０款１項１目１節、前年度繰越金の１億５，４０７万１，０００円は、繰

越金全額を計上するものです。 

２１款４項７目１節、会計年度任用職員等雇用保険料納付金の１万７，００

０円は、町道維持補修事業会計年度任用職員の新規採用に係る雇用保険料納

付金の本人負担分です。１１目１節、養育医療費徴収金の３７万２，０００円

は、未熟児の養育医療費に係る保護者の負担分です。建物災害共済金の３４万

１，０００円は、風害による中央南地区集会施設の軒先修繕に係る共済保険金

です。農地中間管理事業協力金の１３万７，０００円は、農地中間管理機構を

通じて農地を貸付けた地域に対して支払われるもので、概算額を計上するも

のです。 

２２款の町債につきましては、第２表、地方債補正で説明したとおりですの
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で省略させていただきます。 

以上、補正予算の内容につきまして説明申し上げました。ご審議くださいま

すようよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 令和８年度大空町一般会計補正予算（第１号）の説明が終わりま

した。 

ここで昼食のため休憩いたします。再開は午後１時とします。 

 

（休憩 午前１２時０１分） 

 

（再開 午後 １時００分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  議案第４４号、令和８年度大空町一般会計補正予算（第１号）について、こ

れから質疑を行います。質疑はありませんか。 

８番、上地史隆議員。 

 

◇上地議員 ２点ほど確認をさせていただきたいと思います。 

１点目が、政策予算の関係で福祉会の補助金、１１３ページなんですけど、

３款１項２目１８節のものですが、女満別の特別養護老人ホーム、東藻琴特別

養護老人ホーム１，５００万ずつと、そして内容としましては説明では女満別

側が温水ボイラーの関係、そしてナースコールということでございます。また

東藻琴のほうは外壁、本館のほうということは確認したんですが、もう少し詳

細のほう確認したいのと、あと予定としてはどれぐらいを検討されているの

か、その点１点確認させてください。 

そしてもう１点が、４款１項３目の１４節の説明欄、空き家等解体撤去推進

事業の３６０万の下段の１４の工事請負費、行政代執行廃屋等解体撤去工事

２６０万、で説明では１件というふうに聞きましたが、多分、女満別のほうの

危険家屋のことかなと思うんですが、行政代執行を行うことについて、今後、

予定など詳細がありましたら、お答えいただけたらなと思います。 

以上です。 

 

◇議  長 宮田福祉課長。 

 

◇福祉課長 ただいま上地議員からご質問のありました福祉会補助金につきま

してお答えをいたします。 

女満別特別養護老人ホーム整備事業補助金ということで、１，５００万円の

内容でございますけれども、真空式温水ボイラーにつきましては９１３万円

を見込んでおりまして、そのうち６００万円を町の補助ということで積算を

しているところでございます。ボイラーの更新に関しましては、馬主社会福祉

財団の助成を受ける予定もありまして、法人の財源ということでは３００万

円を充当できる財源をお持ちであります。それからナースコールの設備につ

きましては、こちらについては不具合が生じているということもございまし
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て、こちら規模としましては７１５万円を予定しております。それから消防設

備などの改修費ということで１８５万円、これを合わせまして１，５００万円

となってございます。一部につきましては、事業につきまして進行中というこ

とで、利用者への影響のないように速やかに改修を行っていただくというよ

うな流れとなってございます。それから東藻琴特別養護老人ホームの整備事

業につきましては、外壁工事６，８９８万１，０００円のうち２，７４７万１，

０００円を補助の対象経費といたしまして、そのうち１，５００万円が町の補

助としてあたるというものでございます。それ以外につきましては、法人のほ

うで北海道の補助金を見込んでございまして、財源として４，１５１万円の補

助申請をしているというような状況でございます。 

答弁については以上でございます。 

 

◇議  長 砂金住民課長。 

 

◇住民課長 上地議員のご質問にお答えしたいと思います。 

空き家等解体撤去推進事業の１４節、工事請負費２６０万円につきまして

は、議員の言われたとおり女満別地区の特定空き家と指定いたしました女満

別西１条２丁目９番１号の土地、建物となっております。今後のスケジュール

といたしましては、すでに特定空き家の指定をしております。今後、しかるべ

き事務手続をとり、雪の降る前１１月中には行政代執行できるように事務を

進めるとともに、かなり危険な状況となっておりますので早期に解体できる

術、所有者による解体ですとか、第三者が相続をし解体するとか、そういった

ことも並行しながら進めていきたいというふうに思っております。 

以上です。 

 

◇議  長 ８番、上地史隆議員。 

 

◇上地議員 １点目については、両福祉会ともに修繕が必要なものと、また利

用者ができるだけ影響が出ないように、早期に進めるということでありまし

たが、どちらも今後、大規模な改修も必要になってくる可能性もございます

し、また東藻琴が平成４年で、女満別が平成６年と３０年以上経過している

のもありますので、しっかり法人とも、法人も昨日の質問にもあったように、

大変苦しい経営状況でございますので、しっかりと対応していただくようお

願いをしたいと思います。 

１点目については以上で終わりたいと思いますが、２点目については１１

月ぐらいを予定しているということで、また後、言われたように歩道のほうに

も瓦礫等落ちたりとか、あと、最近では自然災害等もありますので、できるだ

け早期に進めていただくようお願いをしたいなと思っております。 

以上で質問のほう終わりたいと思います。 

 

◇議  長 ほかに質疑のある方。 

３番、川村淳議員。 
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◇川村議員 予算書のページ数で１１１ページの上から７個目の丸の地域ブラ

ンディング支援業務委託料のところですけども、参考資料のほうを見させて

いただくと政策予算として、今回１，８０９万円計上されております。内容を

見ますと、ぱっと見外向けの事業を今年はやっていくのかなというふうに受

けとっております。ただ、同時に内向けに対する事業というのも、進めていか

なきゃいけないのかなとは思ってるんですけども、その辺についてちょっと

どういった考えがあるか教えていただきたいと思います。 

 

◇議  長 佐藤まちづくり推進室参事。 

 

◇まちづくり推進室参事 川村議員の質問にご答弁させていただきます。 

地域ブランディング事業につきましては、昨年度から進めておりますとこ

ろ、昨年度、町民の方へのヒアリングですとか、あとは職員で構成する庁内ブ

ランディング会議などを立ち上げて、大空町の魅力ですとか、他市町村との差

別化というものを行ってきまして、そのような過程を通して、昨年度、見てい

たい空がある、ひとがいる。北海道大空町。というコピー及びロゴを作成いた

しました。今後、このコピーとロゴを展開しながら大空町のブランディング戦

略を進めていく構想でございます。それで令和８年度、具体的にはこのコピー

を浸透していくためのブランドポスターですとか、あるいはＰＲグッズの製

作、また既存のオオゾライフのＷｅｂサイトの改修など、そういったクリエイ

ティブに関わる政策と、また町内での認知度拡大というところで町民向けの

ワークショップの実施を予定しております。また町外の方に向けては、空港を

活用したＰＲ施策なども事業者と連携してやっていく予定でございます。外

向けのＰＲと並行して町民向け、町民の方にやはり浸透していかなくては、こ

ういった事業進めませんので、そういったところも含めて、このブランディン

グ事業を進めてまいりたいと思っております。 

以上です。 

 

◇議  長 ３番、川村淳議員。 

 

◇川村議員 ありがとうございます。今年５月にロゴマークとキャッチフレー

ズも含めて発表されて、町民の方々も大分見てる方が増えてるのかなと思い

ます。ただ、その中でやっぱりあれが受入れられるのかどうなのかっていう

のが、正直これからの進め方次第かなとは思いますので、やはりこれだけの

予算をつけて行う事業です。町民の方々にもちゃんと理解をしていただける

ような事業展開をしていただきたいなと思ってますので、よろしくお願いい

たします。 

以上です。 

 

◇議  長 ほかに質疑ある方。 

４番、福田淳一議員。 

 

◇福田議員 １点だけお願いします。１２１ページの備品購入費の関係ですね。 
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陸上競技用ゴムマットとあります。先ほどの説明では、寄附でということで

したが、もうちょっと詳しく説明いただきたいのと、どこの団体に向けての寄

附になっているのか詳細のほうを教えてください。 

 

◇議  長 歌丸生涯学習課参事。 

 

◇生涯学習課参事 福田議員のご質問にご答弁をさせていただきます。 

寄附につきましては、陸上競技に関する普及振興希望ということで、ふるさ

と応援寄附金ということでいただくというところでお話を聞いてございます。

その関係で受皿となる団体につきましては、大空町に陸上協会がございます。

その陸上協会の中で、大空町に全天候型の陸上競技場がないということで、先

ほどもご説明させていただきましたけれども大空町社会教育センターの関係

で、外の陸上競技場のほうにゴムマットのほうを整備させていただいて、設置

することによってスパイクを使用した練習は可能ということで、練習効率が

上がって競技力の向上や陸上競技の普及にもつながるということで考えてご

ざいます。大空町の陸上協会につきましては、少年団という形で大空キッズと

いうことで２２名の小学生が所属しております。それと大空町の陸上クラブ

という形で令和８年度から部活動の地域展開も行っておりますので、そうい

った環境整備も踏まえて、今後活用できればというふうに考えてございます。 

説明については以上でございます。 

 

◇議  長 ４番、福田淳一議員。 

 

◇福田議員 そういう１団体に向けての寄附を町の補正で上げてもいいという

理解でよろしいですね。 

 

◇議  長 歌丸生涯学習課参事。 

 

◇生涯学習課参事 寄附をいただいた事業所さんというところで１団体という

ことで今ご指摘ございましたけれども、寄附金の使途としまして陸上競技の

普及振興というところでございましたので、陸上協会のほうとご相談をさせ

ていただいた中で、そういった対応という形で考えてございますので、うち

の大空町のスポーツ協会に所属している陸上団体としては、陸上協会という

形になっておりますので、その陸上協会と相談させていただいて、その使途

を決めさせていただいたというところでございます。 

 

◇議  長 ４番、福田淳一議員。 

 

◇福田議員 分かりました。で、陸上協会が部活動の今回、採択というか、認め

られたのは多分５月末のスポーツ協会の会議の後だと思うんで、その割には

随分早いなと思って、とてもこのような早い段階で予算組めるのがとてもあ

りがたい、スポーツをする者にしてはありがたいと思いますが、偏った予算

にならないようにだけ、スポーツ協会でしたらスポーツ協会の中での予算の
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枠組みも考えていただけないかなっていうふうに思います。 

以上です。 

 

◇議  長 歌丸生涯学習課参事。 

 

◇生涯学習課参事 大空町の陸上協会のほうで、この部活動の地域展開に関わ

ることで各事業所さんを回って、こういった形で部活動の地域展開も進めて

いまして、今後、陸上競技について頑張っていきたいということでそういっ

た話をしていく中で陸上競技の普及振興について、この事業所さんのほうか

らお話をいただいて寄附という形になりました。ちょっとスポーツ協会の総

会、福田議員おっしゃられたとおり５月中にございまして、この時期的な部

分で何とかこの補正予算の時期に間に合ったというところではございますけ

れども、今後はスポーツ協会ともお話をしながら、こういった部活動の地域

展開、地域で進めていけるような形で考えていければと思っておりますので、

ご理解いただければと思います。 

よろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 よろしいですか。続いて質疑ある方。 

５番、森賀祐司議員。 

 

◇森賀議員 予算参考資料の２９ページの中の橋梁補修等事業ということであ

るんですけれども、橋梁補修工事ということで午前中の説明では新生橋につ

いてはアスベストの混じった塗料の除去ということで説明あったんですけど、

もう１つある三線橋ですか、これはどのような補修工事をするのかと、橋梁

補修設計ということで１件上がってるんですけど、これ、差し支えなければ

どんな工事をどこでやるのか教えていただきたいのと、予算参考資料３３ペ

ージ、地域ブランディング事業の中で、食のブランド力向上のために、地場産

品を使用した特産品の開発ということで補助するというふうに聞いてるんで

すけれども、もし具体的に何か決まってることがあるんなら、その内容につ

いて教えていただきたいと思います。 

以上２点、よろしくお願いします。 

 

◇議  長 髙建設課長。 

 

◇建設課長 森賀議員のご質問にお答えいたします。 

先ほどご説明しましたけども、新生橋につきましてはＰＣＢが検出されま

したので、それの費用になります。もう一つの東藻琴末広地区の三線町につき

ましては、定期点検の結果、老朽化による修繕ということで、ほかの橋と同じ

なんですけども、定期的に一般的な修繕を行うという工事になります。 

以上でございます。 

 

◇議  長 佐藤まちづくり推進室参事。 
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◇まちづくり推進室参事 森賀議員の２つ目のご質問に対してご答弁させてい

ただきます。 

今回、食のブランド力向上というところで、地場産品開発支援補助金を制定

することを予定してございます。こちら対象としましては、町内で地場産品の

製造、加工、販売等を行う事業者さんに対して、町内の地場産品を使用した新

たな商品を開発する事業を応援する補助金でございます。対象となるのは生

産加工等の過半が町内で行われているもの、対象経費としましては原材料費

や外注加工費、また試験研究費、そういったものを経費としまして、補助金額

につきましては、対象経費の２分の１以内で３０万円を上限としてございま

す。今回、食のブランド力向上と町の認知度向上、町内の事業者に新たな地場

産品ですとか、そういったものを通じて最終的には新規返礼品などそういっ

たものにも登録できればなと考えてございます。 

説明は以上でございます。 

 

◇議  長 ５番、森賀祐司議員。 

 

◇森賀議員 ぜひとも地元企業のほうを応援して、特産品できるように頑張っ

ていただきたいと思います。 

以上です。 

 

◇議  長 質疑ある方。 

  ６番、鈴木秀之議員。 

 

◇鈴木議員 同僚議員の質疑とかぶってしまうんですが、１１５ページの４款

１項３目の空き家対策の関係について質疑があったわけですが、その関係で

予算の参考資料の中で、空き家等の解体撤去推進事業を政策予算ということ

で５７５万ということで、当初予算が２１３万９，０００円、今回、追加にな

って５７５万になったという状況でございます。その中で、この代執行の経

費も入れるということになってきたという状況で、空き家対策については大

空町の空き家対策計画に基づいて、毅然とした態度で空き家の管理について

は所有者等に働きかけをしていくという行政側の決意のあらわれでないかな

というふうに思っているわけです。そういう中で今、代執行の関係がこうい

う形で工事費が出ております。ただ、先ほど課長の説明では、所有者の方の解

体の関係、自ら解体していただくとか、それから売買関係で所有した人が解

体するとか、そういうことも含めて並行して対応するということでございま

すが、代執行の関係がある程度見通しがついたら、という段階でこういう形

になったんだろうなというふうに思ってるわけですが、そういう解釈でいい

かどうかっていうのをまず確認をしたいと思います。 

 

◇議  長 砂金住民課長。 

 

◇住民課長 鈴木議員の質問にお答えしたいと思います。 

ここの判断に至った経過といたしましては、見るからにもう危険であると
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いうリミットがもう来ているという判断のもと、このような形をとらせてい

ただきました。ただ、先ほども申し上げたとおり所有者が解体すると、もしか

すると早期に解体できるかもしれませんし、そういったことも含めながら、

様々な方策を進めリミットとしては雪の降る前、１１月中に解体をしていき

たいというふうに考えております。 

以上です。 

 

◇議  長 ６番、鈴木秀之議員。 

 

◇鈴木議員 この関係については、担当課が大変苦慮して努力をしていただい

てるということは理解しております。そういう中で、頑張っていただきたい

ということで議会側もやはり応援をしていきたい。そのためにも所管の委員

会で十分連携をとっていただいて、代執行の関係についてはそのあとまで継

続をしていく事案だというふうになりますので、所管の委員会と十分連携を

とりながら進めていく必要があるというふうに思っておりますが、そこら辺

担当課のほうとしてはどのように考えていらっしゃいますでしょうか。 

 

◇議  長 砂金住民課長。 

 

◇住民課長 ただいまの質問にお答えしたいと思います。 

鈴木議員言われるとおりですね、進み具合、進捗状況については、情報を共

有しながら取り進めていきたいと思っておりますし、いよいよ行政代執行と

いうことになれば段階を踏む必要もありますので、その都度、報告ないし協議

させていただければというふうに思います。 

以上です。 

 

◇議  長 ６番、鈴木秀之議員。 

 

◇鈴木議員 ありがとうございます。ぜひ、毅然とした態度でやっぱり臨むこ

とが必要だなというふうに思いますので、よろしくお願いいたします。なお

かつ女満別地区だけではなくて、東藻琴地区を含めて大空町の町内には危険

な家屋というふうに、特定空き家というふうになる可能性のある放置されて

いる空き家があり、その空き家があることによって隣の空き家がなかなか、

空き家バンクに登録してもなかなか動かないというような状況もあります。

そういう中で、放置されてることにより周辺住環境等に危険を及ぼすおそれ

のある建物については、やはりきちんと対応をしていかなければならないと

いうふうに、これも地域課題だなというふうに思いますので、今後ともよろ

しくお願いしたいと思います。 

 

◇議  長 よろしいですか。続いて質問ある方。 

７番、岩原繁議員。 

 

◇岩原議員 ２点ほどお願いいたします。まず１点目、予算書１１３ページで
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ございますけども、多世代交流複合施設整備事業、委託料ということで１，８

４８万計上されておりますが、基本計画策定支援業務委託料５２８万という

のがあります。これにつきましてスケジュール等含め若干説明があれば、お

願いをしたいと思います。 

それからの補正とはちょっと離れるんですが、予算の参考資料の中の１７

ページ、水産業振興事業についてです。先般の今年の観光夏まつりの実行委員

会がありまして、その中のイベントの部分の中で話していたんですが、シジミ

漁が思わしくないというような話がありました。産業課のほうで情報等があ

れば、教えていただきたいと思います。 

よろしくお願いします。 

 

◇議  長 佐川まちづくり推進室長。 

 

◇まちづくり推進室長 岩原議員の質問にご答弁させていただきます。 

基本計画策定支援業務委託料の関係でございますけれども、基本的な施設

の整備の基本方針は、私たちが、まちづくり推進室のほうである程度考えて、

それ以外に関して導入機能と規模ですとか、配置計画ですとか、という中身を

委託にかけるというものでございまして、内容的にはどのような目的で、どの

ような機能を持たせて、どの程度の規模で整備するのかといったところを基

本計画で考えていきたいというふうに思っています。具体的には、導入する機

能の整理ですとか、必要な面積や配置の検討ですとか、利用動線だとか、運営

方法の考え方、概算事業費の算定、さらには整備スケジュールということで、

今回補正お認めいただいたら直ちに委託業者の選定を行って、年度末までに

は基本計画策定というようなスケジュールで今考えております。 

以上です。 

 

◇議  長 林産業課長。 

 

◇産業課長 シジミの漁といいますか、現状についてのご質問でございますけ

れども、昨年の９月、それから１１月、１２月、大変強い風などが吹きまして、

網走湖では青潮が発生して様々な被害があったというふうに認識をしている

ところでございます。中でもシジミにつきましても被害がございまして、水

深の特に深いところでは弱ってるといいますか、へい死が確認されていると

ころでもございました。ただ実際の漁への細かい詳細な影響につきましては、

現時点では、６月に資源量調査をただいま行っているところでありまして、

その状況によって夏まつりのシジミの関係ですとか、そういったものが詳細

に分かるかなというふうに思っているところでございます。 

 

◇議  長 ７番、岩原繁議員。 

 

◇岩原議員 ありがとうございます。多世代の施設の関係なんですけども、基

本的にはそうしますと、中身が大枠決まるという部分の前提で基本計画とい

うことも今のお話の部分で理解してよろしいでしょうか。というのは、その
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基本計画の中に、いろいろな団体、諸団体、利用者とかという部分で、そうい

った中の何か聞き取りとか、そういったものもこの基本計画の段階では入ら

ずに、その後に実施計画とかなったときに、そういった聞き取りとかいろん

な要望は入っていくという段取りになるのか、ちょっとその辺、お願いいた

します。 

 

◇議  長 佐川まちづくり推進室長。 

 

◇まちづくり推進室長 岩原議員の質問にお答えしたいと思います。 

今現在、施設に入っていただくというふうな想定をしております団体等に

も、いろんな意見をお聞きしているような状況です。さらに、ここを利用して

いただく高齢者の方ですとか、小学生、中学生、高校生などの意見も聞きなが

ら、今現在進めているような状況でございます。関係団体ですとか、利用者の

皆様のご意見をいただきながら先ほども申しました導入機能ですとか、施設

の規模の整理をしていって、この基本計画をもとに次の段階の実施設計にい

きたいというふうに思っております。なので基本計画は事業の方向性と規模

を決定づけるようなそういったイメージで今考えております。 

以上でございます。 

 

◇議  長 ７番、岩原繁議員。 

 

◇岩原議員 ありがとうございます。ぜひ、そういった意味では基本計画の中

の部分で幅広い意見を取り入れていいものをつくることということが１番だ

と思いますので、よろしくどうぞお願いを申し上げたいと思います。 

それからシジミの関係なんですけれども、分かりました。それで今年の春先

には随分、漁模様が良かったという話を漁師の方からは実は聞いたもんです

から、この間の実行委員会の中で思わしくないというな話がありまして、いつ

になったらまた復活するのかなというような、ちょっと思惑あったもんです

から、もしそういうことであれば、何らかの対策というものは今後考えなきゃ

いけないというようなことでよろしかったですかね、よろしくお願いします。 

 

◇議  長 林産業課長。 

 

◇産業課長 実際には漁は行えているというふうな状況でございまして、その

被害の詳細がまだ現時点では把握し切れていないというところで、ご理解を

まずはいただきたいと思いますが、実際には昨年の強風などもありまして、

青潮が発生しているという状況がございますので、実際に国のほうで行って

いる大曲堰ですとか、そういうような運用の仕方っていうのもございます。

ですので、漁協、さらには国や北海道の中でいろいろ関係機関とも協議を進

めながら、対策を講じてまいりたいというふうに考えているところでござい

ます。 

 

◇議  長 ほかに質疑ある方。 
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２番、大泉知功議員。 

 

◇大泉議員 ページ数でいきます。１１５ページ、説明欄下から２個目の丸の

リサイクルセンター等管理運営費の１３目、リサイクルセンター等ＬＥＤ化

工事、続きまして１１７ページの説明欄１番下の照明ＬＥＤ化工事、１２１

ページの説明欄下から２個目のスキー場管理費の照明ＬＥＤ化の工事という

ことで、ＬＥＤ化が進んでいるように見えます。こちらをすることによって

今までよりもどのぐらいお金が浮いたりとかするのかなっていうの、１回つ

くれば多分ＬＥＤで１０年くらいもつような感じがするんですけれども、そ

ういう何か１００％、１５０％ぐらいお得なんですよとかっていうような情

報を持っていればちょっと教えていただきたいと。 

一点です。 

 

◇議  長 砂金住民課長。 

 

◇住民課長 大泉議員の質問にお答えしたいと思います。 

リサイクルセンター管理運営費の中の工事請負費、リサイクルセンター等

ＬＥＤ化工事のＬＥＤ化したことによっての電気料の削減率というか、その

辺の話かとは思うんですが、細かい数値は持ち合わせておりません。ただ、リ

サイクルセンターにつきましては、供用開始時からずっと水銀灯を使ってお

り水銀灯の製造も終了するということもあることから、これを機会にＬＥＤ

化にするというようなことであります。 

以上です。 

 

◇議  長 ２番、大泉知功議員。 

 

◇大泉議員 ありがとうございます。そのほかにも、町内ではＬＥＤ化しなけ

ればならない施設が、まだあるのかというところもちょっとお聞きします。 

 

◇議  長 笠井総務課参事。 

 

◇総務課参事 大泉議員のＬＥＤ化、今後これから予定されているというとこ

ろなんですけれども、今現在、ＬＥＤ化のほうは大体７割程度終わってはい

ると思っているんですけども、まだ、先ほど補正予算で説明しました、例えば

公民館でしたり会館等も今後やるところも来年度も予定しているところがご

ざいます。なので、できるだけ早めに終わらせたいというふうに考えており

まして、ただある程度、今、蛍光灯の在庫をストックして、ある程度まとめて

安く上げようというような形で進めているような施設もございまして、そう

いったところもありまして、早めに進めたいと思っておりますが、まだ現在、

２、３割が残っている状況でございます。 

以上です。 

 

◇議  長 ほかに質疑ある方。 
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９番、原本哲己議員。 

 

◇原本議員 一点だけ質問させてもらいます。林業費なんですけども、令和７

年度から防風保安林の伐採、整備について事業に取り組んでいると思うんで

すけども、今年度予算の中で、たしか当初３年とか何年間かかってやってい

くんだという話を聞いたんですけども、今年度予算の中、その部分がどうい

うふうに反映されてるかお聞きしたいのと、実際にあと何年ぐらいで、当初

の予定の計画をやっていくのか、ちょっとお聞きしたいと思います。 

 

◇議  長 佐々木産業課参事。 

 

◇産業課参事 町有林の伐採についてのお尋ねだと思いますので、ご答弁申し

上げたいと思います。 

昨年、明生の防風保安林を伐採したということがございました。今年につい

ては、立木売払いという形で、東藻琴の新富、スキー場の奥の場所に１０町ほ

ど、立木売払いという形で出しているところでございます。来年についても同

じ場所で１０町を伐採する予定でございます。今後、令和１０年以降につきま

しては、今、林業作業道を作成しております東藻琴清浦地区のところで、大体

１０町ずつを４年間、繰り返していくというような形で予定しているところ

でございます。 

以上でございます。 

 

◇議  長 ９番、原本哲己議員。 

 

◇原本議員 町有林の伐採についてはそれでいいと思うんですけど、防風保安

林についての計画、令和７年度総メーター数でいったら６００メーターぐら

いかなと思ってるんですけどね、伐採整備した分が、それが恐らく町内には

数キロあると思うんですけど、その辺の計画について今年度も例えば何百メ

ーターやる予定してますとか、その辺が分かれば聞きたいと思うんですけど。 

 

◇議  長 佐々木産業課参事。 

 

◇産業課参事 大変失礼いたしました。防風保安林ということでございますが、

今予定しているところが、令和９年度以降になるんですけども、大東と大成

にそれぞれ防風保安林がございます。それを北海道の事業であります治山事

業をもちまして伐採をしていく予定でございます。令和９年度以降なんで、

恐らく令和１０年に大成、令和１１年に大東というような形で治山事業を入

れていくわけでございますが、基本的に防風保安林というのが林帯幅２０メ

ーターを切って伐採することができませんので、東藻琴地区においては業者

のほうに発注をして、林帯幅が広いので業者のほうで２０メーター残して伐

採することが可能なんですが、女満別地区におきましては、林帯幅が２０メ

ーターを切ってるところが非常にたくさんございますので、そこに関しては

北海道の治山事業を入れて伐採をしていくというような形で考えているとこ
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ろでございます。 

 

◇議  長 ほか質疑ある方。 

１１番、松岡克美議員。 

 

 

◇松岡議員 先ほど同僚議員が質問を一部しておりました。議案書１１３ペー

ジの１つ目の丸、多世代交流複合施設整備事業についてであります。 

基本計画支援業務委託につきましては先ほど同僚委員が聞きましたが、そ

の下の研修会館解体工事実施設計委託料２，３２０万、これにつきましては、

ゲートボールセンターも含んでるのかどうか、まずその点をお聞きをしたい

と思います。 

 

◇議  長 佐川まちづくり推進室長。 

 

◇まちづくり推進室長 松岡議員のご質問にご答弁させていただきます。 

あそこの一体、研修会館含めて解体実施設計ということになっております。 

 

◇議  長 １１番、松岡克美議員。 

 

◇松岡議員 実は昨年の１２月の１８日に議会に対しまして、この交流施設の

中身が提示をされました。それ以降、もう半年がたちますが、議会に対して進

捗状況も含めて一切説明がありません。私ども議員として、町民皆さんから

どうなってるんでしょうか。いつできるんでしょうか。それからどういうも

のが出来上がるんでしょうかという説明を求められますが、今現在、答えら

れないという状況であります。 

多世代複合交流施設につきましては、ゲートボールセンター、研修会館、老

人福祉センター、地域振興会館、地域福祉センターを老朽化した建物を動かし

て統合候補として考えているということであります。そのことにつきまして

は、当然、古い建物ですから、維持経費もかかりますから、そういう考えにつ

いては間違ってないと思いますし、私どもも同じような考えでおります。ただ、

前回出された研修会館周辺のゾーニングイメージ、ということがある程度イ

メージ図ですが出されております。それは今あるゲートボールセンターを解

体し、そこに多世代複合交流施設をつくり、その中に、あくまでもイメージ案

として出されたものにつきましては、その中にＢ案として障がいサービスの

施設を事業所を入れる案。それから、まるっきり別個に建てるという案も出て

おります。これから当然詳細については出てくるんでしょうけども、町長、執

行方針の中で丁寧な説明をするということが２回ほど出ておりました。執行

方針の中の言葉として。半年間、何も議会に一切説明もない中で、解体を認め

ろということでありますが、もう少し私は丁寧な説明があってもいいんだろ

うというふうに思っております。ある程度、議会にこういう資料が出てくるの

につきましては、当然、管理職会議の中である程度議論をし、そして課長職ま

た参事職の皆さんがある程度の理解をした中で、議会に提出をしていただい
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てるんだというふうに理解をしておりますが、それにしてももう少しやっぱ

り丁寧な説明があってもいいんじゃないかというふうに思っておりますが、

それについてお考えがあればお聞きしたいと思います。 

 

◇議  長 松川町長。 

 

◇町  長 今回の現在の研修会館、ゲートボールセンター含め敷地一帯の整

備事業、今回は多世代交流型の施設でございますけども、本当に大きな事業

でございまして、これは当然、町民の皆様はもちろん、議員皆様にもご理解い

ただかなければならない。そうした中で、進めていかなければならない事業

であると、私はそのように考えておりますので、しっかり、今回、議会のほう

に余りきちんとした説明がなされていないということについては真摯に反省

させていただきまして、これからしっかり適宜議員の皆様、そして様々な手

段を用いまして、町民の皆様にもお示ししながら進めてまいりたいと思いま

す。 

よろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 １１番、松岡克美議員。 

 

◇松岡議員 今、町長からお答えをいただきました。当然、この施設につきまし

ては研修会館機能、それから生涯学習機能、それから交流機能という、これか

ら町にとって一番重要な施設になるんだろうというふうに思っております。

今、町長のほうからそういう話をいただきましたので、余りこれ以上は言い

ませんが、議会もそうですが、町民の皆さんに使っていただいてよかったと

言っていただけるような施設にしたいと私も思っております。そのためには

進捗状況も含めて、やっぱり議会もそれから町のキャッチボールもある程度

していかないと、決まったものを議会に出されて、それで議会どうですかと、

いやそれは駄目だと、帰れと、いったときにまた一回戻らなければならない。

だから、そういうことで時間をかけることはなるべくしたく私もありません

ので、なるべくやっぱりそういう細かいことであっても、情報のキャッチボ

ールをさせていただきたいなというふうに思っておりますので、今、町長か

らご答弁をいただきましたので、その点を信頼をしてこれから一緒になって

進めていきたいというふうに思っております。 

 

◇議  長 ほか質疑ありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 
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◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第４４号、令和８年度大空町一般会計補正予算（第１号）を採

決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって議案第４４号、令和８年度大空

町一般会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決されました。 

 

     ◎日程第３８ 議案第４５号 

◇議  長 日程第３８、議案第４５号、令和８年度大空町国民健康保険事業

特別会計補正予算（第１号）を議題とします。 

本件について提案理由の説明を求めます。 

福田福祉課参事。 

 

◇福祉課参事 議案書１３１ページでございます。議案第４５号、令和８年度

大空町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）。 

令和８年度大空町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定

めるところによる。歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入

歳出それぞれ８９１万４，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ

９億７，４０８万６，０００円とする。 

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。令和８年６月２

４日提出、大空町長、松川一正。 

議案書１３３ページでございます。第１表、歳入歳出予算補正。歳入です。

１款、国民健康保険税から２１６万６，０００円を減額。４款、繰入金に５６

２万４，０００円を追加。５款、繰越金に５３８万１，０００円を追加。７款、

国庫支出金に７万５，０００円を追加し、歳入合計は８９１万４，０００円を

追加し、９億７，４０８万６，０００円とするものです。 

１３４ページをご覧ください。歳出です。１款、総務費に７万５，０００円

を追加。５款、国民健康保険事業費納付金に８５２万６，０００円を追加。６

款、諸支出金に３１万３，０００円を追加し、歳出合計は８９１万４，０００

円を追加し、歳入合計と同額にするものです。 

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の説明を申し上げます。歳出よりご説

明いたしますので１４０、１４１ページをご覧ください。 

１款１項１目、一般管理費の１０節、需用費、印刷製本費に７万５，０００

円の追加は、マイナンバーカードと健康保険証一体化周知用リーフレットの

印刷費用を追加するものです。 

５款１項１目１８節、納付金、医療給付費分から１，０００円を減額。同じ

く２項１目１８節、納付金、後期高齢者支援金等分から１，０００円を減額。

４項１目１８節、子ども子育て支援納付金に８５２万８，０００円の追加は、

令和８年度事業費納付金の確定に伴い、それぞれ減額、追加をするものです。 
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６款１項２目２２節、前年度保険給付費等交付金返還金に３１万３，０００

円の追加は、令和７年度に概算交付を受けておりました同補助金保険給付費

等交付金普通交付金について、実績に基づいた交付額が確定したことにより

超過交付分を返還するものです。 

続きまして、歳入の説明をしますので１３８、１３９ページをご覧ください。

１款１項１目１節、医療給付費現年課税分から８２４万６，０００円の減額。

２節、介護納付金現年課税分から６９万２，０００円を減額。３節、後期高齢

者支援金現年課税分から１８９万６，０００円の減額。７節、子ども子育て支

援納付金現年課税分に８６６万８，０００円の追加は、令和８年度事業費納付

金の決定を受け、先ほど議案第４３号でご承認いただきました国民健康保険

税率改正を行うこととして積算した結果、合計では２１６万６，０００円を減

額するものです。 

４款１項１目、一般会計繰入金に６２万４，０００円の追加は、保険税試算

の結果、軽減補填等基盤安定分について追加するものです。２項１目、国民健

康保険基金繰入金に５００万円の追加は、税率改正時における国保加入者税

負担激変緩和財源として基金の一部を取り崩すものです。 

５款１項１目、前年度繰越金に５３８万１，０００円の追加は、前年度の繰

越金を計上するものです。 

７款１項１目、社会保障税番号システム整備費等補助金に７万５，０００円

の追加は、歳出で説明しましたマイナンバーカードと健康保険証一体化に関

する周知費用に対して交付されるものです。 

以上、補正予算の内容についてご説明申し上げましたのでご審議賜ります

ようよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第４５号、令和８年度大空町国民健康保険事業特別会計補正

予算（第１号）を採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって議案第４５号、令和８年度大空

町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決されま

した。 



45 

 

 

     ◎日程第３９ 議案第４６号 

◇議  長 日程第３９、議案第４６号、令和８年度大空町介護保険事業勘定

特別会計補正予算（第１号）を議題とします。 

本件について提案理由の説明を求めます。 

宮田福祉課長。 

 

◇福祉課長 議案書１４３ページをお開きください。議案第４６号、令和８年

度大空町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）。 

令和８年度大空町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）は、次に定

めるところによる。歳入歳出予算の補正。第１条、歳入歳出予算の総額に歳入

歳出それぞれ１１５万５，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ

７億４，００３万１，０００円とする。 

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、第１表、歳入歳出予算補正による。令和８年６月２

４日提出、大空町長、松川一正。 

１４５ページをご覧ください。第１表、歳入歳出予算補正。歳入です。７款、

繰入金に５２万９，０００円を追加。８款、繰越金に６２万６，０００円を追

加し、歳入合計は１１５万５，０００円を追加し７億４，００３万１，０００

円とするものです。 

続いて１４６ページをご覧願います。歳出です。１款、総務費に１１５万５，

０００円を追加し、歳出合計は、歳入合計と同額にするものです。 

次に、歳入歳出補正予算事項別明細書の説明を申し上げます。歳出からご説

明申し上げますので１５２ページ、１５３ページをご覧ください。歳出です。

１款１項１目、一般管理費の総務一般事務費、１２節、委託料に１１５万５，

０００円の追加は、介護保険施設やショートステイの利用に際してかかる食

費及び居住費の自己負担額が本年８月から引上げられる改定に伴い、介護保

険事務システムを改修する必要があるため追加するものです。 

続きまして、歳入の説明を申し上げますので１５０ページ、１５１ページを

ご覧ください。７款２項１目１節、介護保険基金繰入金に５２万９，０００円

の追加は、今回の補正予算の財源調整によるものです。 

８款１項１目１節、前年度繰越金に６２万６，０００円の追加は、前年度の

歳入歳出差引き額を繰越金として計上するものです。 

以上、補正予算の内容についてご説明申し上げましたので、ご審議賜ります

ようよろしくお願い申し上げます。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第４６号、令和８年度大空町介護保険事業勘定特別会計補正

予算（第１号）を採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって議案第４６号、令和８年度大空

町介護保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決されま

した。 

 

     ◎日程第４０ 議案第４７号 

◇議  長 日程第４０、議案第４７号、令和８年度大空町簡易水道事業会計

補正予算（第１号）を議題とします。 

本件について提案理由の説明を求めます。 

高建設課長。 

 

◇建設課長 議案書１５５ページでございます。議案第４７号、令和８年度大

空町簡易水道事業会計補正予算（第１号）。 

総則。第１条、令和８年度大空町簡易水道事業会計補正予算（第１号）は、

次に定めるところによる。収益的支出の補正。第２条、令和８年度大空町簡易

水道事業会計予算、第３条に定めた収益的支出の予定額を次のとおり補正す

る。支出。第１款、簡易水道事業費用２億４，５８５万７，０００円に１０６

万３，０００円増額し２億４，６９２万円とする。内訳は記載のとおりです。

議会の議決を経なければ流用することのできない経費の補正。第３条、予算第

８条中１，４２１万６，０００円を１，５２７万９，０００円に改める。令和

８年６月２４日提出、大空町長、松川一正。 

１５８、１５９ページをお開きください。簡易水道事業会計補正予算説明書。

収益的支出。支出。１款１項４目、総係費の１節、給料、一般職給２０万６，

０００円の減額。２節、手当、扶養手当５２万８，０００円増額。児童手当６

０万円増額。寒冷地手当６万６，０００円増額。期末勤勉手当１０万円増額。

管理職手当２万５，０００円の減額は、令和８年４月１日付の人事異動に伴う

ものです。 

以上、補正予算の内容につきましてご説明申し上げました。ご審議ください

ますようよろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 
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これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから議案第４７号、令和８年度大空町簡易水道事業会計補正予算（第１

号）を採決します。 

お諮りします。本件は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって議案第４７号、令和８年度大空

町簡易水道事業会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決されました。 

ここで１０分間休憩とします。再開はブザーをもってお知らせします。 

 

（休憩 午後 ２時０５分） 

 

（再開 午後 ２時１５分） 

 

◇議  長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

 

◎日程第４１ 発議第１１号 

◇議  長 日程第４１、発議第１１号、ゼロカーボン北海道の実現に資する

森林、林業、木材産業施策の充実、強化を求める要望意見書を議題とします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

４番、福田淳一議員。 

 

◇福田議員 議会側議案の１ページをお開きください。発議第１１号、ゼロカ

ーボン北海道の実現に資する森林、林業、木材産業施策の充実、強化を求める

要望意見書。 

このことについて、大空町議会会議規則第１４条の規定により、別紙のとお

り提出する。令和８年６月２５日提出、提案者は、大空町議会議員、福田、鈴

木、松岡、深川、原本、仲西の各議員であります。 

３ページでございます。ゼロカーボン北海道の実現に資する森林、林業、木

材産業施策の充実、強化を求める要望意見書。 

本道の森林は、全国の森林面積のおよそ４分の１を占め、地球温暖化防止や

国土の保全、林産物の供給等の多面的機能の発揮が期待されており、これらの

機能を十分に発揮させるためには、森林資源の循環利用を進める必要があり

ます。全国一の森林資源を有する北海道において本町と道が連携し、２０５０

年カーボンニュートラルの実現に向けて、伐採後の着実な植林による森林の

若返りや長期間炭素を固定する木材利用の促進、化石燃料の代替となる木質

バイオマスの利用促進など森林吸収源対策を積極的に推進する責務を担って

います。本町をはじめ、道内各地域では、森林資源の循環利用に向けて、森林
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整備事業や治山事業など国の事業を活用し、植林、間伐や路網の整備、優良種

苗の安定供給、山地災害の防止、木造建築物の整備、森林づくりを担う人材の

育成など、様々な取組を進めてきたところです。本道の森林を将来の世代に引

継ぎ、環境への負荷の少ない循環型社会の形成に貢献するためには、活力ある

森林づくりや道産木材の利用、防災、減災対策を一層進め、ゼロカーボン北海

道の実現に資する森林、林業、木材産業施策の充実、強化を図ることが必要で

す。よって、国においては、次の措置を講ずるよう強く要望いたします。 

記、１、地球温暖化や山地災害の防止など森林の多面的機能の持続的な発揮

に向けて、伐採後の着実な植林や適切な間伐、路網の整備や、国土強靱化実施

中期計画に基づく防災、減災対策の推進について、物価や人件費の高騰も考慮

し、必要な予算を十分に確保するとともに、森林の保全と適正な利用に向けた

取組を進めること。 

２、森林資源の循環利用を推進するため、優良種苗の安定供給、鳥獣害、病

虫害など森林被害対策、ＡＩ技術やＩＣＴ等を活用したスマート林業の推進、

木材加工、流通体制の強化、建築物の木造、木質化や木質バイオマスの熱利用

の促進などによる道産木材の需要拡大、外国人材も含めた森林づくりを担う

多様な人材の育成、確保などに必要な支援を充実強化すること。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。提出先は衆議院

議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣、農林

水産大臣、経済産業大臣、国土交通大臣、環境大臣、復興大臣宛でございます。 

以上、説明申し上げましたのでご審議くださいますようよろしくお願いい

たします。 

 

◇議  長 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

これから討論を行います。討論はありませんか。 

 

（「なし」の声あり） 

 

◇議  長 討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから発議第１１号、ゼロカーボン北海道の実現に資する森林、林業、木

材産業施策の充実、強化を求める要望意見書を採決します。 

お諮りします。本案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

 

（「異議なし」の声あり） 

 

◇議  長 異議なしと認めます。したがって発議第１１号、ゼロカーボン北

海道の実現に資する森林、林業、木材産業施策の充実、強化を求める要望意見

書は、原案のとおり可決されました。 
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◎日程第４２ 報告第６号 

◇議  長 日程第４２、報告第６号、令和７年度継続費繰越計算書の報告に

ついてを議題とします。 

松川町長からお手元に配付しているとおり、令和７年度継続費繰越計算書

の提出がありましたので、本件について提案理由の説明を求めます。 

笠井総務課参事。 

 

◇総務課参事 議会側議案書５ページでございます。報告第６号、令和７年度

継続費繰越計算書の報告について。 

継続費は、地方自治法の規定により経費の総額と年割額を定めて数年度に

わたって支出するもので、地方自治法施行令第１４５条第１項の規定に基づ

き報告するものです。 

７ページは、６月１日付け議長への送付文です。 

９ページをご覧ください。令和７年度大空町一般会計継続費繰越計算書。６

款１項、農業構造改善センター大規模改修事業、令和７年度の予算現額が２億

８０９万８，０００円。支出済額が１億８，０１５万４，０００円。残額の２，

７９４万４，０００円を翌年度に繰越したものです。 

以上、継続費に係る令和７年度から令和８年度へ繰越した事業内容の報告

とさせていただきます。 

 

◇議  長 これで令和７年度継続費繰越計算書の報告については終わります。 

 

◎日程第４３ 報告第７号 

◇議  長 日程第４３、報告第７号、令和７年度繰越明許費繰越計算書の報

告についてを議題とします。 

松川町長からお手元に配付しているとおり、令和７年度繰越明許費繰越計

算書の提出がありましたので、本件について提案理由の説明を求めます。 

笠井総務課参事。 

 

◇総務課参事 議会側議案書１１ページでございます。報告第７号、令和７年

度繰越明許費繰越計算書の報告について。 

繰越明許費は、地方自治法の規定により、翌年度に繰越して使用する歳出予

算で、地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により報告するものです。 

１３ページは、６月１日付議長への送付文です。 

１５ページをご覧ください。令和７年度大空町一般会計繰越明許費繰越計

算書。２款３項、戸籍住民基本台帳管理事業は、住民記録、戸籍情報などに係

る旧氏ふりがなの法制化に対応するシステム改修について、ソフトウエアの

開発などに時間を要し、年度内に業務が完了しないものとして１１８万円を

繰越したものです。 

３款２項、物価高対応子育て応援手当事業は、物価高騰の影響が大きい子育

て世代に対し、児童手当支給対象となる子ども１人当たり２万円を支給する

もので、こども家庭庁の補助事業の取扱い通知により３月中の申請受付け分

は繰越し手続を行い、令和８年度予算で対応することになったことから１７
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６万１，０００円を繰越したものです。 

６款１項、産地生産基盤パワーアップ事業は、農業団体の高性能機械リース

導入などについて支援するものですが、リースする農業機械の製造に時間を

要し、年度内に完了できないことから９，０４５万４，０００円を繰越したも

のです。 

事業数３件、総額１億３，２４７万４，０００円の予算額に対し、翌年度繰

越額は９，３３９万５，０００円です。財源の内訳としましては、全額が国、

道支出金で９，３３９万５，０００円となっております。 

以上、一般会計繰越明許費に係る令和７年度から令和８年度へ繰越した事

業内容の報告とさせていただきます。 

 

◇議  長 これで令和７年度繰越明許費繰越計算書の報告については終わり

ます。 

 

◎日程第４４ 報告第８号 

◇議  長 日程第４４、報告第８号、令和７年度一般財団法人めまんべつ産

業開発公社の経営状況についてを議題とします。 

松川町長からお手元に配付しているとおり、経営状況を説明する書類の提

出がありましたので、本件について提案理由の説明を求めます。 

林産業課長。 

 

◇産業課長 議会提出議案書１７ページをお開き願います。報告第８号、令和

７年度一般財団法人めまんべつ産業開発公社の経営状況につきまして、地方

自治法第２４３条の３第２項の規定に基づき、ご報告申し上げます。 

資料につきましては、別冊で配付しております一般財団法人めまんべつ産

業開発公社の経営状況を説明する書類をご覧願います。 

１ページをお開き願います。令和７年度事業報告書です。中段になりますが、

目的を達成するための主な事業は、１、産業開発に関する事業、２、地場産品

の販路開拓、３、公共施設の維持管理等、４、その他、目的を達成するために

必要な事業でございます。 

２ページをお開き願います。各会計ごとの事業内容です。初めにローマ数字

Ⅰ、法人会計及び実施事業会計の状況です。事業としましては、地場産品を活

用した商品の試作、研究開発、販路拡大などを実施しております。１の法人会

計では、役員会の開催、運営、管理業務を行いまして、適正な法人運営に努め

ております。２、実施事業会計の１）、試作研究開発事業では、町内で生産さ

れたトマト、ニンジンなどを使ったジュースや煮豆、甘納豆、行者ニンニクを

用いた商品、クリームチーズなどの開発、試作研究を行っております。次の２）、

情報調査収集事業では販路拡大を図るため、企業訪問や物産販売の実施、ラジ

オ、雑誌など広告媒体を活用した商品のＰＲ、各種イベントへの出店などを行

っております。 

次に下から４行目、ローマ数字Ⅱ、環境整備事業の状況です。公共施設の管

理などを受託しておりまして、３ページになりますが、１、公共施設等管理事

業では、各学校の施設管理や給食調理など６つの業務を行っております。２の
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空港環境整備事業では、女満別空港の消防業務、また、３の女満別空港駐車場

管理事業につきましては、北海道エアポート株式会社から受託しているもの

です。４の産業環境整備事業は、自動車テストコースの作成整備、維持管理業

務、試験車両の管制業務などを行っております。 

次に下段のローマ数字Ⅲ、特産品収益事業ですが、研究開発した農産加工商

品の製造、販売などを行っておりまして、消費者のニーズを踏まえた品揃え、

イベントを開催するなどしまして、集客に努めたところでございます。４ペー

ジでございます。１の特産品製造事業につきましては、品目ごとに製造数の推

移を記載しております。特に上から５行目にあります、にんじんジュースが令

和６年度と比較して大きく増加をしておりますが、６年度につきましては原

料となるニンジンの品種を変更しましたところ、従前に比べて味覚が損なわ

れましたことから製造を取りやめまして、在庫により対応したものでありま

す。令和７年度からは、元の品種に戻して製造となっているところでございま

す。そのほかの製品の増減につきましては、在庫を見ながら調整、製造してい

ることによるものです。次の２の地場産品提供事業です。アンテナショップほ

のか、ほのか空港店につきましては、コロナ禍以降、来客数は順調に増え、売

上げも前年度より伸びている状況でございます。 

次にローマ数字のⅣ、指定管理運営事業の１つ目です。本町より受託をして

おりますメルヘン公園の指定管理事業でございます。５ページをご覧願いま

す。１、業務内容としましては、メルヘンカルチャーセンター、多目的屋内広

場、新規就農者技術習得管理施設、温室、体験農場、駐車場などの管理運営業

務であります。２、施設利用実績等ですが、右下の表、メルヘン公園全体では、

昨年度と比較をしまして件数は若干減少しましたが、利用者数につきまして

は僅かでありますが増加となったところでございます。 

次に下段のローマ数字Ⅴ、指定管理運営事業の２つ目、ひがしもこと乳酪館

でございます。１、業務内容としましては、施設管理のほか地場産の牛乳を活

用した乳製品の開発、製造販売を行っております。６ページをご覧願います。

２の施設利用販売実績等につきましては、１行目の入館者数が、右から３列目

１万８，７８２人で、前年度比８８．１％、３行目の全販売収入は６，３０７

万１，８７０円で前年度比９９．５％と、いずれも減少しております。特にチ

ーズの売上げが約２７４万円の減となっておりまして、ふるさと応援寄附金

の返礼に係る取扱いが減少したことによるものです。 

７ページから１６ページには、各会計の決算に係る総括表などを掲載して

おります。令和７年の女満別産業開発公社全体の収支につきましては、ページ

が飛びまして１５ページをご覧願います。正味財産増減計算書の内訳でござ

いますが１５ページのちょうど中段に２、経常外増減の部とございます、その

１行上になりますが当期経常増減額とございまして、この額が５４６万６，１

４７円で黒字の決算となっております。また、表の最後の行にありますが、Ⅲ、

正味財産期末残高は９，８３２万３，４４０円で、前年度と比較しまして５４

６万４，１３３円の増となっております。 

２０ページから３７ページには令和８年度の事業計画書、収支予算書を添

付しておりますのでご覧いただきたいと存じます。 

以上、めまんべつ産業開発公社の経営状況報告とさせていただきます。 
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◇議  長 これで、令和７年度一般財団法人めまんべつ産業開発公社の経営

状況については終わります。 

 

◎日程第４５ 報告第９号 

◇議  長 日程第４５、報告第９号、令和７年度株式会社東藻琴芝桜公園管

理公社の経営状況についてを議題とします。 

松川町長からお手元に配付しているとおり、経営状況を説明する書類の提

出がありましたので、本件について提案理由の説明を求めます。 

沼田地域振興課参事。 

 

◇地域振興課参事 議会提出議案書の１９ページでございます。報告第９号、

令和７年度株式会社東藻琴芝桜管理公社の経営状況について。 

地方自治法第２４３条の３第２項の規定に基づきご報告申し上げます。 

資料は別冊でお配りしております株式会社東藻琴芝桜公園管理公社の経営

状況を説明する書類の１ページから１３ページでございます。 

１ページの事業報告でございます。令和７年度の芝桜まつり期間中の開園

状況につきましては、５月３日にオープンしたものの降雪などの影響により

５月９日まで開花宣言が出せず、有料期間が５月９日から６月２日までの２

５日間と例年よりも短くなったため、大変厳しい経営状況となったところで

ございます。 

２ページに部門別取扱概要を記載しておりますのでご覧ください。芝桜開

花中の入園者数は５万５，５８４人となり、令和６年度と比較いたしますと１

万４，８７７人減の７８．８９％となりました。入園者数が大幅に減った要因

といたしましては、４月下旬の２回の降雪により開花宣言が前年よりも８日

遅れたことによりゴールデンウイーク期間中の入園者が減を極め、また、入園

者が多い土曜、日曜日の天候が悪く、個人客の入園が大幅に減少したことによ

るものでございます。キャンプ場につきましては、７月から９月までの３か月

間でドリームハウスが８２棟の３３６人利用、オートサイトは２２９区画で

７３９人が利用、フリーサイトは３００人が利用で、デイキャンプは２００人

が利用いたしまして、キャンプ場利用者の合計は１，５７５人となり、前年度

より３６８人減の８１．１％の利用者数となったところでございます。その下、

釣堀の利用者は８７４人、ゴーカートの利用台数が６，１６４台、遊覧車の利

用者数については１万１，５１２人となり、令和６年度と比較すると釣堀で８

６．７％、ゴーカートについては７４．４％、遊覧車については６７．５％と

全てのアトラクションにおいて利用者減となったところでございます。温浴

施設につきましては、４か月間の営業で９４５人の利用がありましたが、令和

６年度と比較しますと、１６２人減の８５．４％となっております。 

次に３ページから１０ページの収支決算の状況でございます。９ページを

ご覧ください。収支決算につきましては、売上げの約７割以上を占める入園料

収入は３，２２４万９，７５６円となり、令和６年度と比較いたしますと約５

５０万円減の８５．４３％となり、運営に支障がありますことから、町と協議

をいたしまして、町の指定管理料５７０万円を追加していただいたところで
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ございます。３ページに戻っていただき、下段、Ⅱの固定負債の１、長期借入

金として１，０００万円が記載されております。これは、令和５年１２月に大

空町から、大空町が出資する法人に対する運営等資金貸付け条例に基づき、借

入れした無利子での借入金となっておりまして、償還は令和５年から２年間

据置き、令和９年３月３１日から開始となっており、令和１８年３月３１日ま

で１０年間で償還することとなっております。単年度収支では５ページ下段

に記載のとおり、当期純利益はマイナス２６７万７，１２４円となり、７ペー

ジ上段に記載のとおり、令和６年度の繰越利益余剰金の２９１万２，１２１円

を足すと、令和７年度末の利益は２３万４，９９７円となっております。した

がいまして年度末の純資産残高は、７ページ下段に記載のとおり２，０２３万

４，９９７円となっております。９ページに、令和７年度収支決算報告を記載

しておりますのでご覧いただきたいと存じます。 

１１ページから１３ページには、令和８年度事業計画と収支計画が掲載さ

れております。旧大空高校の圃場を芝桜の苗畑として管理し、苗の老朽化など

により枯れてしまった箇所の再生を行いながら、公園の魅力づくりとさらな

る誘客促進などに取り組むこととしております。なお、本年度第４２回芝桜ま

つりにつきましては５月３１日に終了しておりますので、参考までに概略に

ついてご報告させていただきます。５月３日にオープニングセレモニーを行

い、同日、開花宣言が出せましたことから、入場料金を徴収いたしました。ゴ

ールデンウイーク期間中や毎週日曜日に開催いたしましたイベント日には、

天候にも恵まれ来園者にも喜ばれるイベントが開催できました。６月１日に

は３分咲き未満となり、入園料は無料としてございます。入園総数でございま

すが、５月１日から６月１日の開園期間の人数につきましては６万４，９３６

人で、うち個人客が５万４，８９２人で全体の８４．５％、団体客が１万４４

人で全体の１５．５％、５月３日から６月２日までの入園料徴収期間の入場者

は６万４，３０４人で前年度よりも１万５，０７２人の増となっておるところ

でございます。入園者数の増につきましては週末の天候に恵まれたことが最

大の要因でございますが、ステージイベントに合わせて参加型のイベントを

企画し、新たな客層の獲得に努めた結果と捉えております。芝桜公園の芝桜は

回復傾向にはあるものの満開宣言が出せない状況が続いておりますことから、

専門家の助言をいただきながら、来年の芝桜シーズンに向け、適正な維持管理

に努めていくこととしており、新たな魅力づくりもあわせて検討しておりま

す。また、昨年に引き続き、本年秋には芝桜の苗植えを町民ボランティアの参

加をいただきながら行う計画をしております。 

以上で令和７年度株式会社東藻琴芝桜公園管理公社の経営状況についての

報告とさせていただきます。 

 

◇議  長 ７番、岩原繁議員より質疑の申出がありましたので、これを許し

ます。７番、岩原繁議員。 

 

◇岩原議員 今、報告をいただきまして、一点、二点ちょっとお聞きしたいこと

がありますのでお願い申し上げます。 

７年度の報告、事業報告をいただきました。天候不順により、入園料の収入
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減少、議会も認めて５７０万の補正を追加を行ったわけでございますけれど

も、今までないようなマイナスだったのか、先ほどめまんべつ開発公社の中で

は、例年の部分でのそれぞれの比較が出てたんですが、この部分見るとちょっ

と単年度しか分かりませんので、考察することができないんですけれども、特

にこういった部分で特に本当に天候が左右する１番左右事業なものですから、

当然こういったことが起きると思うんですけれども、その中で今後こういう

ふうになったときにも、同じようにして、町からずっと支援をしなければいけ

ないのか、どこまで支援しなければいけないのかというか、ちょっとそういっ

た懸念もありますので、その辺のお話をお伺いしたいのと、それから今まさに

苗畑の管理についても、専門家の方の助言をいただいて回復に向かってると

いうようなお話もありました。来年、令和９年が芝桜の植栽から５０年という

その節目に向かって、今お客さんは本当に広大な山裾の中の一体になった芝

桜を見に来られていると思います。その中でやはり、中にはいろんな部分で枯

れた部分があるといったことを見ると、当然足の向きもちょっと止まってく

るというような感じも懸念をいたします。今後、収益性に向けたその計画と、

それから芝桜の復興に向けての植栽計画など、どのようにお考えなのかをま

ずお聞きしたいと思います。 

よろしくお願いいたします。 

 

◇議  長 沼田地域振興課参事。 

 

◇地域振興課参事 ただいまの岩原議員のご質問にお答えをしたいと思います。 

まず１件目の指定管理料の増額の部分での今後の考え方、ということでは

なかったかと思います。本年におきましては、先ほどもご説明を申し上げまし

たが、大変な天候の不順などにより芝桜まつり期間中の入園料徴収者につき

ましては４万９，２３２人となり、令和６年度と比較しますと１万９，３１４

人の減となりまして、入場料収入は約５５０万円の減になったところでござ

います。また、ゴーカートや遊覧車等全てのアトラクションの利用者につきま

しても、当初の見込みを大きく下回ったところでございます。芝桜公園管理公

社といたしましては、そのような状況下の中、職員のシフトの見直しなどはも

ちろんのこと、光熱水費、それから通信費と経常的経費の抑制にも努めてまい

りましたが、収入のほとんどを入園料収入とアトラクション収入で賄ってい

る公社といたしましては、有料入場者数の大幅な減に対応するまでには至ら

ないというような現状でございます。今後におきましても、やはり天候に左右

する施設ということではございますが、営業努力などをしてまいりまして、で

きるだけ指定管理料が増えることのないような経営を目指していくというよ

うなお話でございますのでご理解をいただきたいと思います。 

また、２件目の苗畑の管理につきましては、専門家の助言内容と今後の植栽

計画ということでございますが、干ばつやコガネムシの食害などの影響によ

り、令和４年度から満開宣言が出せない状況が続く芝桜公園でございますが、

芝桜の活性化に向け、町内３か所の圃場で苗の植え込みを行い、２、３年の生

育管理を経て園内に植え替えを行ってまいりました。そのような中、土壌改良

に向け東京農業大学や農業改良普及センターなど専門機関のご指導のほか、
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町内で花づくりをされている方などからのご助言をいただいてまいりました。

専門家の助言に関しましては、大変専門的な内容となっておりますので細か

な説明は割愛させていただきますが、土壌分析によりどのような肥料等が必

要なのか、雑草を減らすためにはどのような土壌にすればよいのかなど、様々

なご意見をいただいておりますことから、どの方法がよいのか試行錯誤を繰

り返しているものの、３年間の捕植、土壌改良の成果もあり、西向き斜面にお

いては明るい兆しが見えている状況であるということでございます。とはい

え、古い芝桜は枝が木のようになる木化現象が始まり、植え替えが急務となっ

ている状況ということでございますが、斜面で植え替えをするということの

難しさといった課題もございます。今後も専門機関のご指導をいただき、土壌

改良を進め町民ボランティア等のご協力をいただきながら、植え替えを進め

てまいりたいということでございますので、ご理解賜りますようよろしくお

願いいたします。 

 

◇議  長 ７番、岩原繁議員。 

 

◇岩原議員 大変、経営に苦慮されているということで了解いたしました。私

は、天候不順で大変だ、毎年大変なことですね、やっぱり当然だと思います。

ただ一点だけ、お客様はやっぱり芝桜を見に来るということになれば、早く

に満開宣言が出せるような、そういったやっぱり１番にそこを努力して今後

頑張っていただきたいと思います。 

終わります。 

 

◇議  長 以上で質疑を終わります。 

これで令和７年度株式会社東藻琴芝桜公園管理公社の経営状況については

終わります。 

 

◎日程第４６ 報告第１０号 

◇議  長 日程第４６、報告第１０号、例月出納検査結果報告についてを議

題とします。 

監査委員から例月出納検査結果報告書の提出がありましたので、監査委員

の報告を求めます。 

近藤代表監査委員。 

 

◇代表監査委員 ただいま上程になりました報告第１０号、例月出納検査結果

の報告につきまして、地方自治法第２３５条の２第３項の規定により報告申

し上げます。 

検査の対象となった月は、令和８年２月分から令和８年４月まででありま

す。出納整理期間であるため４月分は令和７年度、令和８年度を対象としてい

ます。検査の内容は、毎月末の現金の出納状況及び基金の状況でございます。

例月出納検査を実施いたしました時期は、２月分につきましては３月２４日

に、３月分につきましては４月２１日に松岡監査委員とともに、４月分につき

ましては５月２８日に原本監査委員とともに実施したところであります。検
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査の結果につきましては、お手元に配付の資料に記載されたとおり相違あり

ません。また現金、預金の保管状況、その他特に指摘する事項はございません。 

以上、適正であることを認め、監査結果の報告といたします。 

 

◇議  長 これで例月出納検査結果報告については終わります。 

 

◎閉会の宣告 

◇議  長 これで本日の日程は全部終了しました。会議を閉じます。 

ここで、令和８年７月１９日で農業委員の任期が満了となり退任される石

田正俊農業委員会会長よりご挨拶があります。 

石田農業委員会会長。 

 

◇農業委員会会長 議会定例会の貴重な時間を割いて発言の機会をいただいた

ことを厚くお礼申し上げます。 

先ほど新しい農業委員の任命を同意いただき、誠にありがとうございます。

私は７月１９日の任期満了をもちまして退任させていただきます。私は１２

年前に農地法の知識も余りないまま農業委員に就任しました。その中で諸先

輩方にいろいろとご指導いただき、農業委員として活動してまいりました。２

期６年の任期終了後に、農業委員改選で会長に就任いたしました。会長に就任

して３年間はコロナ禍の影響で、農業委員会の活動も制限せざるを得ない状

況にあり、委員の皆様にご不便をおかけした３年間でありました。会長に就任

しまして議会にも出席させていただくようになりまして、議員さん、町長さん、

町の管理職の皆さんの仕事ぶりを間近で見ること、交流することができ、いろ

いろと勉強させていただきました。農業委員会２４名、面積も多く、管内でも

北見の次に大きい農業委員会です。その中で農業委員さん、事務局職員にも多

大なるご協力をいただき、２期６年間活動することができたことをうれしく

思っております。来月２１日より新しい農業委員会となりますが、皆様のさら

なるご理解とご協力のほどよろしくお願いいたします。町政におかれまして

は、厳しい世界情勢の中、町長さん、議員さん、職員の皆さんで協力して、大

空町発展のためご尽力されることと思っております。最後になりましたが、６

年間皆様と一緒に町政の一端を担えたことを光栄に、またうれしく思ってお

ります。 

６年間、誠にありがとうございました。 

 

◇議  長 松川町長から発言があれば許します。松川町長。 

 

◇町  長 令和８年第２回定例会閉会に当たりまして一言ご挨拶申し上げま

す。まずもって、石田会長におかれましては、本当に長い間農業委員会の委員

としてご活躍いただきましたことに心から感謝申し上げます。本当にありが

とうございました。 

４月の改選後、新たな議会構成の中で開催された初めての定例会でありま

して、令和８年度予算は骨格での編成でありましたので、本定例会の機会をち

ょうだいし、町政執行方針を申し述べさせていただきました。この中で、アメ
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リカ合衆国とイスラエルによるイランへの軍事攻撃に端を発した石油危機は、

すでにアメリカ合衆国とイランによる戦闘終結に向けた覚書の署名が行われ、

現在は、最終合意を目指して６０日間の交渉期間に入っています。核問題の対

応が最終合意に向けての最大の争点となっておりますが、８月中旬頃に期日

を迎えます交渉期間内に最終的な合意がなされ、ホルムズ海峡を安全に航行

でき、原油輸入が正常化となることを切望するところであります。その一方で、

重要なエネルギー源でもあり、私たちの生活に不可欠な原油の輸入が滞るこ

とが、我が国の経済にとっていかに深刻な打撃を受けるかを改めて認識させ

られたところであります。過去２度にわたるオイルショックを経験した日本

はこれを教訓とし、改めて原油に依存し過ぎない、また新たな代替手段の確保

策を探っていかなければならない。そんな分岐点に差しかかったと感じたと

ころであります。 

さて、今定例会では６名の議員の皆さんから一般質問をちょうだいいたし

ました。誠にありがとうございました。今回の議員各位からの一般質問は質問

項目こそ異なりますが、その根底にあるのは共通して人口減少であると感じ

たところであります。人口減少の中でいかに町民皆様へのサービスを官民問

わず提供し続けていくことができるか。昨年１０月の北海道町村会政策懇談

会で、第一生命経済研究所の方から、テクノロジーの進展とＡＩで進む行政と

社会の問題で基調講演を聞く機会があったところでありますが、その講演の

中で、人口減少を回避することはできず、これからの人材不足を補う手段は、

外国人材に頼ること、高齢者に少しでも長く就業いただくこと、そしてＡＩを

活用すること、これ以外に手段はないと断言されていました。理由は、仮に少

子化対策が成功し、子どもの数を増やすことができたとしても、仕事ができる、

いわゆる人手となりうるためには、約２０年間の期間が必要とのことで、私は

妙に腑に落ちた感覚を覚えたところであります。確かに進歩し続けるＡＩを

活用することは時代の趨勢ではありますが、医療や介護、生活インフラの修繕

対応はＡＩではできません。人の力、マンパワーが必要です。当然、外国の方々

や高齢者の方々の活躍に頼らなければなりませんが、一方で、これからの人口

減少を見据え、いかに町民皆様の満足度、生活の質を維持していくのか。スマ

ートシュリンクの発想を取り入れ、早急に官民一体となって真剣に話し合っ

ていかなければならないと感じたところであります。また、人材確保や移住、

定住の促進を図る観点での補助金等による支援策についてもご質問をちょう

だいいたしました。確かに移住を促し、人口減少を抑制する一つの手段として、

補助金等の金額を増額することは、移住していただける一つのきっかけだと

思います。しかし、いずれ他の市町村も追随、もしくは私どもの支援策を上回

る魅力ある金額を提示し、限られたパイの中での人を奪い合う支援合戦が

延々と続き、ゴールの見えない戦いに疲弊してしまうのではないかと危惧し

ています。それよりも大切なことは、今この大空町に住んで生活していただい

ている町民皆様が、これから先もこの大空町に住んでいたいと心から実感い

ただける、満足いただけるまちづくりを推進していくことが大切であると私

は考えておりますので、このことを基本に据え町政を推進してまいります。 

さて、令和８年度もすでに３か月を経過しようとしています。今年は今のと

ころ、昨年ほどの暑さを体感しておりませんし、干ばつといった状況にもなく、
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農作物は順調に生育しているのではないかと思います。７月に収穫を迎える

秋まき小麦が豊作となり、令和８年の大空町農業がよいスタートを切れます

ことを願っています。一方で、すでに６月に台風が発生し、今現在、台風の影

響により、九州地方に災害級の大雨を降らせています。そして本日午前７時３

０分に青森県で最大震度６強の地震が発生し、大空町でも震度３を観測いた

しました。これから本格的な夏の到来に向け、大雨等の災害発生が心配されま

す。町民皆様の生命、身体、財産を守るため、災害、防災対策に引き続き、関

係者と一丸となって取り組んでまいります。 

最後に改めて町民皆様から与えていただきました町長としての４年間、町

民皆様、議員各位のご理解とご協力をいただきながら町政を進めてまいりま

す。議員各位におかれましては、今後ともご指導いただきますようお願い申し

上げ、また、今回の議会に対するお礼を申し上げまして、ご挨拶とさせていた

だきます。ありがとうございました。 

 

◇議  長 これで、令和８年第２回大空町議会定例会を閉会します。 

大変お疲れ様でした。 

 

（閉会 午後 ３時 ３分） 
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